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ナイショの恋人は副社長!?
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　強く優しい腕の中にいるこの瞬間が、愛いとおしい。

　こんなに幸せを感じるのは、後にも先にも今だけかもしれない。

　身体に伝わる温もりに、このまま時と間きが止まればいいなと思ってしまう。

　もしくは、戻ってくれないだろうか、と願う。

　――一番胸を高鳴らせていた、二秒前に。
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（ああ、もう。朝から憂鬱……）

　青々とした晴天とは裏腹に、重苦しい溜ため息をついて、人目を気にする。

　この駅から勤務先までは、目と鼻の先。それにもかかわらず、未いまだに辿たどり着かない状況に、彼女はもうひとつ溜め息を落とした。

　オフホワイトのブラウスに、紺地のスカート姿。ベージュのバッグを肩に提げ、会社に向かうその女性は、鬼おに崎ざき優ゆう子こ。年は二十二。

　彼女はこの道の先にある、システム設計や開発などを主とする企業、〝藤とう堂どうコーポレーション〟の受付嬢になって数ヵ月。新入社員ということで、いつも早めの出社を心がけていることが幸いし、まだ時間の余裕はある。

（遅刻はしないとはいえ、こんな姿を誰かに見られたりでもしたら）

　チラチラと後方を気にしては、普段よりも歩幅を狭くして歩いていた。

　なぜそんな怪しい動きになってしまっているのかというと、ある出来事に不運にも遭遇したからだ。そのせいでスカートのファスナーが壊れてしまい、全開状態。それを隠すべく、左腰にハンカチを添えて歩いているものの、それがまた心許もとない。

　優子は、心のどこかで誰かが救いの手を差し伸べてくれるのを待っていた。

　けれど、かつて助けてほしいときに、誰かが助けてくれることなどなかったと思い出す。

　再び重い息を吐いて、不審に思われない程度に辺りを窺うかがい、気配を消しながら職場へ足取りを進めた。――そのとき。

「お困りでしたら、どうぞ」

　突然、後ろから声をかけられて驚き、飛び上がる。声の主を確認するため、パッと振り返った。

　そこには、スーツの上着を差し出し、柔らかな笑みを浮かべるメガネの男がいた。

　彼の姿を見た優子は、ひとことも発せずに目を大きくさせたまま。不意に声をかけられたことも、困っている事態に気づかれたことも驚く理由ではあったが、一番の理由はそれらではなかった。

「衣服のトラブルかな、と思ったのですが。違いましたか？」

「ど、どうして……」

　ずっと差し出されている上着に一度視線を向けた後、無言だった優子が、ようやく声を絞り出した。

　動揺を隠せず、表情が硬直している優子に対し、男は終始にこやかなままだ。

「ああ。以前にも、同じように困っている人を見たことがあったので。もしかしたら、あなたもかな？と」

　そう説明する男は優子の手首をスッと取り、自分の上着をその手に掴つかませる。

「これも目立つかもしれませんけど。でもハンカチよりは、この上着を腰に巻いた方がいいと思いますから」

「そうですけど、上着がなかったら、お仕事が……」

「心配は無用ですよ。私は会社に予備のスーツを置いています。ああ、呼び出しだ。すみません、先に失礼しますね」

　彼の言葉を遮るように携帯の着信音が鳴り響く。男は優子に軽く頭を下げて電話に出ると、颯さっ爽そうと歩き出した。

　遠くなっていく彼の背中を呆ぼう然ぜんと見つめ、左手に持たされた上着に視線を落とす。

（信じられない……嘘うそでしょ？）

　優子の驚きは、突然助けてもらったことや、強引に上着を渡されたことによるものではない。

　数分前、自分に声をかけてきてくれた彼は、密かに慕っている相手だからだ。

「今の、本物の副社長だった、よね……？」

　思わず声に出してしまうほど、衝撃的な出来事。

　受付に立つ優子は、副社長である早さ乙おと女め敦あつ志しをごくたまに見かける。とはいえそれは、彼が取引先へ向かうときや来客を迎え入れるときくらいで、直接会話をしたことなどなかった。

　遠目で見たことがあるだけの副社長。それにもかかわらず、目はいつも無意識に彼を追い、留まってしまう。

　言葉を交わしたことはなかったが、彼が纏まとう凛りんとした空気が好きだった。

　入社して今日まで一方的に見るだけだった彼が、声をかけてくれたのだから、放心しても無理はない。

（言葉遣いも丁寧だし……。想像通り……ううん、思っていた以上にいい人だった）

　先ほど初めて会話をしたが、それがまた好印象。

　優子は敦志の高級そうな上着を両手で持ち、そっと胸に押し当てた。

　今回のことで、彼が優しい人なのだということが認識できた。同時に、その優しさは〝不特定多数〟に対するものなのだということも。

（だって私のことなんか、知るはずもないだろうし）

　なぜなら、今いる場所は社内ではなく単なる道端。つまり、彼は社内外問わず、いつも他人へ気配りをしているということだ。

　誰にでも親切。頭では理解しながらも、優子の心にほんの僅かに歪ゆがみが生じる。

　小さな頃から、『王子様なんかいない』と思っていた。困っている場面で救いの手を差し伸べてくれる男性に、今まで出会ったことがあっただろうか。

　けれど現実に、あり得ないと思っていたことが今、夢ではなく本当に起きた。まして、それが意中の相手ならば、当然気持ちは揺らぐだろう。

　高鳴る胸で上着を改めて見つめてから、ゆっくり息を吸い込み、深く吐き出す。

「平常心」

　ぽつりと零こぼし、頭を上げたときには、すでに動揺が見えない顔つきに変わっていた。

　ダークグレーの上着を、なるべく皺しわにならぬよう気をつけて腰に巻き、敦志の助けに感謝しながら会社を目指した。




「おはよう、優子ちゃん。今日は珍しく遅かったね。寝坊した？」

「おはようございます。寝坊……みたいなものです。遅くなってすみません」

　ファスナーが壊れたスカートから制服に着替え、持ち場の受付に到着したのは、いつもよりも十五分ほど遅れた頃。そこには、先輩社員の今いま本もとの姿がすでにあった。

「たまには寝坊もしちゃうよね。大丈夫だよ。遅刻してるわけじゃないし」

　ニコリと親しみやすい笑みを浮かべる今本に、ホッと安あん堵どの息を吐く。

　優子はすぐに交代して受付カウンターを拭ふき始め、手が空いた今本はノートパソコンを開いて、丸椅子に腰を下ろした。

「あ。今日、丸まる美み商事の萩はぎ田たさんが来る予定だって。あの人、優子ちゃんがお気に入りだよねぇ」

「そんなことないと思いますけど……。そうだとしたら、ありがたいことですね。こんな新人を覚えてくださって」

「本当、優子ちゃんは名前通り優しいんだから。私だったら、取引先の人だとしても、あの人、苦手だからちょっと素っ気なくしちゃいそう」

　今本は優子を見上げ、改めて感嘆の息を漏もらす。

「私が新入社員のときは、おどおどしてて挙動不審だった気がするな。優子ちゃんは肝が据わってるっていうか、堂々としてるよね。すごいよ」

　しみじみ感心され、優子は苦笑を浮かべるだけだ。

　外見ではそう見られているのかもしれないが、自分に自信があるわけでもなければ、常に冷静なわけでもない。それこそ今朝、敦志に声をかけられたときのように。

「そうかといって、ツンとしてることもないし。後輩が優子ちゃんでよかったな」

　今本は笑って軽く顔を傾け、眉にかかる前髪を揺らす。そんな朗らかな彼女に、優子もまた微ほほ笑えみ返した。




　始業時間を迎えると私語を慎み、静かに待機する。受付に来客がいなくとも、出入りの多い場所であるため、常に気を引きしめなければならなかった。

　優子はいつもフロア全体を意識しながら、特にエントランス付近を気にかける。そこに、小声で今本が言った。

「あ、社長だ。珍しい」

　その言葉にピクッと耳を動かし、チラリと目を向けると、視線の先に社長の藤堂純じゅん一いちが男性と談笑しながら歩いてきた。どうやらエレベーターホールからやってきたようだ。

　そして彼の一歩後ろには、敦志の姿があった。

（副社長……！　本当にスーツの予備があったんだ。よかった）

　約五十メートル離れたところにいる敦志は、横顔しか見えない。しかし優子は、横から彼を眺めることもまた好きだった。

　ピンと伸びた背筋に、スラリと長い手足。メガネをかけた横顔は凛り々りしく、もっと言うと敦志の所作の諸々が、優子の目には魅力的に映る。

「うちの社長って本当にカッコいい！　いいなぁ、あんな人が彼氏だったら！」

　今本が悩ましい溜め息を漏らすのも無理はない。

　社長である藤堂は眉目秀麗で仕事ができ、年齢も社長にしては若く、今年で三十一。憧れの的になるのも頷うなずけるスペックの持ち主だ。

（確かにカッコいいんだろうけど……）

　優子は心の中で異論を唱え、藤堂と敦志を見比べる。

　藤堂には僅かに及ばないが、敦志も背丈はある。今朝の記憶から推察すると、百八十センチ近くありそうだ。顔立ちは目立つタイプではないが、鼻筋が通って整っている。メガネというアイテムもあるせいか、知的な印象を受ける。

　なんといっても、副社長という肩書にもかかわらず、あの物腰の柔らかさ。上に立つ人間でありながら、傲ごう岸がん不ふ遜そんな態度も見せないのだなと思って驚いたのは、つい先ほどのこと。どちらかといえば人に命令する方ではなく、サポートしてくれそうな雰囲気の持ち主だと実感していた。

（私は、迷わず副社長派だな）

　気づけば勤務中ということも忘れ、敦志に見入ってしまう。ジッと彼だけに視線を送り続けていると、ふと受付に顔を向けられる。優子は遠い距離ながら目が合った気がして、固まってしまった。

「やあ。元気だったかい？　毎日暑いねぇ」

　敦志の姿を遮るように、エントランスから現れた四十代後半の中年男性が、優子に向かって歩いてきて声をかける。ハッと視点を目前の萩田に合わせ、ニコッと口角を上げた。

「萩田様、お世話になっております」

「そんな堅苦しい挨拶、しなくていいよ。僕と鬼ちゃんの仲じゃない」

　距離を置くように丁寧な応対をする優子とは逆に、萩田は馴なれ馴れしい口調でカウンターに肘を置き、身を乗り出す。しかし、優子は表情を曇らせることもなく、なんら変わらず笑顔で接し続けた。ふたりの様子を間近で見ている今本の方が、よっぽど笑顔が引きつっている。

「その笑顔に癒いやされるんだよなぁ。鬼ちゃん、うちのオフィスに来ない？」

　彼のセリフは恒例のものとなりつつある。それでもやはり優子は嫌な顔ひとつせずに、笑顔だった。

「なんて、こんな大手に勤めてたら、そんな誘いにも乗るわけないか！」

　優子がなにかを答える必要もなく、萩田はひとりで話に終止符を打つようにして豪快に笑う。そして、ずんぐりとした手を上げ、「じゃあまた」と受付を去っていった。

「あああ、ダメ。私、やっぱダメだ、あのオジサン。距離感がおかしいよ。顔が近いよ。鳥肌が……。ていうか、優子ちゃんは平気なの？　いつも動じないけれど」

「うーん。平気……といえば平気かもしれません。そこまで、しつこい人じゃないですし」

「えー！　でも、『鬼ちゃん』だよ？　ないわぁ」

　優子は今本に苦笑で返し、さりげなくフロアの中心へと目を向ける。

（やっぱり、もういない）

　つい数分前までそこにあった敦志の姿が、跡形もなくなっている。

　こんなところに長居などするわけがないと思ってはいたが、彼を見送ることができなかったのが少し悔しくて、肩を落とした。




　築数十年は過ぎているアパートの一室。決してオシャレとは言えない外観の建物だが、部屋の中は築年数を感じさせないほど、綺き麗れいに整頓されていた。

　優子は定時で上がり、ボトムは制服のまま、まっすぐに帰宅してきた。

　ファスナーの壊れたスカートはバッグに入れっぱなしで、夕食の支度をし終えたところ。小さなテーブルにひとり分の食事を並べ、正座する。

「ふー」とようやくひと息つき、箸を手にして一度止めた。おもむろに顔を上げ、スチール製のハンガーラックにかけた男物のスーツの上着を見る。

　会社を出るときまでは、帰宅途中にクリーニング店へ預けようかと考えていた。しかし、気づけば家に持って帰ってきてしまった。

（これじゃ、ストーカーみたいだ）

　見つめたスーツに罪悪感を覚え、フッと目を逸らして食事に手をつける。

（だけど……こんなこと、もう二度とないと思ったら、つい）

　なにかに悪用しようだなんて考えは毛頭ない。ただ、もう少しだけ、敦志の存在を身近に感じていたかった。

　チラリと視線を上着に戻し、至近距離で笑いかけてきた彼を思い出す。

（明日、出社前にクリーニングに出していこう）

　明日の予定を頭の中で立てながら、優子はひじき煮を頬ほお張ばった。




　それから数日。

　気にしてはいるものの、出社途中で敦志を見かけることはなかった。それどころか、社内でも姿を見ていない。

　あの日のことは、夢だったのではないか。今までそう疑問が浮かぶたびに、クリーニング店の控えを眺めては、現実のことだったはず、と確認して過ごしていた。スーツの上着をクリーニング店から受け取った後も、敦志に返すことができずにさらに三日経つ。

　そもそも、就業時間中にでさえ姿を見ないのだからどうしようもない。とはいえ、仮に敦志を見つけたとして、平社員の自分が勤務中に副社長に話しかけることなどできやしないのだが。

　では、休憩時間中に副社長室へ……などというのは、さらに勇気がいるだろう。

（だいたい、副社長は私が社員だと知らないし、突然出向いたら驚かれるに決まっている。それに仕事の邪魔はしたくない。そうかといって、彼が休憩する時間だってわからないし）

　結局、優子にできることといえば、偶然をひたすら待つか、もしくは――。




　そうして勤務後に起こした行動は、いわゆる〝出待ち〟。

　重役しか出入りに使用しないと聞く裏口が見える場所で、紙袋を抱えて静かに目を光らせる。

　落ち着いて顧みれば、今の行動の方がよっぽど驚かれるだろうし、非常識。けれど優子はこの三日間、考えすぎたあまり、冷静な判断を欠いていたとしか言えなかった。

　ふとそのことに気づいたのは、出待ちをして一時間経った頃。

（これって、それこそストーカーだと思われる行為じゃ……。素性の知れない女が会社の前で待っているなんて、怖がられるに決まっている！）

　自分の浅はかな考えと行為に、サーッと青あお褪ざめる。

　この怪しい行動を誰かに見られる前に立ち去ろうとしたときに、裏口に人影が見えた。思わず息を潜め、目を凝らす。

　薄暗くなってきた空の下。現れたのは、優子が待ち望んでいた人物――敦志だ。仕事後のはずだが、疲れなど微み塵じんも感じさせず、凛々しい顔で歩いていく。

　優子はやはりその姿に見とれ、数秒経って我に返る。

（急がなきゃ、高級車にでも乗って、あっという間にいなくなっちゃうかもしれない！だけど、突然目の前に出ていったらどんな顔されるか……）

　それでもこのチャンスを逃したら、次がいつになるかわからないのは確かだ。焦燥感が背中を押し、勢い任せに物陰から走り出して声を上げる。

「ふっ、副社長！」

　十五階建てのビルの下で、優子の声が響き渡る。

　敦志はぴたりと足を止めると同時に振り返り、驚いた瞳を向けた。

　いざ対面すると、緊張のあまり言葉が出てこない。焦れば焦るほど頭の中は混乱する一方。優子は壊れたおもちゃのように、ぎこちない動きで言葉を探る。

（落ち着いて。用件だけを、正確に）

　敦志と視線を交わらせているだけで冷静さを失ってしまうため、逃れるように俯うつむいて、浅く息を吐いた。そして、乾いた唇を小さく開く。

「あの、上着を……。その、お返しするのが遅くなって、申し訳ありません」

　紙袋を両手で差し出しながら、深く頭を下げる。その後に続ける言葉は用意していなくて、頭を上げられずにいた。

「ああ。もしかしてこのために、わざわざ外で待っていてくれたんですか？　副社長室に来てくださればよかったのに」

「えっ？」

「十五階でも、社員なら誰でも入ることはできますよ。ご存じではなかったですか？」

　敦志の言葉に、ゆっくりと顔を上げる。大きく見開いた目には、微笑を浮かべた敦志が映った。

「……私が社員だと、知ってらしたんですか？」

　優子が驚くのも無理はない。藤堂コーポレーションは大きな会社で、社員数は膨大だ。それなのに、ついこの間入社したばかりの自分を知ってくれているだなんて思ってもみなかった。

「本来ならば私の立場上、全社員を把握しなければならないんでしょうけどね」

　敦志は質問に対して軽く目を伏せ、穏やかな口調で答える。

　優子が首を傾かしげ、困惑した眼まな差ざしを向けると、彼は優しく瞳を細めた。

「けれど、あなたは我が社の顔です。知らないはずがないでしょう？　鬼崎さん」

　彼は形のいい唇を動かし、確かに優子の名前を口にした。そして、差し出されていた紙袋を受け取る。その際、優子は微かすかに手を触れられた。

　指先が掠かする程度――にもかかわらず、手が痺しびれるような錯覚を起こし、身体中が熱くなる。

　瞬まばたきをすることも忘れて見上げた先では、敦志が涼風に髪をふわりと靡なびかせ、メガネの奥の柔らかい瞳に優子を映し出していた。
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　年を重ねても、心のどこかで夢を見がち――というものが女子なのかもしれない。

　そういうタイプではなかったはずの優子が、簡単に乙女脳に変換させられたのが昨日の一件。

（物語のようなことって、起こるんだ）

　更衣室で着替えをしながら敦志の笑顔を思い出し、頬をうっすら赤く染めた。

「ねぇ、聞いて！　さっき偶然、社長を見かけたの！」

「きゃー！　本当に!?　いいなぁ！　挨拶とかした!?」

「それが、もたもたしてるうちに行っちゃって……」

「えーっ！　もったいないっ」

　他部署の女性社員二名が、優子のロッカーの裏側で盛り上がっている。ふたりの会話は、自然と着替え中の優子の耳に入ってきた。

「だって、やっぱり迫力あるよ。簡単になんて話しかけられないって」

「んー、確かに。そういえば、結ゆ花かは副社長派って言ってたなぁ。副社長の方が親しみやすい雰囲気だからって」

　会話内容が突然敦志へ移ると、つい耳をすませてしまう。

「でも、雰囲気が優しくても、結局は社長と同じで雲の上の存在だよねー。きっと生活スタイルも話題も価値観も、いろいろ違うだろうしね」

「見初められるとか、シンデレラ的な展開は現実にはないってことか」

　優子は、ふたりの社員が失笑しながら出ていったドアをしばらく見つめた。

（そうだよね。たまたま夢のような出来事が起きたところで、この先に続くシンデレラストーリーなんてあり得ないんだった）

　高揚していた気持ちは急降下。ロッカーの扉の内側にある鏡に顔を映すと、戒めるような視線を自らに向ける。

「……私が釣り合うわけがない」

　まるで呪文のように自分に呟つぶやいて、唇を引き結び、気持ちを押し込めるように扉を閉めた。




「やっともうすぐ休憩時間だぁ。今日も一日長いなぁ」

　今本が腕時計をチラリと見て、小声でぼやく。優子は笑顔で「そうですね」と同調すると、すぐにフロアへ視線を戻した。

　時間が長いと誰かが感じる一方で、同じ時間を過ごしていても、短いと思う人もいる。まさに今の優子がそれに当てはまり、もう午前が終わろうとしていることに軽く落胆した。

　優子にとっては勤務時間が唯一、敦志と同じ空間に立てる可能性のあるとき。休憩中には、未だかつて彼と遭遇したことはない。受付に立っている間こそ、敦志の姿を見られる確率が一番高い。その偶然を心待ちにしているため、時間の進み方がとても早く感じてしまう。

「ね、優子ちゃん。今日も先に休憩入ってもいい？」

「いいですよ。毎日一緒で仲がいいんですね」

　両手を合わせ、気まずそうに軽く頭を下げる今本に、ニコリと笑顔を返す。

　受付は基本ふたりだけ。ふたり同時に休憩を取ると受付が不在になってしまうため、ひとりずつ行かなければならない。

　そして今本には、先に休憩に入りたい理由があった。

「平日は、お昼くらいしか会えないから……」

「残業が多い部署なんでしたっけ？　今本さんの彼氏」

「かろうじて休みはあるから、週末に会えてはいるんだけどね」

　照れ笑いをしながら答える姿がすごく幸せそうで、優子は自然と笑みが零れる。運命的な出会いや劇的な恋愛とまでは言えなくとも、きっと幸せはそこかしこに転がっているのだ……と、たびたび思わされる。

「じゃあ、休憩行ってくるね」

「はい」

　過去を遡っていけば、幸せだと思える時間を過ごしていたこともあった。しかし、それも長くは続かず。

　初めて異性と付き合った高校の頃を宙に思い浮かべ、溜め息をついた。

　過去の恋愛が色褪あせた今、ドラマのような恋でなくとも、平穏な幸せを感じられる恋愛でいいと思っていた。恋愛自体の経験がその一度しかない優子は、それで充分と。

（……ダメだな。人間って、欲が深くなって）

　自嘲気味に、「ふ」と無意識に息を漏らし、膝の上に置いた手を見た。

　昨日、敦志に触れられた手。あの微かな感覚を思い出すように手のひらを見つめ、軽く握った。

（更衣室で聞こえてきた通り、彼は私にとっても雲の上の存在なのに）

　他人の会話を思い出して、唇を噛かむ。

　完全な片思い。立場の違いを考えると、片思いと言うのさえおこがましいかもしれない。

　けれど、どうしたって、心にいる敦志の存在は消せるものではなく……。

　ついこの間までは、こうして受付に立って、彼を見つけてはその姿を眺めるだけで満足していたはず。

　しかし、あの日。声をかけられ……さらに昨日は、名前を口にされて微笑まれた。単純かもしれないが、それだけで敦志への感情を抑えることが難しくなっていた。

（こんなの、ますます平凡な恋愛から遠ざかるじゃない）

　行き場のない思いと、コントロールの利かない心。

　ぼんやりと焦点の合わない目で受付に座り、いつの間にか時間は過ぎていく。

　今本が笑顔で戻ってくると、優子は弁当を手に、ひとりで外へ出た。




　優子はいつもひとりで昼食をとる。同期は数名いるものの、部署も違えば会うことも滅多にない。それに加え、通常より一時間遅れて休憩に入っているのだから、誰かと昼を共にすることはほぼ不可能だ。

　だが、優子にとって悩むほどのことではなかった。小さな頃から今日まで、特別親しい友人はいなかったから――。

「あ、ここだ」

　辺りをきょろきょろ見回しながら辿り着いた場所で呟き、笑顔になる。

　いつもなら社員食堂か、天気がよければ近くの公園へ出向いて弁当を広げるが、今日は違った。

　光沢のあるヤブツバキの葉に囲まれた中にぽつんと置いてある、ふたりがけ程度のベンチ。そこに腰を下ろすと、弁当を広げることもせず空を仰いだ。それからゆっくり視線を下げていき、辺りの静けさにホッとする。

　昨日、敦志を待って上着を返した後のこと。敦志とはそのまま別れたのだが、余韻に浸ってしまい、すぐに帰らずぼんやりとまわりを見渡していた。すると、普段は足を向けない会社の裏口から改めて見る景色は、緑が広がっていた。

　意外な景観に魅了され、歩き進めた先に、この秘密基地のようなところを見つけたというわけだ。

（遠くに喧けん騒そうは聞こえるけれど、充分静かでゆっくりできる）

　受付に立っていると、出入りが激しく、常に人に見られている緊張感で疲弊してしまう。だから、休憩はできるだけ静かな空間を選び、なにも考えずにぼんやりしたい。

　穴場を見つけた優子は嬉き々きとしながら、ようやく弁当を広げ始める。

　自分の膝の上に乗せた二段の弁当箱。蓋を開けた中身に目を落とすなり、思わず失笑した。

　ゆかりご飯に、おかずは残り物の煮物など。常備菜は保存できてひとり暮らしに有効だと思い、好んで作る。もちろん他にもおかずは入れているものの、ほうれん草ともやしのおひたしや、卵焼きという地味なもの。

（こんなお弁当、誰にも見せられないな。よく言えばヘルシーなんだろうけど、あまりに質素すぎて笑っちゃう）

　おひたしも甘い卵焼きも好物だし、弁当を作ってあげるような相手もいないから気にすることもない。けれど、あまりに可愛かわいげのない中身に肩を落としてしまう程度の女心はある。

（まあ、この時間は誰もいないし、見られることなんかないか）

　気を取り直して弁当箱を手にし、おかずをひと口頬張った瞬間。

「あ、鬼崎さん」

　草むらのため足音が聞こえず、不意に名前を呼ばれて驚きのあまり声を失った。振り向いた体勢のまま硬直していると、その相手はにこやかに続ける。

「そうか。インフォメーションは休憩時間がずれることがありますもんね」

「ふ……副社長！　どうして……」

　見上げた先には、青々とした空を背負う敦志の姿。白昼夢でも見ているのかと、頬をつねりたいところ。だが、あいにく両手は塞がっている。

　彼は目を白黒させている優子を見下ろし、左手でメガネを押し上げた。なんの変哲もない動作にもかかわらず、優子の瞳には優雅で上品に映る。

「すみません、驚かせてしまいましたね。ここは、たまに通りかかるんです」

「あ……そう、なんですか」

「ええ。昼食を買いに出るときなどに」

　敦志にニッコリ微笑まれ、咄とっ嗟さに顔を横に逸らしてしまう。思いがけない再会に動揺し、言葉が出てこない。瞬きもせず、尋常じゃない速さの心音を全身で感じる。

　そんな優子に対し、彼は変わらぬ穏やかな雰囲気で視線を落とした。

「おいしそうですね。鬼崎さんの手作りですか？」

　優子が手にしている弁当箱を見て、感心したように質問する。

　つい今しがた、『こんな弁当は誰にも見せられない』と思っていた。その矢先、よりにもよって思い人に見られてしまい、心に大きな打撃を受ける。そうかといって、広げた弁当をあからさまにしまうわけにもいかず、ただ返答を躊躇ためらった。

「あの……恥ずかしいですけど、一応……そうです」

「恥ずかしい？　なぜですか？」

　どうにか口にした答えに、不思議そうな目を向ける敦志が間髪容れず、さらに尋ねた。優子は俯き、いつしか視界には自分の弁当だけ。

「だって……地味ですし、なんの工夫もない節約弁当で……。それより、副社長もご自分でお昼を買いに出られることがあるんですね」

　途中で話題を変え、先ほど抱いた違和感をおどおどとぶつけてみる。すると敦志は一瞬目を丸くさせ、何度か軽く頷いた。

「ああ。鬼崎さんは、新入社員だからご存じないですよね。私は昨年まで副社長ではなく秘書だったもので。今でも昼食の買い物なんて当たり前ですよ」

「えっ」

　敦志の口から出た衝撃の事実に、思わず声を上げてしまう。その反応に、彼はおかしそうにクスリと笑った。

「いいですね、煮物。私も今日は煮物のお弁当にします」

　そう言い残した敦志は、「それでは」と瞳を細め、颯爽と去っていく。

　優子は彼の背中が見えなくなってもなお、微動だにせずにいた。

「秘書……？」

　知らなかった事実に驚いた優子だったが、時間が経つにつれ、妙に納得する。

（どうりで、話し方や所作が丁寧だと思った）

　敦志の佇たたずまいや口調を思い出し、抱いていた違和感が、秘書だと聞いてしっくりきた。

　しかし首を捻ひねったのは、秘書だった彼がなぜ副社長に就任したのかということ。

　そんなことは、いくら考えても見当がつかない。

　初夏の風に吹かれて靡いた髪を耳にかけ直し、改めて自分の弁当と向き合う。

「副社長が、煮物……」

〝副社長〟という肩書の人間は、自分とは違う高級なものを食しているイメージがあった。勝手な想像だが、そういう小さな事柄からして無意識に線引きをしていた。相手は別世界の人だ、と。

　優子は頭の中で、敦志が煮物を食べている姿を思い浮かべる。背筋を伸ばし、スラリとした指で箸を美しく扱って、上品に口に運ぶ様さまを――。

　それが、想像の中で意外に似合っていて驚いた。




「Can I help you?（なにかお困りですか？）」

　受付カウンターの近くでウロウロしていた外国人に、今本が流りゅう暢ちょうな英語で応対した。優子はその姿を横目で見てからキーボードに手を置き、日報を書き始める。

　今本が長身の外国人男性を難なく案内し終えたのを見て、苦笑を浮かべた。

「今本さん、本当に発音いいですね。私も、もう少し勉強しなくちゃ」

「そんなことないよ。優子ちゃんこそ熱心だよね、あのノートもまめにつけてるし。あれ……？　そういえばドイツに留学してたんじゃなかったっけ？」

「はい。でもドイツ語だけで、英語はいまいち……」

　優子は薄緑色のノートに向けていた視線を今本に戻す。

「ドイツ語を話せるなら、すごいじゃない！」

「日常会話程度ですし……第一、あまり使う機会がなくて。でも唯一の自慢ですかね。他に取り柄がないので」

「優子ちゃんって本当に謙虚っていうか……もしかして、自分に自信持てないタイプ？」

　図星を突かれ、一瞬目を見開く。なんとかすぐに平静を装うと、書きかけの日報をパソコンに再度打ち込み始めながら、乾いた笑いと共に答えた。

「いや～。そもそも、自信を持てるようなもの、特にないですから」

「えー、もったいないなぁ！　顔もスタイルもいいのに。あ、彼氏は？　そういえば、こういう話、したことないね！」

　今本がチラッと腕時計を確認すると、ちょうど終業時間。それをいいことに、勤務時間には抑えている私語を、小声でここぞとばかりに続ける。

「いないの？　優子ちゃんなら、誠実な彼氏とかいそうだけど！」

　恋愛話となると女性の多くは盛り上がる。今本もそれに当てはまるようで、目を輝かせて優子を質問攻めする。

「いくつ？　やっぱり年上？　どこで知り合ったの？」

「いや、待ってください。いないですから、彼氏なんて」

「えーっ。嘘だぁ」

「……嘘ついてどうするんですか」

　半ば呆あきれ声で答えるも、今本はまだどこか納得のいかない様子。優子の顔をジッと見て、声を潜めた。

「もしかして理想が高い？　例えば、うちの社長が好きとか」

「ちっ、違いますよ！」

「あ、ちょっと慌てた。怪しいな～」

　冷やかし半分の今本に、大抵のことには動じないはずの優子の表情が崩れる。その理由は、『社長』というワード。

　もちろん、片思いの相手は社長ではなく、副社長。しかし『社長』と言われただけで敦志を連想し、気が動転してしまった。

「いえ、本当に！　私、社長の方はあまり……」

「社長『の方』？」

　うっかり口を滑らせてしまった、と優子は目を見開き、沈黙する。

「それって、つまり……副社長？」

　後悔先に立たず……ではあるが、できるならば十秒前に戻りたい。けれどもそんなことが叶かなうはずもないと諦め、口を開いた。

「いえ。なんていうか、どちらかといえば……ということですよ」

「ふーん、なるほど。まぁでも、私の予想も当たりみたいなものだよね？」

「え？」

「だって副社長は〝誠実そう〟だから」

　見透かすような瞳を向けられ、ドキリとする。懸命に、これ以上は本音を零さないようにと心を落ち着かせ、今本に向き合った。

「そう言われれば、そうかもしれませんね」

　本心を探るようなその視線が、どうにも落ち着かない。

「優子ちゃん」

　少しの間を空けて改めて名前を呼ばれ、小さく肩を上げる。

（これ以上深く突っ込まれたら、次々にボロが出そうでまずいよ！）

　そわそわと落ち着かない気持ちを隠すように、あえて堂々と正面から見つめ返す。

「それ、さっきからずっと、キーが押されてるみたい。日報が……」

「わあっ！」

　涼しい顔を演じていたが、指摘された日報の画面に目をやると、大量の【ｋ】の文字。どうやら今本との話に気を取られていて、キーボード上の手の感覚などまったくなかったらしい。

「す、すみません。うわ、これ、どこまであるんだろ」

　画面に顔を寄せ、慌ててマウスに右手を乗せようとしたときに、今度はペンが床に転がり落ちた。重なる失態に冷静さを欠いている優子は、足元のペンに手を伸ばしたが、座面の高い椅子から落ちて倒れ込んでしまう。

　短い悲鳴を上げ、床に両手をついたのは一瞬の出来事。座り込んだ優子の背中に、今本が慌てて声をかける。

「だっ、大丈夫!?」

「は、はい、大丈夫です。さっきからすみません」

　幸い怪我はしていなくて、今本はホッと息を吐いてひと安心していたが、優子はひどく自分を責めていた。

（もう。ドジしないで、落ち着いた新人になれるよう頑張ろうって決めてたのに！）

　奥歯を噛んで碁盤のタイルを見下ろし、心の中で気合いを入れ直して立ち上がる。愛あい想そ笑いを浮かべて椅子に腰を下ろすと、今本が笑った。

「ごめん。びっくりしたけど、優子ちゃんも慌てたり失敗したりするんだって思って、微笑ましくなっちゃった」

　不本意な姿を見られてしまったが、最終的に敦志に関する話題から離れて胸を撫なで下ろす。

　改めて日報を修正すると、すでに定時は過ぎていたので、隅に置いていたノートを手にして今本と共に受付を後にした。




　会社を出れば、大抵どこにも寄らずに帰宅する。

　理由はいろいろとある。帰宅するのに約二時間かかることや、どこかに立ち寄るほどの金銭的余裕がないことなどだ。

　大学時代からひとり暮らしをしている優子は、贅ぜい沢たくな生活とは無縁。事情があり、実家からの仕送りも微々たるもの。ドイツ留学も、中高生の頃から貯めていたお金と、大学生のときに始めたバイトでもらった給料を合わせ、格安のコースを探して行った。

　そんな優子だから、都心に住めるような財産などはない。そのため、通勤時間がかかる立地に安い部屋を借りていた。

（週末はやっぱり疲れてるなぁ）

　車両のドアに近いスタンションポールに手を添え、電車に揺られながら軽く目を閉じる。数秒後、ゆっくり瞼まぶたを押し上げた。

　混雑している車内は、座ることはおろか立つスペースですらままならない。その中で気を張って立つ優子に、後方から手が伸びてくる。ポンと肩に触れられた瞬間、身体に力を込めた。

（また痴漢……!?）

　険しい表情で振り返るが、思いも寄らない相手に、握った拳の力が抜け落ちた。

「お疲れさまです。鬼崎さん」

「ふっ、副――！」

　優子は目を剥むき、まわりに多くの乗客がいるのも忘れ、大きな声を上げかける。すると敦志が人差し指を立て、シーッと優子の口元に添えた。

「すみません。ここで『副社長』と言われてしまうと、目立ちそうだったもので」

「あっ……こ、こちらこそ申し訳ありません。気づかずに……」

　困ったように少し眉を下げて笑う敦志を間近で見上げ、バクバクと心臓が跳ねる。

　彼は優子の左後ろに立ちながら、おかしそうに口元を緩めた。

「昨日の帰りに会って、今日のお昼……と、続くときは続くものですね」

　敦志しか視界に入っていなかったが、少し落ち着いて視野を広げた際に、彼がまわりから頭半分ほど突き出るくらい上背があることが改めてわかった。そして、やはりどこか他の人とは違って、惹ひきつけるようなオーラを感じる。

　優子は未だ見開いた双そう眸ぼうに、ひと際目立つ敦志を映し出す。

「どうかしましたか？」

　敦志はメガネ越しに目を瞬しばたたかせ、不思議そうな顔をして尋ねる。優子は、思考停止状態の頭を懸命に再稼働させようと試みるが、すぐには言葉が出てこず、しばしの間、互いに黙って視線を交錯させていた。

　そのとき、気づかぬうちに次の駅へと到着し、電車が大きく揺れる。

　さっきまでポールを握っていたが、敦志と向き合うことが無意識に優先されていて、いつの間にか手を放していた。しかも不意に声をかけられ、狭いスペースで無理に振り向いた体勢という、心身共に完全に油断していたときの出来事。

「きゃっ！」

　車両が左右に何度も揺れ、のけ反るようにバランスを崩し、咄嗟に声が漏れた。後方に重心を持っていかれると感じた瞬間、力強く背中を支えられ、腕を掴まれた。

　駅に停車し、車内から幾人か降りた隙に、敦志の手によって空いた角のスペースに押し込まれる。

「鬼崎さん、危ないのでこちらへどうぞ」

「そ、そんな！　大丈夫ですから」

「混雑していると、いろいろ危険でしょう。特に女性は気をつけないと」

　敦志は真剣な表情で、遠慮する優子を移動させた。

　こんなふうに女性扱いをしてもらったことがなく、どぎまぎしていたところ、さらに彼は自分の身体を盾にするように正面から向き合う。

　ゆうにパーソナルスペースに入られていたが、優子は嫌悪など微塵も感じなかった。ただ、胸が早鐘を打つだけで……。

「混んでいて少々距離が近いですが、どうかご容赦を」

　申し訳なさそうに眉根を寄せて微笑む顔も、紳士的な優しい言葉も、不慣れでまともに受け止めることができずに俯く。

「あ……ありがとう、ございます」

　たどたどしく礼を口にし、頭を下げたまま、なかなか敦志の顔を見られない。

　視線の先には、以前借りたものに似た質のよさそうなグレーのスーツ。すし詰めに近い車内なのに、あのときと同じ敦志の香りだけが優子の鼻び腔こうをくすぐった。

　微かなグリーンノートの爽やかな香りは、彼にぴったりだと思っていた。その香りを感じるくらいに近いのだと思うと、もちろん目など合わせられない。

　一向に顔を上げられない様子を、敦志は特段気にする素振りも見せず、柔らかな声で答える。

「いいえ。女性を守るのは当然ですから」

　彼は体裁等を考えた上ではなく、自然とそう口にしていた。

　普通ならば、憧れの相手に助けられ、密着寸前の状況でそんなセリフを言われれば、天にも昇る気持ちになるところ。けれど、優子は表情を一瞬曇らせる。

（守られて当然、なんて思ったことなかったな）

　あからさまに変な顔をするわけでもなかった些さ細さいな変化に、優子と言葉を交わすようになって間もない敦志は気づかなかった。

「久々にこの時間帯に電車に乗ると、やはり混んでいますね」

　優子を守るよう壁に左手をついたまま、チラリと辺りを見る。

「あの、いつもお車で出社されていらっしゃるんじゃ……？」

「はい。業務上で必要な場合は乗りますよ。でもなにも予定がないときは、こうして電車も利用します」

　思い描いていた生活とは異なる回答に、目が点になる。敦志は思わず顔を上げた優子を見て、目尻に皺を寄せて「ふっ」と笑いを零した。

「そんなに驚きますか？」

　近距離で自分を見下ろす笑顔は、優子が今まで見てきたものとは違い、等身大に思える。副社長としてではなく、ただのひとりの男性が笑うような無防備な笑顔に目を奪われ、しばらく見とれた。

　敦志の強い引力に惹かれていたが、ハッと我に返って口を開く。

「いえ。その……ことごとく私の想像と違っていて」

　想像を裏切られたのは、今日の昼もだ。まさか彼が弁当を自分で買いに行くと考えていなかったし、煮物という地味で庶民的なものを口にするとは思ってもみなかった。

（煮物は、本当に食べたかどうかはわからないけど）

　心の中でそう付け足すが、今、現実にこのラッシュに揉もまれる敦志を見れば、煮物の弁当を本当に買ったのかもしれないと思う。

　どちらにせよ、すべて好印象にしかならない。想像を裏切られたといっても、いい意味での裏切りなのだ。

　敦志は優子を優しい目で見つめると、眉を下げた。

「私のことをどんなふうに思ってらっしゃるんですか？　私は普通ですよ」

　触れそうで触れない微妙な距離で見つめ合う。手を伸ばせば簡単に触れられる距離に、彼がいる。

　自分だけを見て、仕事以外の話をして……。それも、立場の違いを差別することなく、すべてを包み、守ってくれるような優しい空気で。

　まるで時間が止まったかのような感覚で、敦志を黙って見つめ続ける。その視線を一度も逸らすことなく、まっすぐに向き合う彼の姿勢にも好感を抱き、余計に胸が高鳴った。

　そんなことも知らず、敦志は端整な顔に微笑を浮かべる。

「普通に電車にも乗るし、お弁当も買うし、煮物も食べます」

　優子は、まるで心の中を読まれたような言葉を並べられ、目を丸くした。それから、「そうなんですね」と堪こらえきれずに笑いを零す。

　敦志はようやく緊張がほぐれた優子の笑顔に頬を緩め、悪戯いたずらっぽく微笑んでは、自分が着ている上着の襟元に触れてみせる。

「スーツだって、数着を着回していますよ」

　優子は目をぱちくりとさせ、ゆっくり目線を下げてみる。

　よく見ると、それはやはり、ついこの間貸してくれたスーツだった。
















抜ばっ擢てき
















　週明けの月曜日。敦志は出社早々、社長室にいた。

「本日はいよいよ、Himmelヒメル社との約束の日ですね」

　大きなデスクの前に立ち、手にしていた資料を捲めくる。

「まぁ、もう契約は半分は決まっているようなものだ。形ばかりの顔見せというところか」

　頬ほお杖づえをつき、目線はパソコンの画面に向けたままで素っ気なく返事をするのは、社長の藤堂だ。

　けれどそんな態度にも慣れているようで、敦志は不満気な表情もせずに話を続ける。

「このまま何事もなく話が進めばいいですね」

「なにがあるっていうんだ？　問題なんかないはずだ」

「本当に、いつも強気でいらっしゃいますね、社長は」

　藤堂は椅子を軽く回転させ、長い足を組む。そして軽く溜め息をついた。

「そういうお前は、相変わらず慎重というか、心配性というか……」

　半ば呆れたような視線を向けられて、敦志は目を伏せてメガネのブリッジを押し上げる。

「社長こそ、相変わらず不変の自信がおありのようで。けれど慢心にはお気をつけください。それと、私は昔からそういう性分なんです。仕方ないでしょう？」

「……疲れそうな話だな」

　鼻で笑いこそする藤堂だが、普段部下に見せる刺とげ々とげしい雰囲気とは少し違っていた。敦志は藤堂の横顔に、わざとらしいくらいニッコリ微笑む。

「裏を返せば、それが生き甲が斐いみたいなものなので、どうぞご心配なく」

　敦志のどこか嫌味交じりな言い方にも、悪意は感じられない。ふたりの関係はそういった冗談も通じる仲なのだ。互いに短く息を漏らして笑う。

　そこに秘書課から内線が入り、藤堂が受話器を取る。敦志はすぐそばで会話を聞き、だいたいの内容を予測した。話を終えた藤堂が受話器を戻すや否や、口を開く。

「もしかして……もうお見えになったんですね？」

「ああ。約束していた社長のご令孫だ。今回は半分、観光気分ででも来たんだろ。うちも観光名所にでも思われたか」

「ともかく、すぐに応接室へ移動しましょう。書類も早急に……」

「書類や部屋の準備は芹せり沢ざわがもうしている。秘書の仕事は秘書に任せて、お前はおとなしく副社長として隣に座っておけ」

　藤堂に言われ、ひとつ咳せき払いをして「承知しました」とひとこと答える。その様は、かつて秘書として彼の隣に立っていた頃を思わせるものだった。




　始業時間から間もない時刻。一階の受付では、優子が秘書課との内線を終えたところだった。

「今本さん。私、応接室までお客様を案内しますね」

　隣の今本に告げると、目の前に立つふたりの客人にニコリと笑顔を向ける。

「ご案内します」

　やや緊張した声でドイツ語を口にし、エレベーターホールを手で示した。

　先導する優子の後ろを歩くのは、ふたりの男女。両方とも髪はブロンド。そして肌が白い、美形のドイツ人。敦志よりも背が高く、モデルのように手足がスラリとした男と、小さな顔で、睫まつ毛げの長い大きな瞳をした女が、なにやら会話をしている。

　優子はエレベーターを待っている間に、もう一度チラリとふたりに目をやる。見たところ、男は三十歳前後で、女は二十代で間違いないだろう。

　日常会話程度ならわかるとはいえ、流暢に言葉のラリーを続けられると、さすがにブランクもあるためついていけない。それでもなんとなく耳に入ってきた会話からわかったことは、男の名前が『ヴォルフ』で、女の名前が『ドリス』ということだ。

　目的階に到着したエレベーターのドアを押さえ、最後に降りた優子は、外国人を案内することよりも、最上階である十五階に初めて足を踏み入れることに緊張していた。受付嬢という立場から、社内の部署や部屋は把握していなければならないはずだが、入社してまだ数ヵ月で、完全に覚えてはいなかった。もちろん案内する前に応接室の場所は略図で見てきているが、不安は拭ぬぐいきれず。

　若干歩調が遅くなりながらも、どうにか間違えることなく応接室へ辿り着く。敦志に負けないくらい普段から姿勢のいい優子だが、さらに背筋をピンと伸ばし、ドアを叩たたいた。

「受付の鬼崎です。お客様をお連れいたしました」

　優子の声に、カチャリとドアノブが回り、ドアが開いた。一歩下がるとその隙間から女性社員の姿が見える。

「どうぞ、お待ちしておりました」

　女性は柔らかく口角を上げ、ふたりの客人に向けて美しいお辞儀をする。

　ふたりが応接室へ足を踏み入れるのを見届け、会え釈しゃくをし終えたとき、優子は奥に敦志の姿を見つけてドキッとした。

　いるかもしれないとは思っていたが、本当に姿を見つけてしまうと、心臓の反応は想像以上。速まる鼓動を感じつつ敦志を見つめ、ぱちっと一瞬目が合う。その際、自分に小さく微笑みかけてくれたように感じ、さらに心拍数は増すばかり。

「鬼崎さん、ありがとうございます」

　部屋の奥に意識を向けていた優子に、ドアの前にいる女性が頭を下げた。

　ハッとして目を向け直した女性の全身をよく確認してみると、他の女性社員とは違い、制服姿ではなかった。チャコールグレーのスーツは、女性らしいラインのジャケットと裾に緩いフリルがあしらわれたスカート。その上品なデザインは、どこかのブランドのものだろう。しかし、改めてスーツから女性の顔へ視線を上げると、スーツだけが素敵なのではなく、着ている人自体が綺麗なのだと感じた。

（この人、エントランスで何度か社長と一緒にいるところを見た気がする）

　優子はすぐに、目の前の女性は社長付き第一秘書なのだと確信した。それにもかかわらず、彼女は高慢な態度も見せず、むしろ寄り添うように優しく微笑む。同性を相手に、見とれてしまうくらいだ。

「いっ、いえ。では、私はこれで」

　我に返り、慌てて一礼して踵きびすを返す。エレベーターホールに向かう途中、足を止めて応接室を振り返った。

「華やかな人……」

　秘書の女性を思い返してぽつりと漏らし、おもむろに自分の身体に視線を落とした。

　制服のデザインに不満があるわけではない。しかし、外見で明らかに自分と立場が違うことを意識させられた。それは暗に、自分と敦志はかけ離れた場所にいるのだと、現実を突きつけてくる。

　俯いて乗ったエレベーターが降下するのと同時に、気持ちも暗く落ちていった。




　優子が去った後の応接室では、ドイツ語で堅苦しい挨拶が交わされていた。

　藤堂に紹介される形で、副社長だと挨拶をした敦志に、ヴォルフは「Wie geht es Ihnen?（ご機嫌いかが？）」と手を差し出して握手する。そして、母国語でペラペラと話し続けた。

「あなたは、通訳かと思ったらそうじゃないんですね。副社長とは！　これは驚いた」

　藤堂は少々大げさに驚いてみせたヴォルフの言葉を敦志から聞き、淡々と日本語で返す。

「私はあまり得意ではないのですが、彼はある程度通訳ができるので」

　その内容をまた敦志がヴォルフに伝えると、そこからは英語で切り返される。

「それはすごい。でも、ご無理なさらず。私たちは英語でも構いませんから」

「兄様、きちんと挨拶もせずに失礼よ。はじめまして。彼はヴォルフ・シュナイダー。私はドリス・シュナイダー。お会いできて光栄です」

　ひとりがけのソファに腰を下ろし、長い足を組んでリラックスするヴォルフを兄と呼ぶドリスは、淑女さながらの挨拶をして藤堂と敦志に笑いかけた。

「社長である祖父は、今いろいろと慌ただしい状態でして」

　ドリスの挨拶が一段落したところで、敦志は上座のソファへと促した。ドリスが席に腰を下ろしたのを見届けて、ニコリと微笑む。

「素敵な洋服ですね。あなたにとてもよくお似合いです」

　彼が気品を感じる声でドイツ語を操り、柔らかな雰囲気で黒い瞳を細めると、ドリスは「Ich danke（ありがとう）」と頬をほんのり赤らめた。

　次に敦志はキリッと表情を引きしめ、藤堂にも伝わるように英語で話を戻す。

「先ほどのお話ですが、噂うわさは本当なのですね」

「ええ。祖父は引退して、社長の席には父が……。そういった事情で少々立て込んでおりまして、若輩者の私たちが今回の訪問を任されました。申し訳ありません」

「そんな。ヒメル社の未来を担うおふたりでしょう」

　ドリスと敦志が会話を重ねていると、秘書の芹沢がコーヒーをテーブルに出す。ヴォルフは芹沢に満面の笑みを向け、カップに手を伸ばした。

　藤堂はコーヒーを口に含むヴォルフの向かいに腰を下ろし、笑顔を見せる。

「優れた工業技術者や技能者がいるという、世界に冠たる工業立国の中でも、ヒメル社は大企業だと存じています。そんな御社と契約の機会をいただけて光栄です」

　カチャッとカップをソーサーに戻すヴォルフもまた、爽やかな笑みを浮かべた。

「そちらこそ。日本のシステムは優れていると聞いているが、その中でもここ――〝トウドウ〟が抜きん出ていると伺っています」

　まるで答えを用意していたかのように、藤堂の発言に対して即座に返すヴォルフを、敦志は一歩離れた場所からジッと見つめる。

「これまで何度か、資料等はお送りしていましたが……」

　藤堂が資料の束を改めて手渡すと、ヴォルフはパラパラと流れるようにページを捲る。最後の一枚まで手を止めずに見終えた資料をテーブルに置き、「Certainly（承知しました）」と明るい声を上げた。そして、「ところで、これから観光するのにお勧めの場所は？」と笑顔で尋ねる。

「お勧めは芹沢が提案させていただきます。それと、本日のディナーはぜひご一緒に」

　ヴォルフは敦志の答えを聞いて、芹沢を見上げると白い歯を覗のぞかせる。それから再び敦志に目を戻し、革張りのソファの背もたれに寄りかかって、意味深な視線を部屋の出口に向けた。

「さっきの彼女は？　ディナーには同席しないのかな？」

「え？」

　突然ドイツ語で口早に尋ねられた敦志は、目を大きくさせる。それはヴォルフの言葉がわからなかったからではなく、その内容に驚いたからだ。

　藤堂や芹沢は聞き取れなかったせいもあり、話についていけてはいない。ひとりだけ吃きっ驚きょうした顔をしていた敦志だが、すぐに冷静になり、ひと呼吸置いて答える。

「先ほどの者は、受付担当でして」

「でも、ここの社員には変わりないんだろ？　ぜひ同席させてよ」

　間髪容れず、有無を言わせないような笑顔で述べるヴォルフに、敦志は思わず閉口する。

（ドイツ語なのは、わざとだな……。オレにしかわからないように）

　警戒しながらヴォルフと対たい峙じしていると、隣のドリスが呆れたように短く息を吐く。

「また始まった。ヴォルフの悪い癖が」

　ドリスの言葉もまたドイツ語。彼女のひとりごとは、なんとなく藤堂にも聞き取れたが、まだ意味合いを理解するまでには至らない。

「別に、彼女をくれって言っているわけじゃないだろ？」

　ヴォルフが楽し気な顔をしてドリスに言い返し、その流れで再度敦志を見上げる。フイッとそっぽを向くドリスに、ヴォルフは大げさに両肩を上げてみせた。

　敦志はヴォルフに気づかれないくらい僅かに渋い顔をすると、少し考えて、藤堂へアイコンタクトを謀はかる。小声で優子の同席を相談すると、藤堂はひとこと「任せる」と答えた。

　敦志は少し悩みながらも小さく頷き、部屋の受話器を上げた。




「おかえり、優子ちゃん」

　受付に戻った優子は、今本に笑顔で迎え入れられていた。

「ものすごく絵になるふたりだったよね。背が高くて、スラ～ッとしてて！　なにか話したの？」

「いえ、特には……」

　無邪気な今本に微笑で返すが、内心、明るくはいられなかった。

「そうなの？　せっかく言葉が通じるのにもったいない！　でもお客様だしね。そうそう自分から話しかけたりなんかできないよね」

　今本がやや興奮気味に話をしていると、内線のコールが鳴り響く。優子はまだ席に着いていなかったが、率先して受話器を取った。

「はい。インフォメーションです」

『早乙女ですが』

　不意打ちの声と名前に、直立不動になる。その驚きようは、受話器を持つ手の感覚がなくなり、今にも落としてしまうのではないかというほど。

『鬼崎さんですか？』

　優子が応答する前に、敦志に言葉を重ねられる。ドクドクと騒ぐ心臓を必死に抑え、震える声をようやく絞り出す。

「は……はい。そうですが」

（なんだろう。なんで秘書の人ではなくて、副社長が直接内線を……）

　汗をかいているのは手だけではなく、もはや全身から噴き出てしまいそうなくらいの緊張感。

　敦志が直々に電話をしてきた理由がわかるわけもなく、ただ、今しがたの案内で不備でもあったのだろうとしか考えられなかった。

　ごくりと唾を飲み込み、言葉を待つ。すると思いも寄らない質問が投げかけられた。

『鬼崎さん、本日のご予定は？』

「はっ……？」

　大抵どんな来客にも動じないが、今回はさすがに驚きの声を上げる。いったいどういうことかと思考を巡らせるが、皆目見当もつかない。

　優子が狼狽うろたえているのを察した敦志は、心地のいい声で補足する。

『突然、申し訳ありません。私わたくしたちを助けると思って、本日付き合っていただけませんか？』

「え……助けるって……」

『先ほど鬼崎さんが案内してくれたヒメル社のヴォルフ・シュナイダー氏が、本日の会食に、あなたにも同席してもらいたいとおっしゃっていまして』

「ええっ!?」

　受付カウンター内ということも忘れて大きな声を出し、目を丸くした今本の視線にも気がつかない。頭の中は真っ白で、何度か「はい」と相あい槌づちを返すだけ。

　すでに内線は切れ、受話器からはツーという無機質な音が聞こえているのに、優子は一向に動かない。今本は固まっている優子の横顔に、怪け訝げんそうに尋ねる。

「優子ちゃん？　誰？　どうしたの？」

　先輩から話しかけられているのに、まだ反応できずにいるのは、まったく頭の整理がつかないから。

　十数秒経った頃にようやく受話器を戻し、ぽつりと返した。

「いえ……。今日の接待に、私も……って」

「え？　接待？　優子ちゃん、今の内線って誰？」

　眉間に深い皺を刻んで見上げてくる今本を、ゆっくり振り返る。

「……副社長です」

「えーっ！」

　今本は受付という目立つ場所にもかかわらず、つい声を上げてしまう。慌てた優子が人差し指を立て、「シーッ！」と言うと、今本は肩を竦すくめてフロアを見回した。

「副社長が、接待の同席を優子ちゃんに求めるって、いったいどういうこと!?　あ！さっきのドイツ人が関係してるとか？　だから、ドイツ語のわかる優子ちゃんを同席させたいってことじゃない？　すごいよ！」

「え！　そうだとしても、私はビジネスの話を通訳できるほどではないので、困ります！」

「『困ります』って言っても、もう行くことになっちゃってるんでしょ？」

　小声で会話しているが、今本の興奮は冷めやらないようで、徐々に声が大きくなる。まるで自分に起きたことのように目を見開き、「すごい」を連呼して、鼻息を荒くしていた。

（今の内線では、ヴォルフさんの希望としか聞いていない。もしも本当に、今本さんの言うような理由で声をかけられたのなら……）

　大きな不安とプレッシャーで、微塵も喜ぶことなんかできない。明らかに困惑して落ち着かない様子に、今本が含み笑いで言う。

「なんだか、ちょっとうれしい」

「えっ？　なにがですか？」

「ほら、優子ちゃんって入社してからほとんど、冷静な顔しか見せたことなかったから。だけどこの間の動揺ぶりも可愛かったし、今もすごく狼狽えていて、親近感が湧くっていうかね」

　今本から見て新人で後輩の優子は、これまで優秀な人間だった。教えたことは大抵一度で覚え、予想外のことに直面しても慌てる様子も見せない。常に冷静で、なんでもそつなくこなす優子に、どこか距離を感じていたのも事実だった。

「そんな……いつも必死なだけですよ。顔に出さないように気をつけているだけで。だから今なんて、もう本当に心臓が口から出ちゃいそうです」

　しかし優子は今言ったように、これまでも心の内では普通に焦ったり落ち込んだりしていた。ただ、それらを表に出さないように気を張っていただけ。

「そうなの？　でも、だとしたら、いつものようにして接待の席にいれば大丈夫だと思うよ。普段の堂々としてみせている優子ちゃんでいれば」

「そ、そうですかね……？」

「うんうん。受付業務の延長だと思って、頑張って！」

　さすがに今回の件は、優子も平静を装う余裕がない。上層部との接待を共にする役に……と白羽の矢が立ち、しかも敦志直々に話をもらったのだから当然だろう。

　そんな優子にとって今は、今本のエールが唯一、励まされるものだった。




　――『後ほど迎えに参りますので、裏口で待っていてください』

　もうすぐ終業という頃に、敦志から改めて連絡が来てそう言われた。

　優子は通常通りに仕事を終えると、私服に着替え、約束の裏口に向かった。そこはつい先日、敦志を待ち伏せしていたところだ。

　前回は隠れるようにしていたわけだが、今回は違う。言ってみれば〝待ち合わせ〟。もちろんプライベートなものではなく、ビジネスでのことだが、優子にとってはどちらも同じ。

　敦志の姿がまだ見えないと辺りを窺っては、せわしなく身体を動かしてしまう。

（落ち着け。きっと副社長直々に迎えになんか来ないはず。きっと誰か代理の人が来てくれる）

　ぴたりと足を止め、目をゆっくり閉じて心を落ち着かせる。

（それより、接待だなんて。こんなことになるってわかっていたら、もっといい服を着てきたのに）

　目を開けた先の窓ガラスに映る自分を見て、ひとつ長い息を吐いた。

　白のパンツスタイルに、ピンクベージュ色をしたタックシフォンのバルーンブラウス。みすぼらしい格好には見えないようにと日々心がけてはいるが、すべて安価で揃そろえているものということも事実。普段は通勤くらいでしか私服を着ないのでそこまで気にしていなかったが、今の状況ともなれば不安にもなってしまう。

（それに、あの秘書の女性もいるはずだよね？　素敵なスーツだったし……。もしかしてスカートの方がよかった？　でも、スカートは動きづらくて普段からあまりはかないし）

　ガラスに近づき、パンツスタイルの足元を見つめる。

（スカートは今までも制服くらいで……そんなのだから、いつも『じゃじゃ馬だ』ってお父さんに言われていたっけ）

　目前に見える自分の姿に、昔の記憶をほんの少し思い出していると、背後に気配を感じてハッとした。

　焦点を合わせたガラス上に映っていたのが敦志で、一驚を喫する。

「副社長……！」

「お待たせして申し訳ありません」

「いっ、いえ！　大丈夫です！」

　さすがに内線はくれても、わざわざ迎えに来てくれることはないだろう、と思っていた。それが、まさか副社長である敦志が出向いてきてくれたことに驚倒し、一気に心が乱される。

「では、参りましょうか。……どうかしましたか？　やはり、本日はなにか他にご予定があったとか……」

　敦志が心配そうに眉根を寄せ、優子の顔を覗き込む。慌てて距離を取った優子は、両手を何度も横に振り、目を伏せる。

「あっ。いえ、予定はないです！　ただ……」

「ただ？」

「なんでこんなことになっているのか、さっぱり頭がついていかなくて」

　正直、敦志に近づけることはうれしい。けれども、やはり不安がそれを上回る。

（彼の役に立てるなら……。そう思えば思うほど、責任が重くのしかかる）

　初めは困った顔をしながら笑っていたが、頭だけでなく心もついていかなくなって、目を泳がせる。不安そうな優子を目まの当たりにした敦志は、反省して視線を落とした。

「そうですね。大変失礼いたしました。私の責任です」

「えっ。いや、そんなふうには……」

「移動中にお話しさせていただいても、よろしいですか？」

　そう言う敦志に、いつものような穏やかな笑顔はない。バツが悪そうな沈んだ様子で、優子に気を遣ってほんの少しだけ口角を上げているような微妙な面持ちだ。

　当然、そんな敦志を見るのは初めてのこと。内心で戸惑いながら、コクリと小さく頷いた。




　タクシーで連れてこられたのは、創業八十年余りの懐石料理店。都内とは思えない静かな佇まいの中にある屋敷の敷居を跨またぎ、塵ちりひとつ落ちていない廊下を歩いていく。

　完全個室の座敷に通されると、そこにはヴォルフとドリス、そして藤堂と芹沢が向かい合って座っていた。

（こんな間近で社長を見るなんて初めて……！　余計に緊張しちゃう）

　ガチガチに固まった優子をフォローするように、最後に部屋に入ってきた敦志が口火を切る。

「I'm sorry to have kept you waiting（お待たせして申し訳ありません）」

　生まれて初めての接待の席に、目のやり場に困る。だが、敦志が率先して会話をし始めたおかげで幾分か緊張が和らいだ。

　彼が立ったまま優子を紹介しようとした矢先、ヴォルフに先を越される。

「やぁ！　今日はありがとう。僕はヴォルフ・シュナイダーです。あなたは？」

　ヴォルフは滑らかなドイツ語で挨拶をすると、白い歯を覗かせ、優子を見上げた。

　受付業務とは違う厳かな雰囲気に呑のまれる中で、ヴォルフの透き通るようなブルーの瞳に射られ、身動きができない。今朝の方がまだ自然に応対できていたくらいだ。

（彼が言っていることはわかる。とにかく返事をしなくちゃ）

　ヴォルフが気遣ってゆっくりと話してくれたドイツ語は、緊張している優子にもどうにか聞き取れていた。

「鬼崎優子です。ええと……お招きくださり、ありがとうございます」

「ドイツ語がお上手ですね」

　優子がぎこちなく頭を下げると、ヴォルフは目を細めてニッコリと返した。その好意的な笑みを受け、さっき敦志と車中で話していたことを思い返す。

『今朝、鬼崎さんが案内してくださったのは、日本でも有名なヒメル社の方です。ヒメルの社員であり、そこの社長の孫にもあたるおふたりなのですが、ドイツ語のわかる鬼崎さんもぜひ、と強く申し出られまして』

　大切な客人なのだということは勤務中に察していたが、具体的に彼らの情報を得ると圧倒されてしまって、思うように対応できない。

（どうしよう！　有名メーカー社長のお孫さんに声をかけてもらったのに、うまく応えられない！　雰囲気が悪くなっちゃう……）

　現段階でヴォルフの表情は硬くなってはいないが、優子は極度のプレッシャーからマイナス思考に囚われていた。

「本日は、私たちのために時間を割いていただき、ありがとうございます」

　緊張をほぐすような心地のいい声で発されたドイツ語が、俯きかけた優子の耳に入ってくる。

　パッと左を見上げると、敦志の優しい横顔が目に飛び込んできて、肩の力が抜けた。

　――それは先刻、移動中にしていた話の続きだ。

　敦志に事の経緯を説明され、言いづらそうに視線を落とした。

『あの……でも私、そこまで完璧にヒアリングできるかどうか』

『大丈夫。ドイツ語は私もある程度わかるつもりですから。今夜は私がちゃんとフォローします』

　重ねて言われた敦志の言葉で、優子は自分になにか特別な役割を与えられているわけではないと知り、多少ホッとして胸を撫で下ろす。

　そのとき、眉を八の字に下げて安堵したのを見た敦志が頬を緩ませた。

『ですので、なにも心配せずに私の隣にいてください』

　言葉の意味は、仕事上のことだとはわかっていた。それでも優子にとっては印象的で、耳にずっと残るもの。

　そして宣言した言葉に違わず、敦志は行動でそれを証明するように、現在、優子の隣に立っていた。

　彼が隣にいるだけで、どんないばらの道でも耐えられそうだと思った優子は、自分がものすごく調子のいい人間に思えてしまった。




　向付がテーブルに並ぶ頃には、優子も多少、場の空気に慣れてきた。

　上座に座るヴォルフとその隣のドリスは兄きょう妹だいということを知って驚いた優子に、ヴォルフは変わらずドイツ語で問いかける。

「ユウコはキョウダイはいるの？」

「いえ。私ひとりです」

「へぇ！　じゃあ、〝ハコイリムスメ〟ってやつかな？」

「い、いえ！　違います！」

　優子は、とんでもないとばかりに首を横に振る。

　確かにひとり娘だが、自分で選んだ大学に行って、留学もして、現在はひとり暮らしまでしている。それは箱入り娘には当てはまらないだろうと即否定しながら、ふと父親を思い出して動きを止めた。

（だいたい、お父さんが大事なのは、昔から私じゃないし）

　ビールが入っているグラスを見つめ、物思いに耽ふける。

　その様子に気づいたのは、この場で優子を一番気にかけている敦志だったが、声をかけるまでには至らなかった。

　そこへ芹沢がヴォルフにお酌をする。ヴォルフはその酒を優子にも勧めた。

　優子はやんわり断ろうとしたものの、接待という席で先方から勧められた酒を遠慮するのはどうなのかと考えた。

（なにもできないんだから、せめて笑顔で受け入れることくらいはしなきゃならないのかもしれない）

　実は、優子は好んで酒を飲まない。しかし今日は、乾杯のときにビールを受け取っていた。それすらもまだ飲み干すことができずにいるのに、日本酒など無茶な話。

　それでも真ま面じ目めな性格の優子は決心して、差し出された酒を受け入れた。

（確か誰かが、こういうものは一気に喉に流すといいと言ってたような……）

　誰が言っていたのかも覚えていないような助言を鵜う呑のみにし、クイッと一気に酒を呷あおった。喉に流れていく酒は熱を持っているようで、風味がどうということより先に、その熱さに一瞬顔をしかめる。

　だが、優子が酒に強いと勘違いをしたヴォルフは、もう一杯勧めてきた。いつもであれば丁重に断る場面だが、初めての日本酒と接待の席に冷静さを欠いていて、流されるようにもう一杯を受け取ってしまった。

　それも勢いで飲み、三杯目も同様に喉に流し込んだときだった。座敷に店の従業員の女性が現れた。

　彼女は、八寸である山海の肴さかなの盛り合わせを、緊張した雰囲気で手を震わせながらテーブル中央に置く。直後、ガチャン！という目を瞑つむりたくなる音と同時に、女性の小さな悲鳴が座敷に響いた。

「もっ、申し訳ございませんっ！」

　顔を真っ青に染め、唇を震わせて謝罪する女性に、優子以外の全員が注目する。

　彼らが目にした光景は、衣服が見る影もないほど汚れてしまった優子の姿だった。まだ新人という括くくりに入る女性従業員が、皿を置いた後に気を抜いて、うっかり優子のグラスに手を引っかけてしまったのだ。

　中に残っていたビールだけでなく、グラスが倒れた拍子に醤しょう油ゆや料理などもひっくり返り、すべてを優子が被ってしまった。

「お、鬼崎さん、大丈夫ですか……？」

　隣の敦志が目を剥いて声をかける。しかし、酔いも回っていた優子は呆然とするだけだった。

　そこに芹沢がスッとハンカチを差し出す。

「まずはこれを使ってください。すみませんが、おしぼりをいくつか持ってきてくださいますか？」

　頭を何度も下げ、謝罪を繰り返す女性に芹沢がそう言うと、彼女は「はい」と答え、慌てて座敷を出ていった。

「せっかくの楽しい雰囲気がぶち壊しだ。ユウコの服も台無しになって。あの従業員は、なぜここで働いているんだ？」

　しんとしたところにヴォルフが冷たく言い放ち、深い溜め息をつく。ドイツ語がわからない藤堂や芹沢も、なんとなく重苦しくなった雰囲気に言葉を呑んだ。

　そこで口火を切ったのが、意外なことに優子だった。

「……いえ、私の服なんて、どーでもいいんです。所詮、安物ですから」

　俯いたまま、自然とドイツ語で呟く優子の雰囲気は、誰から見てもいつもと違っていた。しかし、おもむろに上げた顔は冷静で、そこまで大きな変化は見られない。

「懸命に働いている人を侮辱するような言葉は、いかがなものかと思います」

　全員が目を丸くする中、先ほどまでと違い、はっきりとものを言う。その姿は、この接待中で一番堂々としていた。

「確かに、お客様に対して迷惑をかけてしまうのはよくありませんが、あの人に悪気はなかったですよ」

　優子は酒のせいで本心を次々と吐露していく。しかも言語を混同してしまっていて、後半は日本語だ。

　優子の言葉は完全にヴォルフを否定するもので、さっき発したドイツ語もおそらく同じような内容だったのだろう、と察して藤堂が青褪めた。それでも優子は社長である藤堂の顔色を窺うことなど考えもせず、背筋を伸ばし、ヴォルフをまっすぐ見つめていた。

　敦志もこの状況をどうするのがベターかと思案していると、優子の隣に移動していた芹沢が冷静に英語で賛同する。

「私も同意いたします。それに、誰にでも失敗はつきものですから」

　控えめに意見しているが、内容は場の雰囲気に流されることのない、しっかりとしたもの。

　優子は英語が聞き取れなかったものの、なんとなく味方をしてくれたのだろう、と芹沢と視線を合わせ、小さく微笑んだ。そして再びヴォルフに向き合い、受付に立つときと同様の笑顔を作る。

「そんなに美しく綺麗な目をされているシュナイダー様なら、寛容に受け入れてくださりますよね？」

　柔らかく目を細めて流暢なドイツ語で同意を乞う優子を、ヴォルフはその青い瞳を大きくして眺める。

　小柄な優子が強く、逞たくましく見えて驚きょう愕がくした。自分との体格差は一目瞭然なのに、その威圧感で押しやられてしまいそうな錯覚に陥るほど。

　大抵の日本人女性はシャイで、相手の目を見ることもせず俯き、口を噤つぐんでしまうものだと思っていた。

　それがどうだろう。優子の身体は確かに小さいのに、男のヴォルフよりも大きく見えるほど堂々とし、さらに漆黒の瞳はぶれることなくヴォルフを射る。

　彼は降参したとばかりに軽く俯き、小さく首を横に振った。

「どうやら、トウドウの下で働く女性はしっかりとした意思をお持ちのようだ」

　ヴォルフが再度、青い瞳を露あらわにしたときには、楽し気に口元を緩ませていた。その瞬間、優子を見るヴォルフの目が変わったことに敦志とドリスが気づく。

　そこへ先刻、慌ただしく出ていった従業員の女性が戻ってきた。

「お待たせして申し訳ありません。お客様、お怪我はありませんでしたか？　先にお伺いしなければならないことを、動揺してしまい……申し訳ございません」

　深々と頭を下げる女性に、優子は優しい声を落とす。

「いいえ。大丈夫です。どうか気になさらないでくださいね」




　それから小一時間経ち、接待もどうにか円満に終わる。

　優子は日本酒を口にしてから酔いが醒さめることはなく、意識はあるものの、ふわふわと夢心地でいた。

　そんな最さ中なか、挨拶を終えた敦志が優子を率先して引き受け、タクシーに乗り込んだ。

　ヴォルフに食ってかかって以降、彼女はいつもよりも陽気で饒じょう舌ぜつになっていた。それを見て敦志は、明らかに酒に酔っていることにようやく気づいたのだった。

　タクシーが走り出すと、優子は先ほどまでと打って変わって寡黙になる。敦志は心配そうに口を開いた。

「お酒が苦手だったんですね」

「す……すみませ……」

　優子は目を閉じ、やや苦し気な表情で、消え入りそうな声を絞り出した。

「謝る必要はないです。むしろ、私の方が謝らなくては。大丈夫ですか？　初めは顔にも出ないし、受け答えもしっかりしていたから、てっきり……」

　帰り際に水を購入していた敦志は、それを差し出して謝罪する。優子は青白い顔でどうにか水を受け取り、精いっぱい強がって笑みを浮かべる。

「あは、は……。日頃から、鍛錬してるからですかね……。顔に出ないのは」

「もう気を遣う必要はありません。私に寄りかかっていいですから、着くまで寝ていてください」

　敦志は対向車のヘッドライトをメガネに反射させ、右手をそっと優子の頭に回す。軽く引き寄せられた優子は、そのまま彼の右肩にこめかみを乗せた。

（……やっぱり、いい匂い）

　香水に混じって、ほのかに香る優しい匂い。きっとこれは敦志自身の香りなのだろうと感じながら、重い瞼を閉じる。

　素しら面ふであれば、敦志の言葉に甘えることなどできやしなかっただろうが、今は酒の力で素直に寄りかかれていた。

「……不思議な子だな」

　隣からスーッと寝息が聞こえてくると、敦志はそっとシートに寄りかかって、「ふ」と笑いを零す。目下に見るあどけない寝顔に、知らぬ間に頬が緩んでいた。

（控えめな性格なのかと思っていたら……意外な一面を見たな）

　優子の寝顔を見つめながら、ヴォルフへの反論を思い出す。

　自分を含め、あの場にいた全員が不意打ちを食らったような顔をしていた。そこまで回想すると、脳裏にその後のヴォルフが蘇よみがえる。

（別に、悪い男だと決まったわけじゃないが……安全だとも言いきれない）

〝責任〟という言葉を頭に浮かべ、引きしめた表情でもう一度優子に視線を落とす。

（大事な社員が、なにか面倒事に巻き込まれるのだけは阻止しなければ）

　敦志はヴォルフと優子を引き合わせたことを反省し、後悔もしていた。その理由が、単に部下を気にかけて……というものだけではないことに、敦志自身はまだ気がついていなかった。




　約二時間後、ようやくタクシーが優子のアパート前に到着する。

「鬼崎さん、着きましたよ」

　優しく声をかけるも、優子の返事はない。今度は軽く肩を揺らして名前を呼ぶ。

「鬼崎さん、大丈夫ですか？　もう着いていますよ」

　そこでやっと優子は声を漏らし、うっすら目を開ける。ボーッとしたままの様子を見て、まだまともじゃないと悟った敦志は手を取った。

　タクシーを待たせたまま優子を支え、アパートへ向かう。

　優子は八世帯あるアパートの一階にある一室に住んでいる。しかし表札もなく、敦志はなにも知らないため、彼女に尋ねざるを得ない。

「鬼崎さん、家はこちらで合っていますか？」

　右隣の優子に聞くものの、答えが返ってこない。目は閉じているが、なんとか敦志の支えで歩けてはいるので眠ってはいなかった。けれど酔った頭でいるせいか、彼の言葉が耳に入っていない様子だ。

　仕方なくそのままアパートの敷地内に足を踏み入れ、改めて声をかける。

「鬼崎さ――」

「その名前で呼ばないで……！」

　さっきまで、うんともすんとも言わなかったはずの優子が、今度は食い気味に言葉を発した。

　敦志が吃驚して目を丸くすると、優子はその手から離れ、千鳥足で自宅の玄関先へ向かっていく。敦志は数秒遅れて我に返り、慌てて後を追った。

　優子は一階の奥から二番目のドアの前で足を止め、ゴソゴソと乱雑にバッグの中を探る。酔っていても日常の動作は身体が覚えているようだ。

　敦志が見守る中、鍵を手にふらりと一歩踏み出し、鍵穴に挿そうと試みる。けれど、やはり視点が定まらないのか、スムーズに入れることができない。

「……大丈夫ですか？」

　後方から見ていた敦志が、ガチャガチャと苦戦する優子に尋ねる。

「私は、ひとりでなんでもできるし……！」

　すると優子は手を止め、苦し気に漏らした。まるで感情を抑えきれなくなったように。大きく叫んだわけではないが、心の奥底から絞り出したような声が敦志を戸惑わせる。

　月の綺麗な、静寂な夜。

　その月からも静けさからも逃れようとしているような優子の背中が、なんだか助けを求めている気がして、敦志の目に焼きついた。

　未だにうまく鍵を挿すことができない右手に、彼はそっと手を重ねる。

「代わります」

　そう言ってあれだけ優子が苦労していた解錠を難なくこなし、「開きましたよ」と、後ろを振り返った。すると、急に敦志の左腕めがけて優子が倒れ込んでくる。

「えっ。お、鬼ざ……」

　身体を支え、咄嗟に名前を口にしかけたものの、最後まで口にすることを躊躇う。

　その理由は、つい先ほどの優子の言葉。名前を呼ぶことができない敦志は、彼女を両手で支え直し、なにも言わずに顔を覗き込んだ。

（どうやら眠っているだけみたいだ）

　急性アルコール中毒の類ではないと、ホッと胸を撫で下ろす。それから自分の肩に優子の腕を回して、玄関へ運び入れた。

「……すみません。おじゃまします」

　律儀にひとこと断るものの、家主である優子はもう完全に意識がなくて、敦志の声など届いていない。

　ワンルームのおかげで、すぐにベッドが目に入る。敦志はそこへ彼女を寝かせると、布団をそっとかけて踵を返した。

　玄関に向かって一歩踏み出したときに、背後から小さな声が聞こえた気がして思わず振り返る。

　優子がなにを言ったのかは聞き取れなかったが、彼女の顔を確認すると、目尻から、ひと筋の涙が伝っていくのを目の当たりにした。
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　翌日。優子は、ひどい頭痛と闘っていた。

「優子ちゃん、昨日はどうだったの？　どんなお店に行ったの？　副社長となにか話せたの？」

　顔を見るなり、矢継ぎ早に質問攻めをする今本に、ニッコリと笑顔で返す。その表情からは二日酔いを微塵も感じさせない。

「昨日は、懐石料理のお店でした。副社長とは……」

　優子が話し始めた途端、今本が驚く顔をするから首を傾げる。

　どうやら視線は別のところに向いていると気づき、ゆっくり後方を振り返ると、そこには敦志の姿があった。

「おはようございます。昨日はありがとうございました」

　突然のことに動揺し、目を見開いたまま言葉が出てこない。

　それはそうだ。今まで敦志が一階フロアに現れることはあっても、受付に話しかけに来ることはおろか、近づいてくることすらなかったのだから。

「ええと、その……お変わりはありませんか？」

「え？　あ、はい……」

　敦志の様子が若干いつもと違う気がして、不思議そうな声で返す。

　優子の知る限り、敦志という人間は藤堂のように目立つことはなく、一歩引いた場所で凛々しく立ち、スマートに補佐をするイメージだ。それは立ち居振る舞いだけではなく、話し方も含まれる。物腰柔らかに、かつ的確にものを言うはず。

　それがどうだろうか。今の問いかけ方は、どこか迷いがあるような、窺うような話し方だった。

　さらに、もうひとつ。

　直接話したことのない今本は気がつかないことだが、何度か一対一で話をしたことのある優子だから抱く違和感。

　敦志はいつでもまっすぐ目を向けてきていたはずなのに、今はところどころでしか目が合わない。

（なにかの約束が差し迫っていて、時間がなくて落ち着かないとか？　いや、でも、副社長はそういう人じゃないと思う。だいたい、秘書をしていたのなら、時間に余裕を作って行動されるだろうし）

　優子は頭の痛みも忘れ、無意識に敦志をジッと見つめる。けれど違和感の理由が明らかになる前に、彼は「それならよかった。では、また」と、呆あっ気けなく去っていってしまった。

　皺ひとつないスーツの背中を見つめ、知らず知らず淋さみし気な顔をしてしまう。

　昨日は仕事上のこととはいえ、敦志と近づけて棚から牡ぼ丹た餅もちだった。でも今のあっさりした態度で目が覚めた。うっかり勘違いをしてしまうところだった、と。

（心のどこかで、これ以上に距離が近づくような気がしていたんだ）

　副社長と一社員――。あくまで仕事の延長だったのに、と心の中で自嘲し、敦志の姿が遠ざかっていくにつれて胸が軋きしむ。

　昨夜、部屋まで送り届けてもらっていたとは知らずに……。

　受付に背を向け、幾多の社員が出入りするフロアを歩いていく敦志もまた、優子のことを考えていた。

（いつも通りの彼女だった。おそらく、接待の終盤から帰宅した辺りは覚えていないんだ）

　もしも自分に対しての言動を覚えていたなら、もっと取り乱した反応をしていたはず。今しがたの優子を見れば、記憶が抜け落ちていることは明瞭だった。

　エレベーターにひとりで乗り込み、頭の中で昨日のことを思い出す。

『その名前で呼ばないで……！』

『ひとりでなんでもできるし……！』

　普段温厚な人間が、突然、牙を剥くようにきつく言い放ったかと思えば、切羽詰まったように声を震わせた。

（あれは酒癖が悪いとか、そういうものではないだろう）

　俯いた視線の先に新たに浮かべたのは、優子の涙。

　見てはいけないものを見てしまったのかもしれない。そう考えつつ、それが気になって頭から離れない。

　ポン、とエレベーターが目的階に到着したのを告げる音で、ハッと我に返る。

　敦志は顔を上に向けると、クイッとメガネを押し上げて、エレベーターを降りた。




　敦志が去って数時間が経過した正午前。優子の体調は、朝よりも悪化していた。頭痛はひどくなり、悪寒が走るような感覚までし始める。昨夜の自分の行動を振り返り、知らぬ間に服を脱いで寝ていたのが原因だと叱しっ咤たした。

（夏とはいえ、下着姿で布団も蹴飛ばして……そりゃあ風邪もひくよ。ああ、そういえばあの服、染み抜きもしないで寝ちゃったな）

　鈍器で殴られるような頭の痛みに耐えながら考えるのは、そんなこと。高価な服ではないが、優子にとっては貴重な一着ではある。寝坊をしてしまって、言葉通り、床に服を投げ捨てたまま出てきてしまった。

　部屋の惨状を思い返し、軽く溜め息をつくと、ムカムカとした胸やけが襲ってきて咄嗟に手を口に添えた。

「……あの、すみません。今本さんが休憩に入っちゃう前に、ちょっと化粧室に行ってきてもいいですか？」

　優子が具合の悪さを押し隠して浮かべる笑みに、今本はまだ不調を見抜けずにいた。

「うん。いいよ」と快く承諾され、受付を出る直前まで平静を装いながら向かう。

　化粧室に辿り着くと、誰もいない鏡の前で「ふー」と息を吐いて項うな垂だれた。

　嘔おう吐とするほどではない。だけど具合が悪いことには変わらず、気休めに手で水を掬すくって口をすすいだ。

（まずい。なんか、熱くなってきた）

　鏡越しに険しい表情の自分と目が合うと、呼吸をゆっくり整え、瞳を閉じて全身の力を抜いた。

　もう少しここで休んでいたいくらいだが、腕時計を確認するとすでに正午を指している。早く戻らなければ今本が休憩に入れないと、重い身体で化粧室を後にした。

　薄暗い廊下を数メートル抜ければ、大きな窓から眩まぶしい陽が射し込むフロアへ出る。

　目を細め、その輝いたフロアに一歩足を踏み入れたときに声をかけられた。

「来た来た。やっぱりこの子だ。インフォの新人」

　それは明らかに優子を指している言葉。足元からゆっくり視線を上げると、見知らぬ女性社員が三人立っている。

　腕を組んでいる彼女らの手には、財布と携帯。優子は朦もう朧ろうとする頭でそれを見て、休憩中なのだとわかった。

「あの……？」

「最近、副社長に近づいてるらしいじゃない？」

　突如、不ぶ躾しつけな態度で言われた言葉に目を剥いた。

　自分を囲む三人のうち、正面に立って今の言葉を放った女性社員を見て、途切れ途切れ答える。

「近づいて……って、そんな」

「見た子がいるの。定時後に社員用裏口で待ち伏せしてるところとか、お昼過ぎに裏手の方で副社長を呼び出してたところを」

「そ、それは違っ――」

「今朝も、副社長に熱視線を送ってたみたいだし」

　その女は優子の言い分を聞こうともせず、忌いま々いましいものでも見るような目を向ける。

　すべて同一人物が発言しているところを見ると、目の前の彼女こそが敦志に対して執心しているらしい、と優子は推測した。

（やっぱり、人気があるのは社長だけじゃないよね）

　優子は客観的に自分の置かれている状況を判断し、冷静に納得する。

　黙っている優子に対し、怒りが抑えきれないのか、女はなにか貶おとしめる材料はないかと目を光らせる。すると、その視線が優子の左胸に留まった。

「【ONIZAKI】……鬼崎？　へ～、インパクトある名前。でも、似合ってるのかな？おとなしい見た目のわりに、中身は図太いみたいだし」

（黙っていれば、言いたい放題言って……！）

　ここまでくると、まるで小学生レベルのいじめだ。

　普段の優子ならば、この程度の絡みなど涼しい顔でうまくかわしているが、今ばかりは平気な顔ではいられなかった。

　それは体調不良であることと、もうひとつ――。

「Entschuldigung!（すみません！）」

　苛いら立だちの感情を顔に出しかけてしまったそのとき、割り込んできた声に全員が振り向いた。

　顔を上げた優子の視界に飛び込んできたのは、ヴォルフの姿。

　昨日とは違い、ラフな格好をしている彼の登場に優子は目を大きくさせたが、他の三人はその比ではないほど驚倒する。

「えっ……ちょっ、何語？　わ、わかんないし！」

「Ich habe mich verlaufen!（道に迷ってしまって！）」

　女性社員のうちのひとりが、真っ先に後あと退ずさって首を何度も横に振る。すると逆側に立つ女も同様に、必死な形相で小さく首を左右に振った。

「え？　いや、む、無理無理！」

　三人はそれぞれ互いに助けを求めるように強こわ張ばった目で訴え合い、ヴォルフはそれに構わず、先ほどまで優子を責め立てていた中心人物に話しかける。

「Wo ist die Toilette?（トイレはどこですか？）」

「か、彼女に聞いてください！　受付の子ですからっ」

　ニッコリ笑うヴォルフに見下ろされた女は顔を赤くし、慌てて優子を指すと、連れのふたりを置いていく。残るふたりも後を追うように小走りで去っていった。

　バタバタといなくなった三人を唖あ然ぜんとして見送り、ヴォルフを見上げて目を白黒させる。

「シュナイダーさん……」

「ヴォルフでいいよ」

　逆光を背に受けて立つヴォルフは、陽射しと同じくらい眩しい笑顔を向けた。

　突然の女性社員の襲来に困惑していたが、ヴォルフの笑みで力が抜けた。

　けれど彼は大切な取引先の人間で、自分はただの受付嬢という立場の違いを思い出し、たどたどしくドイツ語を発する。

「いかがなさったんですか？」

　受付に立っているときと同様の微笑みと落ち着いた声色で尋ねると、ヴォルフは頭を軽く掻かいて「今の、よくない雰囲気に思えて」と答えた。

　あのタイミングで声をかけてきたのは単なる偶然だったのだろうと思っていたが、そうではなかったのだとわかり、業務を忘れて目を見開く。彼は、驚き黙る優子の頭にポンと手を置き、優しく眉尻を下げた。

「言葉がわからなくても、見た感じでわかることもあるよ」

　そう説明するドイツ語も、明らかにゆっくりと話してくれている。優子はヴォルフの優しさを再確認し、思わず本音が漏れた。

「危うく暴れ回ってしまうところでした」

　すると、彼はきょとんとした顔で「ユウコが？」と聞き返す。

「私、気も強いし暴れ馬なんです」

　小さく笑って返すと、ヴォルフはさらにおかしそうに声を上げて言った。

「それはまた、随分と可愛い暴れ馬だな」

　上半身を屈かがめて覗き込んだ際に、サラッと落ちてきたブロンドの前髪からブルーの瞳が覗く。

　体調不良に、先輩からの因縁。そしてヴォルフの再来と続いて、いつものような平常心を保てず、不覚にも頬を赤らめた。




　一方、どこかで優子のことは気にしつつも、いつも通り業務をこなしていた敦志は、昼になったので外に出ようと席を立っていた。

　一階でエレベーターを降り、無心で廊下を歩く。普段からあまりエントランスの方は通らず、今も裏口へ足を向けようとした。

　そのとき、後方のエントランス側から、女性社員の会話が耳に届く。

「今の、何なに人じん？　英語じゃなかったよね？　あの子、どう対応したんだろ」

「さー？　ま、受付の新人研修ってことで、いいんじゃない？」

「うわ。結花ったら、鬼～！」

「鬼はあの子だってば」

　三人が興奮気味に交わす会話に、つい足を止めて振り返り、溜め息をつく。

（やれやれ。人が多く集まると、必ずああいうことがあるんだな）

　低俗な会話に嫌気が差し、心の中で呆れる。

「でも、本当に計算高いよね。うちの部の営業社員より営業に向いてたりして」

「腹黒さを活いかして契約取るとか？」

　下品に笑いながら去っていく女性社員から目を背けるように、踵を返して歩き始めると、数十メートル先に目を引くふたりの姿を見つけた。

　距離が遠く、さらには大きな窓から射し込む光で目を細めてしまい、顔立ちまではっきりとは見えない。しかし、背が高い人物の輝く髪色が視界に飛び込んでくると、途端に嫌な予感がする。

（ブロンド……ということは、もしかして）

　瞬時にあの人物はヴォルフだと察し、本来曲がるはずの道を足早に直進していく。ふたりの正体が明確になった瞬間、声を上げた。

「鬼崎さん！」

「え？　ふ、副社長！」

　優子はヴォルフに続き、さらに思いがけない人物の登場に肩を上げ、姿勢を正す。敦志はヴォルフと対峙するように彼女の横に立ち、鋭利な視線を向けた。

「本日、お約束はなかったと思いますが」

　日本語でなくとも、丁寧な口調の中に冷たさを感じさせる。

　優子が涙目である原因はヴォルフだと勝手に決めつけて、メガネ越しに鋭い眼光を放つ。それを受けたヴォルフは嘲あざ笑わらった。

「ナイト気取りかな？　でも誤解しないでほしいな。僕も彼女を守った側なんだから」

　ヴォルフの言うことは事実だ。

　自信のある彼は揺るぎない瞳で敦志を見ると、今度は苦笑いを浮かべる。

「社員の教育がなってないんじゃないか？　多勢に無勢とは、見ていて面おも白しろいものではなかった」

　敦志は半ばバカにしたようなヴォルフの態度よりも、言われた内容に驚いた。目を剥き、左隣にいる優子を見つめる。

「え……。鬼崎さん、なにかあったんですか？」

「ユウコは三人の女に囲まれていたんだ」

　ヴォルフの言葉を耳に入れながら、優子のネームプレートが目に入り、先ほどの女性社員の会話を思い返す。あの内容が優子のことだとわかったのと同時に、その場を治めたのがヴォルフだと思うと嫉妬する。

　すべてが繋つながった敦志は焦燥感に襲われながら、すうっと息を吸い、ひとたび目を閉じた。再び瞼を押し上げ、眼光人を射る。

「わざわざありがとうございました、ヴォルフさん。後はもう、大丈夫ですので」

　確かに笑顔であるはずなのに、優子から見てもその敦志は明らかにいつもとは違う。横顔を呆然として見上げていると、正面に立つヴォルフが目を伏せ、小さく笑った。

「なにか勘違いしてるんじゃないかな？　僕は今日、ユウコに会いに来たんだけど」

　青い瞳を長い睫毛で半分隠して、熱い眼差しを向けるヴォルフに、優子と敦志は驚きのあまり言葉を失い、立ちつくす。そんなふたりを前に、朗らかに笑っているのはヴォルフだけ。

「昨日は楽しかった。それと、失望させるような発言をしてしまって申し訳ない」

　ヴォルフは敦志の存在を無視して、優子だけを見つめて話す。

「お詫わびといってはなんだけど、昨日の代わりの服でもプレゼントさせて」

　ヴォルフはさりげなく優子の手を取り、白い歯を覗かせる。

「いっ、いえ！　あれはヴォルフさんが汚したわけでは……」

　優子はスラリとした指先に右手を奪われ、思わず日本語で答えてしまった。

　日本語がわからなくて小首を傾げながらも好意的に微笑みかけてくるヴォルフに、たじろぐ一方だ。

　ヴォルフがすぐに手を引く様子もないため、敦志はふたりの間に割り込み、優子を背中に隠す。厳しい顔つきを彼に向け、丁重に断った。

「彼女は職務中です。とりあえず、その話はまたの機会にお願いします」

　表向きは柔らかな対応に見えるが、内心では思いきり敬遠し、敵対するようにヴォルフを睨にらむ。それを彼は、好戦的に真っ向から受け止めた。

「ユウコ。仕事が終わる頃、また来るよ」

　ヴォルフの自信は、艶のあるセクシーな口に表れていた。終始余裕の笑みで、敦志まで靴一足分というところまで近づき、陰になっていた優子を横から覗き込んだ。

「あ……今日はちょっと……」

　ヴォルフの誘いに初めから乗る気はない。だが、あからさまに突っぱねるようなことは立場上してはならないだろうと優子なりに考える。

（どのみち今日は本当に体調不良だし、嘘にはならないよね）

　優子がやんわり断っても、ヴォルフはまったく落ち込むこともなく、常にポジティブだ。

「Bis morgen（また明日ね）」とあっさり返す。

　滞在期間が限られているはずなのに、焦りを微塵も見せない笑顔に、真っ先に不安を感じたのは敦志だった。そして、それはすぐに的中する。

「ユウコのナイト役は僕という可能性もあることを、お忘れなく」

　敦志の耳元で低く囁ささやき、体勢を戻しながら僅かに口の端を上げる。挑発的な態度は、いつも冷静沈着なはずの敦志の闘争心に火をつけた。

　振り向くことなく去っていく背中が見えなくなっても、ふたりはその場から動かないまま。

　しかし優子の頭の中は徐々に、ヴォルフのことよりも、目前の敦志のことでいっぱいになる。

（副社長が、なんでこんなに私を気にかけてくれたんだろう……。昨日、私を巻き込んだ責任感？　それとも、単に心配してくれていたり……）

　いろいろと思考を巡らせるが、いつしか、背筋がスッと伸びた姿勢のいい後ろ姿を間近で見ることが叶うなんて、と恍こう惚こつとしていた。うっかり乙女思考に流されてしまっているのは、元々発熱していたせいもあるかもしれない。

　けれど、敦志はヴォルフへの苛立ちがまだ完全に治まらず、優子の視線にまったく気づかぬまま、おもむろに振り返る。

「申し訳ありません。昨日お付き合いいただいたせいで、こんなことに」

（ああ、やっぱり責任を感じていたんだ）

　曇った表情で謝罪の言葉を口にされ、さっき予想していた前者が答えだったのだと落胆した。

「今後も彼からなにか言われて困るようでしたら、遠慮なくおっしゃってくださいね」

　熱が上がってきたせいで、さらに頭がボーッとし始め、立っている感覚がなくなっていく。夢の中にいるような、ふわっとした思考で敦志を見上げた。

　丁寧な言葉遣いと紳士的な気配りは普段と変わらないはず。しかし重い頭の優子には、その態度がやけに義務的に感じてしまって悲しくなる。

　わかっていたはずだ。彼に思いを寄せても叶わぬ恋だということは。

　それでも密かに慕うくらいは……と過ごしてきたが、思わぬ出来事が続き、こうして言葉を交わすまでになった。

　すると人間、欲深くなるもので……。

　優子は虚うつろな目を向け、込み上げる感情を奥歯を強く噛むことで堪える。

「それに……先ほどなにかあったようですね。差し支えなければ、お話を聞かせていただけませんか？　社内の出来事についても、私に責任がありますので」

　調子が芳しくないときは、誰かに頼りたくもなるし、我わが儘ままにもなる。つい甘えたくなって、敦志に仕事以上のものを求めてしまいそうなのを必死に耐える。

　いつも感情をコントロールしているけれど、弱っている今はそれが難しく、制御しなければという理性との狭はざ間までおかしな態度を取ってしまう。

「……副社長は、末端の社員である私なんか気になさらなくても」

　同じセリフでも、表情や言い方で相手への印象は大きく変わるだろう。

　今の優子の伝え方は、〝好印象〟とは言い難い。高熱で立っているのがやっとで、表情にまで気を遣うこともままならず、やや強張った面持ちだった。

　優子の言動を総合すると、まるで上司へ反抗でもしているかのようだ。

　朦朧とする意識の中で失態には気づいているのだが、フォローする余裕を持ち合わせてはいない。そのため敦志をまっすぐ見られずに、視線を足元へ逸らしてしまった。

「そんなわけにはいきません。それに、私はそんなふうにあなたのことを見ているわけでは――」

　敦志が目を瞬かせて首を横に振りながら話している、そのとき。ついに優子の身体が傾き、ゆっくり横に倒れていく。

　まだ完全に意識を手放していたわけではないが、どうにもだるくて身体が言うことを聞かない。

「鬼崎さん!?　鬼崎さんっ！」

　バランスが取れない、と頭の隅で感じた直後、夢の中にでもいるような、ボーッとした心地になる。どこか他人事のように声を遠くに感じながら、真っ暗な世界に引きずり込まれる感覚に襲われる。

　一度うっすら開いた瞼が再び落ちる直前に、メガネの奥の瞳が悲し気に揺れた気がした。




　人通りが他のフロアよりも少なく、静かな三階にある医務室。

　シャツの袖口を軽く上げると、スイス製の腕時計が顔を覗かせる。丸い文字盤の中の針は、午後〇時二十三分を指していた。

（昼でよかった。打ち合わせや外出の予定は入っていないから）

　敦志はスケジュールを頭の中で確認し、問題ないと判断して椅子に腰を下ろす。

　とはいえ、やらなければならない仕事はもちろんある。それでもなぜかどうしても放っておけず、他の社員に優子を委ねることができなかった。

　ベッドに横たわる彼女を見下ろし、自分の手のひらを見つめた。

（服の上からでも熱いのがわかるなんて、相当だ）

　広げていた手をギュッと握り、奥歯を噛みしめる。

（まったく気がつかなかった。もしかして、朝から？　もうひとりの受付の女性も気づいていなかった様子だったな）

　受付へ連絡を入れたとき、今本は電話口でとても驚いていた。

　ずっと隣にいたはずの先輩にも気づかれないほど平静を装っていただなんて、どんな精神力なのだろうか、と驚嘆する。

　一方の優子は、熱に浮かされ、苦し気に眉根を寄せていた。

　時折唸うなるような声を漏らす彼女を見つめ、敦志は再び昨夜のことが脳裏に浮かんだ。

　額にそっと手を乗せると、熱が手のひらに直に伝わる。反対に優子は、少しひやりとした感覚に、しかめていた顔が幾分か和らいだ。

　優しい手つきで生え際へと撫でられるのが、心地いい。

　意識を戻せそうなのに、あまりに優しく触れられるから、また深い眠りに誘われそうになる。

　しかし、快楽の片隅で現実の記憶を辿り、自分が置かれている状況を思い返す。

　そして、数十秒後。

「……あ。え？　ふっ、副社長……!?」

　ぼやけた視界が明瞭になると共に、目に映し出されたのは敦志の姿。一気に現実に引き戻され、かけ布団を跳ね退のける勢いで飛び起きた。

「急に起き上がると、また目め眩まいを起こします」

　慌てる優子とは対照的に、敦志は落ち着いた雰囲気で、微かに笑った。優子は硬直したまま言葉が咄嗟に出てこず、せわしなく瞬きを繰り返す。

「インフォには早急にヘルプを回しましたから、大丈夫ですよ」

「副社長はお忙しいのに……お時間を取らせてしまって申し訳ありません」

　肩を竦めて謝る優子は、熱はまだあるものの、先ほどのような感情の暴走はない。

「いえ。やはり昨日、私が鬼崎さんに無理をさせてしまったせいでしょうから」

（きっと、自己管理ができてないって思われた）

　勝手に解釈して大きく肩を落とし、顔も上げられなくなる。

　特別な感情を抱いてもらうことはなくとも、せめて仕事の面では評価してもらえるような存在でいたかった。

　それも叶わなくなったと落ち込むと、どんどん自分のダメなところだけが浮かんでくる。

（よく考えたら、昨日の接待の場でもヴォルフさんに偉そうな口をきいちゃって。帰り道から記憶も飛んでるし。なにか他にもやらかしているかもしれない）

　覚えているのは、敦志と並んでタクシーに乗り込んだ気がするということ。

　それ以降についてはどう頑張っても思い出すことができず、きっとふらつきながら自宅に戻るのを見送られたのだろうと勝手に思い込んでいた。それだけでも目も当てられないと思っていたのに、他にもなにか迷惑をかけたり失態を見せていたとしたら、挽ばん回かいの余地もない。

「いいえ、そんなことはありません。副社長はなにも……」

　ただ、これ以上は迷惑をかけたくない一心で必死に首を横に振り、言葉を繋げる。

「あの、ありがとうございました。もう大丈夫ですから、どうぞお戻りに――」

「どうして無理をするんですか」

　頭を下げる優子の言葉尻に、やや強めに敦志が被せた。吃驚して見上げると、眉根を寄せた彼が手に力を込めていた。

　だけど、そのもどかしい気持ちは、優子に伝わっていない。

　困惑した目を向けられた敦志は我に返る。

「少し待っていてください。ご自宅まで送ります」

　今一度、腕時計を確認して席を立つ横顔に、優子がベッドから慌てて足を出し、声をかけた。

「そ、そんな！　いいです！　ひとりで大丈夫ですよ！　ほら！」

　パンプスを履き、スッと立ち上がって微笑んでみせる。

　好きな人に送り届けてもらうという事態は、女子ならば喜んで受け入れる場面。

　彼からの特別扱いを喜ぶシチュエーションのはず。しかし今の優子は、そんなことより敦志の足を引っ張りたくないということしか頭になかった。

　心配や迷惑をかけたくないという気丈な行動と笑顔に、敦志は余計に放っておけなくなる。

　今朝、顔を合わせ、言葉も交わしたはずなのに異変に気づけなかった。それに加え、さっきのヴォルフとのやり取りにも悶もん々もんとしてしまっている。

　昨日から、明らかにヴォルフの興味は優子に向いていると気づいていた。だからこそ、ヴォルフのさっきの笑みが、どうにも頭から離れない。

　それに、時折見え隠れするような優子の心の奥にあるものも捕らえきれず、焦燥感に駆られてしまう。

（その微笑みの奥に、どんな本音が隠されているというんだ？　その小さな身体に、いったいなにを秘めている……？）

　優子の笑った顔を見れば見るほど、心の影が気になって仕方がない。

「副社長に、これ以上ご面倒をかけられません」

「……そんなことを言わないで。こういうときは、頼っていいんです」

　敦志は、儚はかなげに長い睫毛を伏せる優子の身体を支えるように手を取った。

　熱い眼差しを間近で向けられ、まるで愛の告白でもされていると勘違いしてしまいそうになる。

（違う。これは業務上の心配で、特別な意味なんてない）

　頭ではそう言い聞かせてはいるものの、握られた手と背中に添えられた感触が、冷静さを奪っていく。潤うるませた瞳で見上げると、敦志は優しく目を細め、小さく笑った。

「女性を守るために、男は強くあるんですから」

　その言葉に優子はなぜか、ときめきよりも別の感情が僅かに勝ってしまった。どこか素直に喜べない表情を浮かべ、敦志の目から逃れるように俯いて手を放す。

（彼に守られるような、可か憐れんな女性にでもなれたらいいのに）

　心の中で願望を呟き、顔を隠したまま意識的に口角を上げた。

　再び見せた顔は、受付嬢としての優子の中で一、二を争うくらいに美しい微笑みだったのに、敦志は、彼女がどこか心に影を落としている気がしてならない。

　脆もろくも感じる姿は、新たに敦志の記憶に深く刻まれたのだった。
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「早乙女さん、どちらに行かれていたんですか？　社長がお探しでしたけど」

　十五階に戻るや否や、廊下で出くわした芹沢に聞かれ、敦志は微かに笑って答えた。

「すみません、少々事情がありまして。携帯も部屋に置きっぱなしでした」

「珍しいですね。早乙女さんが予定外の行動をされるなんて」

「ご迷惑をおかけしました。このまま社長室へ参ります」

　芹沢の前を横切って、藤堂が待つ部屋へと直行する。

「遅い」

　社長室に足を踏み入れると、開口一番に藤堂の不機嫌そうな声が飛んでくる。

「申し訳ありません。お急ぎの用件でしたか？」

「……まぁ、そこそこな」

　藤堂は頬杖をついた手で口元を隠し、頭を上げた敦志から目を逸らした。少し間を置き、なにやら言い渋る様子だったが、ようやく言葉を発する。

「さっき、シュナイダー氏から連絡が入った」

「えっ？」

　藤堂の口から聞こえた『シュナイダー』という名に、敦志は目を見開いた。とはいえ、その動揺は傍目には些細なもので、他人が見れば気づかないだろう。しかし、長年共に過ごしてきた藤堂は勘づいた。

「なにか気になることでも？」

　眉間に浅く皺を作り、斜め下に視線を落とす敦志を不思議そうに見て尋ねる。

「はっ……いえ。そういうことは特に……。あの、彼はなんと？」

「彼？　ああ、違う。ドリス・シュナイダー。妹の方だ」

「妹!?」

　敦志は思い込みでヴォルフだと断定して聞いていたことに、気づかぬうちに相当彼の存在を意識しているのだと思い知らされた。

　場を取り繕うように小さく咳払いをし、メガネを指で押し上げ、改めて藤堂に聞く。

「ドリス様が、いかがされたのですか？」

「……早乙女敦志のプライベートナンバーを教えてほしい、と」

　目を剥くような内容に、さすがの敦志も言葉に詰まる。

　藤堂は、敦志の反応を見ながら続けた。

「数日、日本にいるらしい。その間、ぜひまた一緒に食事でも、と。一応建前では、社長の俺は忙しいだろうし、敦志なら言葉もわかるようだからって言っていたけどな」

　言い終えると組んでいた長い足を下ろし、大きくがっしりとした椅子を回転させ、ゆっくり立ち上がる。敦志は呆然状態で、ただ藤堂の横顔を見つめていた。

　逆光を背にして、整頓された広いデスクの端に左手を置いた藤堂は、真剣な目を向ける。

「どうする？」

　その問いに何度か目を瞬かせ、ひとつ息を吐く。

「どうすると言われても……下へ手たな返事はできないとおわかりでしょう」

「俺はお前に嫌な思いをさせてまで、契約を取ろうとは思っていない」

「私は、あなたの足を引っ張るためにそばにいるわけではないんですよ。それに、この件を単に深読みしすぎているだけかもしれません」

　藤堂への忠誠心は大きなものだった。それは、少し前まで社長秘書という役目を担っていたから、という理由ではない。

　藤堂は敦志を心から信頼し、慕っている。そして敦志もまた、彼の支えになり、守ることが当たり前だ。

　しかし、そうなった経緯を知る者は社内にはほとんどいない。

「ここで良好な関係を築いておけば、社にとってもいい結果に繋がるでしょう。縁談というわけではないですし、交友関係として親しくなるには問題ありませんよ」

　本来なら重い溜め息をつくはずの敦志は楽観的に笑い、代わりに「はあ」と漏らして項垂れたのは藤堂だ。

「……縁談にまでなったらどうする？　自分のこととなると慎重さに欠けるんだな、お前は」

「純一くんこそ。人のことになると、心配性になるんだね」

　握った左手を口元に添え、クスリとおかしそうに目を細めて笑う。敦志が和やかな雰囲気を出す一方、表情を引きしめ直した藤堂が一枚のメモを差し出した。

「うるさい。じゃあ、お前に任せる。でも、くれぐれも勝手な判断で動かないように。面倒なことになるのはごめんだぞ」

「承知いたしました」

　一礼してメモを受け取り、視線を落とす。

　そこには、ドリスが宿泊しているホテル名と電話番号が記されていた。




　社長室を後にして副社長室に戻った敦志は、椅子に腰を下ろして今一度メモを見た。

（わざわざオレに声をかけるということは、それなりに気に入ってくれたのだとは思うけれど。だからといって、まさか縁談だなんて突飛な話……）

　そんなことはあり得ないと考え、小さく鼻で笑うとメモをデスクに置いた。

　ドリスへの連絡は、優先すべき仕事の後にでもしようとパソコンを開き、机上に山積みにされている資料を手に取る。

　いつもであれば、仕事となれば簡単にスイッチが入る。だが、今はどうにもうまく切り替えられない。

　椅子に背をもたせかけ、天井を仰いで理由を探せば、思い当たるのはひとつだけ。

　それは、医務室で別れた優子のこと。

　あの後、敦志宛の内線が医務室に入り、その様子を横で見ていた優子が遠慮して敦志の申し入れを丁重に断っていた。

（早退したことは間違いないが、無事に家に帰れたのかどうか……）

　心配する敦志の脳裏には、優子の泣きそうな笑顔が今でも鮮明に浮かんでくる。

　元々、面倒見のいい性格ではある。親はもちろん、近所の子やクラスメイトにも細やかに気を配っていたタイプだ。そういった面を考えれば、敦志は秘書という仕事の方が適しているのかもしれない、と自分でも思う。そんな敦志だからこそ、優子の微妙な変化に気づいてしまうと、知らぬ顔もできず……。

　――そして、もうひとつ。

「ヴォルフ・シュナイダー、か」

　自分が優子をこんなにも気にしている理由は、ヴォルフにあると思っている。

　彼の真意がわからないのに、優子に近づいていくのを黙って見てはいられない。

（ちょうどよかったのかもしれない。ドリスは妹だ。ヴォルフのことをよく知る存在であるに違いない）

　ドリスの番号が書かれたメモを見ても、彼女のことを気にかけるより、ヴォルフについて探る好機だとしか思わなかった。




　見慣れた天井のはずなのに、どこか安心しきれない気持ちになる。

（お母さんのありがたさを痛感するな……）

　優子は熱が下がらないまま、ひとりきりで横たわり、こういうときは大人でも心細いものなのだな、と身に染みて感じていた。

　ぼんやりする頭で思い出した母が、素直に恋しい。

（元気かなぁ。きっと、お父さんは未だにうるさく言ってるんだろうけど。お母さんが間に入ってくれてるんだろうな）

　現在の両親を想像し、小さな溜め息をついた。

　おもむろに布団から両手を出し、天井へまっすぐ伸ばして広げた両手の甲を、虚ろな目で見つめる。その手を弱々しく握って失笑した。

「弱いなぁ……」

　ひとりごとに合わせて手を布団に下ろし、瞼を閉じる。

　気づくと肩に力が入っている毎日。それはいつからだったか、はっきりとは覚えていない。

　高校時代、外だけでなく家でも常に苛々としてしまっていたのは父親が理由だったが、思春期というのもひとつの原因だろう。

　父に反抗して、ひとりで暮らすようになってからは、そのストレスからも解放されたと思えた。だけどことあるごとに、頭の片隅で実家の両親を気にしている自分がいると知った。

　結局ひとりになっても、それまでの生き方は簡単に変えられるわけもなく、気を張り、周囲を気遣っては疲弊する。

　自分で精神を落ち着かせることを繰り返しても、心のどこかで誰かに寄りかかりたいと思ってしまう。そして、ここ最近ふと浮かぶのが――。

「……だから、ダメだって」

　頭の中の彼を掻き消すように呟いた。

　言葉を交わす回数を重ねるたび……あの瞳に自分が映し出されるたびに、存在感は大きくなるばかり。

　しかも毎回、優しく柔らかな微笑みで名前を呼ばれるのだから、気持ちは膨らむ一方だ。

　敦志を思い出しては、何度も頭を横に振る。

　――『頼っていいんです』

（あの言葉を鵜呑みにしちゃってる）

　それは勘違いだ、と何度も自分に言い聞かせた。彼の言葉に〝特別な意味はないのだ〟と。

　立場が違いすぎる。仮に敦志がその垣根を飛び越えてきたとしても、自分に自信が持てない。

　――『女性を守るために、男は強くあるんですから』

　彼に釣り合う家柄で、可愛くて、守りたくなるような女性は他にいるはず。その条件になにひとつ当てはまっていない自分を思うと、心が鈍く痛んだ。

（いつの間に、こんなに好きになっていたんだろう）

　汗ばむ手を胸に置いて目を伏せる。

　すると次の瞬間、インターホンの音が部屋にこだました。ぱちっと瞼を開き、玄関の方へ視線を向ける。かけ時計を確認すると、時刻は午後八時過ぎ。

　こんな時間に突然訪ねてくるような知り合いもいないし、なにか荷物が届くような心当たりもない。

（まさか、お父さん……？）

　先ほどまで考えていた父だけが唯一の心当たりだが、住所は母にしか伝えていないという事実がますます優子を困惑させる。

　もしかして、母が父に教えてしまったのだろうかとベッドから立ち上がり、そろりと玄関へ向かう。気配を消してドアスコープを覗くと、父よりも驚く人物がそこに映し出された。

　動きも思考も固まってしまい、なんなら一瞬、心臓が止まったような気さえした。

　優子は我に返ると、一拍置いて玄関のドアを開け放つ。

「ふ、副社長……どうしてここに……？」

　自分の姿を顧みることを忘れ、ただ呆然と真正面にいる敦志を見た。

　優子の赤い顔は熱だけが理由ではなく、急に訪ねてきた彼がさらにそうさせていた。

　そんなことを知る由もない敦志は、心配そうな顔つきで聞く。

「熱がまだありそうですね。病院には行かれましたか？」

「え、あ、すみません。行ってなくて……」

「ダメじゃないですか」

　厳しい声色で注意され、優子は反射で肩を上げた。気まずい思いで目のやり場に困っていると、眉根を寄せていた敦志の表情がガラリと変わった。

「やっぱり、来てよかった」

　そして言われたひとことに、大きく目を見開く。

「一応、必要そうなものは用意してきましたが。他になにかあれば遠慮なく言ってください」

　戸惑っている優子をよそに、敦志は手にあるレジ袋を差し出した。

　遠慮しながらも、伸ばしてくれている手を無下にはできなくて、おずおずと袋を受け取る。上から中身をチラリと見ると、解熱剤や果物などが入っていた。

　来訪してくれただけでも恐縮するのに、そのうえ差し入れまで、と狼ろう狽ばいする。

「いえ！　なにもっ……。これ、おいくらですか？　ちょっと待っててください、今お財布を」

　慌てるあまり、部屋に戻ろうと踵を返した際に段差に躓つまずいてしまう。ただでさえ熱で平衡感覚も鈍っているため、足の踏ん張りが利かない。

　ガサッと音を上げて、今受け取ったばかりの差し入れを派手にぶちまける。ペットボトルがゴロゴロとフローリングを転がっていくのを上から見下ろしていた。

「危なかった。ダメですよ。熱があるんですから、気をつけなくちゃ」

　瞬時に優子を支えた敦志は、身体を密着させたままそう言った。

　優子は背後から腰に左手を回され、右手で手を握られている。敦志が喋しゃべると、こめかみ辺りに息遣いを感じ、さらに身体を熱くさせた。

「それに、代金は不要ですよ。私が勝手にしたことですから」

　耳の上で優しく落とされる声に、ぞくりと身体が粟あわ立だち、心臓が激しく脈を打つ。突然起きたハプニングに、どこにも力が入らない。

　今にも腰が砕けてしまいそうな様子に気づいた敦志は、ひょいと優子を抱え上げた。グンと重力に逆らって掬い上げられ、驚きのあまり声も出せない。頭の中が真っ白になって、ただ彼を見つめる。

「……少し、おじゃまします」

　メガネを光らせ、敦志は優子を優しい目で見つめると靴を脱いだ。

　信じられない状況に、未だに頭が働かず、されるがままだ。

　敦志が部屋を歩き進める中、彼の香りに包まれて緊張と安らぎを感じる。

　しばらく惚ほうけてしまっていたが、部屋の天井が視界に入った拍子に、正気に戻って口を開いた。

「きっ、汚くて……！　部屋が……すみません」

「昨日も思いましたけど、綺麗ですよ。整然としていて、あなたの人柄が表れている部屋ですね」

　敦志は口元に笑みをたたえ、優子を見下ろす。その返答に優子は目を点にした。

「昨日も、って……やっぱり私、昨日は」

　酔っていて覚えていなかったが、なにか迷惑をかけたかもしれないと思ってはいた。けれど、まさかそれが一番最悪のパターンである、家の中まで送り届けてもらう羽目になっていたとは信じたくなかった。

　その事実に自己嫌悪していると、そっとベッドに下ろされる。赤い顔で目を潤ませながら仰ぎ見た敦志は微笑んでいたが、瞳には困惑した色を浮かべていた。

　彼の表情の真意がわからなくて、ハラハラして見つめ続ける。

　不安げに瞳を揺らす優子を見つめ返し、迷った挙句、敦志は告白する。

「……泣いていました」

　不意に聞かされた内容に、優子は耳を疑った。

　彼女にとって瞬きも忘れるくらい衝撃的だったのがわかったものの、敦志は言いづらそうに続ける。

「こんなときに、と思われそうですが。あなたはご自身の名前に、なにか悩むことでもおありですか？」

「えっ……」

「……昨夜、あなたに言われたんです。『その名前で呼ばないで』と」

（副社長に、そんなことを口走っていただなんて！）

　このことを優子本人に伝えてもいいものかどうか直前まで悩んでいたため、どういう顔をしていいのかわからない。口にしてしまった今でも、正しい選択だったのかどうかと悩んでいるくらいだ。

　少しの間、ふたりは黙り込むと、先に敦志が吹っ切って優子と向き合った。

「その後に涙を流すものだから、ずっと気になってしまって」

　眉尻を下げて力なく笑う彼に、トクンと胸が鳴る。

（副社長が？　私のことを？）

　あの日、上着を貸してくれた朝から、次から次へと驚くことばかりが重なる。

　遠くで見ていただけの彼が、まさか自分のアパートに来ているだなんて。もしかすると、高熱が見せている夢ではないかと思ってしまう。

「あの、申し訳ありません。失礼なことばかり。私……」

　夢でも現実でも、敦志に対して失言してしまったのなら、迷わず謝罪をするだろう。

　優子が頭を下げたときに、敦志はさらに動揺させる。

「不快な思いをしたことは一度もないですよ。ただ……個人的に心配なだけで」

　いくら部下だからとはいえ、まったく興味がなければこんなふうに心配などしない。

　しかし優子は、そんなことはおとぎ話の中だけだろうというくらい信じ難い気持ちにしかなれずにいた。都合のいいように解釈すればするほど、後で傷つくのは自分だとわかっているだけに、素直に喜ぶことができない。

　冷静になるように心がけ、近づきたいという本音を隠して距離を取る。

「そんなふうに……心配していただけるほどのことじゃないんです。単に、昔の記憶が蘇っただけだと思いますから」

「昔の？」

「小さい頃には、よくあることです。ほら、私の名字って『鬼崎』だから。男の子には特にからかわれたんですよ」

　敦志と目を合わさず、自分の手に視線を落としながら笑った。

　うまくごまかすための話とはいえ、一応事実である昔話を自ら口にしたことで、ちくりと胸が痛んだ。

　大人になった今ならば、『それくらい』と笑い飛ばせることだったかもしれない。けれど、子ども心には本当に傷ついた。

　名前というものはどうにも抗えないもので、それをネタにされないようにするのは、優子がどう頑張っても不可能なことだった。

　小さなとき、優子はおとなしい物静かな子どもで、そんなことでからかわれては泣いていた。そして小学校に上がっても、時折同じ内容でいじめられた。

「『鬼』なのに『優しい子』なわけない、って言われたりして。みんなは単に面白がって言っていただけだったんでしょうけどね」

　十歳になった頃。優子が暗い顔をしていると、父親が手を差し伸べた。

　その手を取り、強くなろうと決心して以来、泣くことはなくなった。だが、ことあるごとに揶や揄ゆされたのが五年以上ともなると、苦い思いが心の奥に刺さって残ってしまっていた。

「この年にもなって引きずっているなんて。笑い事ですね」

　冗談めかして笑っているが、本当はまだ囚われている思いがある。

　自分の名前の件は、さすがに今では大きな問題ではない。

　敦志に対し言ってしまった一面は、あくまで酒に酔った産物で、一時的に記憶が退行しただけのこと。その後に流した涙の理由は、少し違うものだった。

　この話題になってから、優子が無理して笑っていると気づいている敦志は、真面目な顔つきで口を開いた。

「わかりました」

　敦志の反応にきょとんとしていると、彼は広げた手でメガネを押さえ、こう続ける。

「次からは、下の名前で呼ぶことにします。海外で生活されていた経験があるなら、ファーストネームで呼ばれることに抵抗はないでしょう？」

　驚く提案に、優子は言葉を失った。

　敦志はゆっくり手を下ろすと、ニコリと口角を上げ、形のいい唇を再び開く。

「優子さん」

　メガネに反射する蛍光灯の光の隙間に、柔らかく細められた瞳が見える。

　恍惚としていると、敦志はその場でおもむろに片膝をついた。目線が近くなり、黒い瞳に吸い込まれる。

　綺麗な瞳は、敦志の心をそのまま表しているようだ。彼は真剣な眼差しを優子に向けて言った。

「笑ったりなんかしない。だから、あなたも無理して笑わないで」

　切なそうにさらに目を細め、手を優子の頬へ伸ばす。

　白い肌に触れるまで、もう少し。

　数秒後に触れられる瞬間を想像して、気持ちが高揚してしまう。

　敦志の指先がさらに近づくと、優子は目を瞑った。そこに携帯の着信音が響き渡り、ハッと瞼を開く。自分の携帯ではないとすぐにわかり、彼の顔を窺った。

　敦志は着ている上着に視線を落とし、内ポケットから携帯を取り出した。ディスプレイに向かって眉を顰ひそめ、迷う表情を見せる。

　優子が「どうぞ」と促すと、申し訳なさそうに携帯を耳に当てた。

「Saotome. Kann ich Ihnen helfen?（早乙女です。なにかご用ですか？）」

　応答がドイツ語ということは、相手が誰だか見当がつく。

（いや、でも、どちらからの電話かはっきりとはわからない……）

　立ち上がった敦志の横顔を盗み見て、思い浮かんだのはドリスの方。

　ドリスの端麗な容姿や地位、立場を考えると、再び自分と敦志との距離を感じる。

（彼女なら……副社長の横に並んでも絵になるし、彼の言う『守ってあげたい女性』に当てはまるように可憐だ）

　昨日会ったドリスは細身長身で、鮮やかな色の服も似合っていて、笑顔も素敵だった。しかも、ヴォルフを立てていたのだろう。控えめな佇まいに、外国人は自己主張が強いという概念を覆され、驚かされていた。

　記憶に新しいドリスのことを考えている間に、敦志は電話を終え、携帯を内ポケットにしまった。

　微妙な空気の中、気まずそうに声を発する。

「……すみません。行かなくてはならなくなりました」

　瞼を少し伏せて唇を引き結ぶ彼から目を背けるように、優子は小さく礼をした。

「……はい。いろいろ、ありがとうございました」

（危うく溺れてしまうところだった。深入りすればするほど、後悔するのは自分だし、彼には迷惑でしかない）

　そんなふうに今一度言い聞かせるけれど、先刻、触れられる寸前まで手を伸ばされたことが頭から離れない。

〝その手で触れてほしかった。触れられたなら、どうなっていただろう〟

　そう想像するだけで気持ちが溢あふれ出る。

　上司を送り出すのに、いつまでも俯いていられないと、勇気を振り絞って顔を上げる。懸命に平静を装った精いっぱいの笑顔だ。

　しかし今は、職場ではなく自分の部屋。さらにコンディションが悪い。気づいたときには、無意識に縋すがるような淋しい目を見せてしまっていた。

　あの夜の涙の理由。それは、孤独と虚むなしさ。

　天涯孤独なわけでもないのに、ときどきひとりきりでいると、凍えてしまいそうになるほど淋しくなる。

　父親とは恨み合っているわけではないけれど、折り合いがよくない。母親は、そんな父親と自分の間に立ってくれているから、これ以上我儘な理由で甘えられない。

　友達の作り方がいまいちわからないままで、腹を割って話せるような親友もいない。

　他人とまったく関わりを持たない生活をしていたなら、こんなふうに思うこともないのだろう。でも、現実には外では毎日誰かと言葉を交わし、自宅ではずっとひとりきり。

（純粋に、自分という人間を必要としてくれる人はいるのだろうか。自分を取り巻く環境や、外見、内面、全部ひっくるめて、無条件で抱きしめてくれる人が――）

　そんな複雑な表情を見せられた敦志は驚いて、後ろ髪を引かれる思いになる。再び膝を折って優子と距離を縮めると、困った顔で口端を引き上げた。

「男にそういう顔を見せたら、勘違いするよ？」

　そして苦笑いを浮かべながら、優子の頭にポンと軽く手を置いた。胸が高鳴る彼女に、いつもと同じ優しい満面の笑みを向け、スッと立ち上がる。

「優子さん。夜分に失礼しました。どうぞ、ゆっくり休んで」

　二度目に呼ばれた名前にドキリとし、うまく返事ができない。動揺している間に、敦志は部屋を後にしてしまった。

　その夜は、頭を触れられたことと名前を口にされたことの余韻に、ひと晩中浸っていた。




　翌日。テーブルの上に置いてあるレジ袋を見て、昨夜のことは夢ではなかったのだと改めて思う。

　高熱のせいで身体が少しだるいけれど、敦志からもらった薬が効いたのか、それから熱は落ち着き、頭もすっきりしていた。

　いつも通りに出社すると、今本が目を丸くして椅子から立ち上がる。

「優子ちゃん！　昨日はびっくりした！　具合が悪い素振りなんて全然見せなかったから！　大丈夫なの？」

「ご心配とご迷惑をおかけしました。もう大丈夫です」

「そう。でも無理しないでね。今日はなるべく私が頑張るから！」

　ぺこりとお辞儀をして笑顔を見せると、今本はガッツポーズを返してくれた。

　ふたりが椅子に腰を下ろしたときに、遠くからひとりの男性が向かってくるのが見えた。

「あ、あの人、誰だっけ？　顔は覚えてるんだけど名前が……」

　今本が呟くそばで、優子は近づいてくる男性の顔を確認し、ノートを開いた。

「この間、物流から異動されてきた池いけ田だ主任です」

　ノートの中を見ながらボソッと教えると、今本は『そうだった』と言わんばかりに小さく頷いた。

「おはようございます。池田主任」

　彼女が受付のカウンターに差しかかる男性にうやうやしく頭を下げて挨拶し、優子も倣って頭を下げた。すると、池田は満面の笑みでふたりに挨拶を返す。

「おはよう。もう名前を覚えてくれているんだね。うれしいよ」

　今本は笑顔で去っていった彼の背中を横目に、小声で優子に礼を言った。

「ありがと。新しく来た人って、顔は覚えられても、なかなか名前が出てこなくて」

「私もです。だから、そのためのノートなんです」

　優子は両手でノートを持って、小さくはにかんだ。

（……名前）

　どちらからともなく再び腰を下ろすと、ノートに視線を落として思い出す。

　――『優子さん』

　自分の名前を好きだと思ったことがない。『鬼崎』だけでなく、『優子』すら、苦い思い出になっているのだ。

　それにもかかわらず、たった数回敦志に呼ばれただけで、ギスギスした記憶が浄化されるように薄れていく。穏やかな声は、まるで魔法のように心を解きほぐしていた。

　同時に、胸が甘くきゅうっと締めつけられ、触れられた手の感触を思い出しては、さらに鼓動も速まる。

（勘違いするのは私の方だよ）

　昨夜、別れ際に言われた言葉を思い返して、心の中で反論する。

　自分の気持ちは変わらず敦志に向いているというのに、素直に甘えられない。

　それは、彼の本心がわからないからということもあるが、自身にも気が引ける理由が存在していたからだ。

　好きな相手には、迷惑をかけたくない。

　その思いと比例して、傷つきたくない、と保身的な感情も膨らんでいた。

　自分には特に魅力もないのに面倒な背景があると知られれば、よほど大きな思いを寄せてくれる相手でもなければ、すぐに匙さじを投げられてしまう。

（まして、副社長なんて忙しいのに、煩わせてしまうだけ）

　暗い気持ちが、無意識に優子を俯かせる。

（そもそも副社長が私のことを、なんて。そんなことあるはずないのに……）




　同日、午後五時前。

　ヒメル社との商談もひと区切りし、藤堂とヴォルフが固い握手を交わしてお開きとなった。

　同席していた敦志が、ヴォルフとドリスを見送るため応接室のドアを開ける。

　廊下に出てエレベーターホールへ向かう間、ドリスに声をかけられた。

「アツシ、昨日は助かったわ」

　オレンジ色の口紅を引いた唇を小さく開いたドリスに、敦志はニコリと笑って返す。

「気にしないでください。東京に住んでいる人間でも、迷子になる人はいますから」

　昨夜、優子の部屋での着信は、やはりドリスからだった。

　興味本位で地下鉄に乗ったドリスが道に迷い、困ってヴォルフに連絡するも捕まらず。駅員に助けを求めてみたものの、ドイツ語はおろか英語さえ通じなくて、結局敦志を頼ったという顛てん末まつだ。

　そっと敦志の腕に手を触れたドリスが、艶やかな唇を寄せるようにして「本当にありがとう」と微笑む。敦志はただ口元だけで笑って返した。

　ふたりがエレベーターホールに辿り着くと、前を歩いていたヴォルフの姿がすでにない。階数表示を見上げ、下降するエレベーターを確認して、先に乗っていったのだとわかった。

「ディナーは予定通りで大丈夫かしら？」

　大きな目を輝かせるドリスは、敦志しか見ていない。

　逆に敦志はドリスを見ず、到着したもう一基のエレベーターのドアを押さえ、彼女をエスコートした。エレベーター内に乗り込んで、一階へ降下し始める中で義務的に「Ja（ええ）」と答える。

「よかった。ひとりじゃ心細くて。ヴォルフは勝手に行動しちゃうし」

　エレベーターのボタンと向き合うように立っていた敦志の後方で、ドリスは両手を合わせて喜ぶ。敦志にヴォルフを誘わないのかと聞かれると、「自由な兄だから気にしなくてもいいわ」と溜め息をひとつついた。

　ドリスは上部の階数表示が移り変わっていくのを眺め、笑って続ける。

「我が兄ながら、ちょっと変わってるの。ヴォルフは強引な性格だし、我儘なところがあって」

　何気なく話題になったヴォルフのことだが、敦志にとっては今一番興味のあること。

（どう自然に聞き出そうかと思っていたことを、彼女の方から口を割ってくれるだなんてありがたい）

　内心そんなふうに思いながらも、平静を装って耳を傾ける。

「ああ見えて、叱しかってくれる女の子が好きなのよ。でも、怒らせると怖そうなイメージがあるから、そんな勇気のある子はなかなかいなくて」

　一階に着いてドリスが先にエレベーターから降り、敦志が続く。ドリスはフロアの真ん中まで歩き、足を止めた。

「だから、彼女、ヴォルフ好みかも。意外に強いっていうギャップとか」

　受付に立つ優子を斜め後方から眺め、ぽつりと呟く。

（ギャップ……か。確かに、そうかもしれない）

　目立たないように見えて、どこか存在感がある。

　自分の意見を口にすることなく、ただ笑顔を絶やさずにいるタイプかと思えば、突然凛々しい表情に変わり、正しいと思うことを堂々と述べる。

　敦志は今日までに見た優子のいろいろな顔を思い出し、首を捻った。

（彼女があのとき泣いた理由は、果たして本当に、昨日聞いた名前のせいだけなのか？）

　予想外の強さを感じさせる優子が、昔からかわれた内容だけで涙することに違和感を抱く。そうかといって彼女が嘘をつくとは思えない。

　ということは、他にまだなにかがあるのでは……と疑い始めた。

　焦点の合わない目で歩き進めていくと、視界の隅にブロンドの男――ヴォルフがいることに気づく。

　なにやら優子に話しかけている様が目に入った瞬間、ドリスの存在も忘れて受付へ急いだ。

　カウンターに片肘を乗せ、身を乗り出すヴォルフに、優子は内心困惑しながら笑顔を取り繕う。

（『今夜、空いてる？』って言ったよね……？　まさか本当に来るなんて）

　先ほどから話されている言葉はドイツ語のため、隣の今本はまったく会話の内容はわからない。それを理解していて、ヴォルフは堂々と誘い文句を続ける。

　彼はドリスが言うように、「何時に終わる？」とか「なにが食べたい？」などと、やや強引に話を進めていく。優子は営業スマイルのまま、どのように対応すべきか考えていた。

　そこに割り込むように手をカウンターの上に置き、鋭い目を向けてヴォルフに対峙したのは敦志。

「優子さん。もし断りづらいのなら私たちも一緒に――」

　おそらく取引先の人間が相手ということが優子を迷わせ、悩ませているのだと思い、妥協案として耳元に囁いた。四人で食事に行くのならば、誘いを断るわけでもないし、目の届くところに優子も置いておける。

　しかし、彼女は少し考えた後に、思惑から外れた答えを返す。

「……いえ。大丈夫です。それに、副社長もお約束があるでしょうから」

　いつの間にか、敦志のすぐそばに立っていたドリスに眼差しを向けた。

　はっきり拒否されてしまうと、それ以上はなす術すべがない。

　驚倒させられた敦志は、目を見開いて優子を見つめる。不意にヴォルフに視線を移すと、ニッと勝ち誇った顔を見せられた。ギリッと奥歯を噛むほど悔しいが、社内ということもあり、私情を堪えるしかない。

　優子は敦志の苦々しい表情を垣間見て、気まずい思いで俯いた。
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「こう言ってはなんだけど、オフィスの彼女は至って平凡に感じたわ」

　夜景が一望できるレストランで、手にしたワイングラスを見つめたドリスが言った。

　敦志は、足元から天井までの大きな窓ガラスに優子を思い浮かべる。

「ヴォルフに意見したのは驚いたけれど、お酒の席だったし、普段はフツーの子みたいね」

（フツー、か。オレにはそうは見えないんだけどな）

　視線を窓から赤ワインを口に含むドリスに移し、ドイツ語を頭で日本語に変換させては心の中で否定する。

　確かに、初めはドリスと同じような目で見ていたかもしれない。けれど今や、敦志にとって〝平凡〟な社員という存在ではなくなっている。言葉で表し難い、独特なオーラを纏っていると感じる。

　普段は目立つ方ではなく、静かな佇まいで微笑を浮かべている。それは、いつかの昼にばったり遭遇した場所にあった、冬にひっそりと咲くヤブツバキのように。

　だが、少し踏み込んだ先に見えたのは、凛と研ぎすまされた空気と眼差し。単に〝落ち着いている〟という言葉だけで済むものではない雰囲気に、言葉を交わすまでは気がつかなかった。

　今では、遠くからでもすぐに優子だとわかる。

　強くある女性なのではないかと思わせながら、時折ひどく弱々しく見える彼女が、敦志の中で、いつしか特別な存在となっていた。

　守りたいと思うのに、簡単にそうさせてはくれない。そのもどかしさに、いつも冷静な敦志が珍しく焦燥感を抱いていた。

「別に悪く思っているわけじゃないの。ただ、彼女……なんだか、他人を寄せつけないような雰囲気を感じて」

　自分の印象を悪くさせないようにと、ドリスは慌てて補足する。

（寄せつけない……まさに、さっきもそうだ）

　受付で拒絶されたことを再び思い出し、頭の中は、優子とヴォルフのことでいっぱいになる。

（今頃、ヴォルフとなにをしているんだろうか。危険はないのか？　こんなことなら、彼女に連絡先を伝えておくべきだった）

　心ここにあらずの敦志を目の前にしているドリスは、彼の気持ちに余裕がないことを察する。

　今、一緒にいる自分にではなく、他に意識が向いていることにも気づいていた。

　それでも、どうしても振り向いてほしいという思いで、まっすぐ真剣な目を向ける。

「ドイツでは、女性でもあまり服に気を遣わない人が多いの。実用性重視でね」

「そうなんですね。でも、魅力というのは服飾ではなく、その人自身にあるものだと思います」

　敦志は口角を上品に上げ、嘘偽りのない言葉を返した。紳士的な対応に、ドリスは頬をうっすら赤らめ、視線を泳がせた。テーブル上に置かれた前菜を見ながら心を落ち着け、改めて顔を上げる。その目はとても情熱的なものだ。

「だから、初めて会ったときに、アツシが私のドレスを『似合ってる』と褒めてくれてすごくうれしかった」

　あのとき敦志が言った言葉は、社交辞令のつもりだったのかもしれないと思いつつ、ドリスにとって、とても印象的な出来事だった。会談のために、普段あまり着ることのない華やかな服を選んだが、似合っているのだろうかと不安だったから。

　ドリスの話は、普通なら単なる礼として受け取れた。しかし、敦志は彼女の表情を目の当たりにし、それ以上の気持ちがあるのだろうと感じる。

　言葉を選ばなければならない、と間を置くと、ドリスは畳みかけるように告白した。

「私、アツシを好きになったみたい」




　その頃、優子はヴォルフに連れ出されていた。

　仕事が終わってすぐ向かった先は、街中にある女性に人気のブランド店で、世界的に有名な〝アヴェク・トワ〟。

　自分には縁遠い店を前に、優子はつい、また日本語で呟いていた。

「えっ。ここって……」

「ここの服は上品で好きなんだ。ユウコにきっと似合う」

「あ、あの！　こんな高級な洋服は……！」

　動揺しながらも、なんとかドイツ語を駆使して遠慮しようとするが、話を聞いてもらえず、ヴォルフの見立てた服を試着させられる。何度か繰り返し、淡いピンク色のワンピースを気に入ったヴォルフがそれを購入。そして強引にプレゼントされた。

　アヴェク・トワを後にすると、再びタクシーへ乗り込む。

　どうやら、どこか食事をする場所へ移動しているのだと思った矢先、ヴォルフがタクシーを突然停めさせた。言葉が通じない運転手が困惑した表情をミラー越しに見せていると、ヴォルフは優子に「待ってて」とひとこと残し、降りていく。

　十数分後、彼は手に花束を抱えて戻ってくる。

　白い歯を見せ、「これもユウコに」と、さらりと自然に渡してきたものは、ピンク色の花束だ。

「えっ……」

（まさか、このためだけに？）

　タクシーを停めさせた理由が、今受け取った花束だったのかと吃驚する。ヴォルフは、「たまたま花屋が目に留まったから」とニッコリ笑った。

「ドイツだったら、もっとスマートにデートをエスコートできるんだけどな」

　至近距離で青い瞳を向けられると、逃げようもなくて困ってしまう。

　美形な顔のヴォルフに熱い視線で攻められ、さすがに特別な感情を持っていなくても顔が赤くなる。そこに運転手が「出発してもいいですか？」と会話に割り込んできて、内心ホッとした。

　強引に優子を連れ出したヴォルフだが、日本はやはり不慣れなようで、移動はすべてタクシーを利用していた。運転手とヴォルフの間では言葉の壁があり、スムーズな意思疎通はできなかったが、優子が日本語で伝え直してことなきを得ていた。

　タクシーが再び走り出した後、車内でヴォルフが言う。

「日本人は、意外に英語も通じないんだな」

「……すみません」

「いや。悪かった。ただ、通じないっていうことが悲しいだけさ」

　ヴォルフは後部座席で窮屈そうに足を組みながら、苦笑する。右隣に座る優子はチラリと彼を見上げた。

「昨日まで、そんな不便な環境下でどう過ごされていたのですか？」

（通訳が同行している様子もなかったことを考えると、かなり大変そう）

　優子が尋ねると、ヴォルフは窓の外を眺めながら答えた。

「必要なとき以外はホテルに籠りっぱなしだな。食事もルームサービス」

「えっ」

　優子の勝手なイメージではあったが、ヴォルフという男は行動的な人間だと思っていたから意外で、声を上げてしまった。

　目を丸くしていると、彼はフッと息を漏らして笑う。

「わからないなりに、いろいろ調べていたしね」

　そう言って視線で指したのは、一番初めに向かったアヴェク・トワの袋。

　自分のために下調べまでしてくれていたのだと察し、驚きのあまりなにも言えなかった。




　タクシーが停まったのは、約二十分後。

　ヴォルフが食事に選んだ店は、これも予想外な寿司屋だった。

　なぜかというと、ほとんどのドイツ人には生ものが不評だったからだ。

　優子は自身が留学する前に、日本に留学してきていたドイツ人学生と関わることがあった。それがきっかけで留学先にドイツを選んだわけだが、学生数人は口を揃えて寿司が苦手だと言っていた。

　その印象が強かったため、ヴォルフが調べて訪れた店が寿司屋だったときは、まだ寿司を口にしたことがなく、興味本位で選んだのかと思った。

　しかし、おいしそうな顔で頬張るヴォルフはどうやら寿司が好物らしい、と驚いて見ていた。




　そしてふたりは寿司屋の次に、一軒のバーに入る。

　注文したカクテルはヴォルフの瞳の色と同じ。キリッとした味までヴォルフという男の雰囲気に似ていて、優子はこっそり笑ってしまった。

「お寿司、好きなんですね。驚きました」

　優子の言葉に、ヴォルフは「Ja（ああ）」と満面の笑みで答える。

「でも、タコとイカはダメだけどね」

　優子は、おどけて笑う彼に、出会ったときよりも打ち解けていた。

　だが、相手は友人でも先輩でもなく、大切なお客様だ。笑っていたものの、切り出しづらそうに困った目をヴォルフに向ける。

「あの、先ほどの食事代、払います」

「いらないよ。当たり前だろう？」

　彼は黄金色の髪を揺らし、青い瞳を細めて断る。

　そういう返しが来るだろうとは予想していたが、だからといって、簡単に『ごちそうさまです』とは言えない。

「でも……洋服やお花までいただいたのに」

「それも、オレが贈りたくてあげたものだ」

　今でも、それらを受け取るべきではないと思っているけれど、ヴォルフに突き返すわけにもいかない。隣の席に置いたアヴェク・トワの紙袋を見つめ、落ち着かない気持ちを抱える。

　彼は花束に視線を移し、「あと三日か」と小さな溜め息をついた。

「市場調査も兼ねているとはいえ、正直初めは滞在日数が長くて憂鬱だった」

　グラスを照明に透かしてカクテルの色を眺めながら、苦笑する。優子がその横顔を見つめていると、不意にカクテルよりも深い色に変わったブルーの瞳がこちらを向く。

「でも、今は短く感じる」

　ガラスのような目に映し出された自分を瞬きもせずに見ていると、彼が真剣な顔つきに変わった。

「ユウコと会えたからね」

　そうして、ごく自然に優子の手を握る。

「単刀直入に言うよ。ユウコ、オレの恋人になってほしい」

　好意を持たれているのはわかっていた。けれど、まさかそれが恋愛感情だとまでは考えていなかったから、戸惑いを隠せない。

　さらにヴォルフは続ける。

「現実的には、三日後にユウコを連れていくことはできないだろうから、準備ができたらドイツに来てほしい」

　返事もままならないのに話を進められ、慌てて手を引っ込めて声を上げた。

「こ、困ります！」

　きょとんとした顔でヴォルフが「Warum?（なんで？）」と即座に返すと、優子はまたも言葉に詰まる。

　自分とは違って迷いのない言葉を発する彼に、圧倒されてしまう。

　ドイツ人は多くが自分の意見をきちんと伝えるということを思い出し、グッと顔を上げた。

「大切な人が、日本にいて……」

　その答え方には迷いがあった。

　今の言葉に嘘はない。しかし、強く言いきれるほどの自信がなかった。

　両親はかけがえのない存在だと心から思っているが、現実には家を離れ、連絡さえもまともに取り合っていない。

　そして心の中にはもうひとり、大きな存在――敦志が思い浮かんでいた。

　敦志こそ、ただ自分が一方的に思いを寄せているだけで、彼にとっては自分が日本にとどまろうがドイツへ行こうが関係のないことだと自嘲する。

　それに今日、敦志の提案を断ったのは、彼と距離を取ろうと思ったからだ。

　これ以上、好きにならないために。

　けれど、敦志が簡単に心の中から消えるはずもなく……。

　そういった揺らぐ思いがヴォルフにも伝わって、今のままでは諦めさせることは困難だった。

「もし、ユウコに恋人がいても、オレは奪いたいと思ってるよ」

　情熱を瞳に灯し、まっすぐぶつかってくる彼に心が乱されていく。

　結局、服も花も、ヴォルフの告白も、はっきりと断ることができないまま、彼との時間が過ぎていった。




　一夜明け、敦志は朝からずっと仕事と向き合っていたが、今でも悶々と晴れない気持ちが大半を占めている。部屋に籠りっぱなしのせいもあり、余計なことを延々と考えてしまっていた。

　頬杖をついていた腕をデスクから下ろし、ギイッと椅子に背を預ける。腕時計を見ると、もう夕方の五時を過ぎていた。

　昼の休憩もまともに取らずにいた敦志は、気分転換にと久方ぶりに部屋を出る。するとちょうど社長室から藤堂と芹沢が出てきて、背筋を伸ばした。

「お疲れさまです。どちらへ？」

「今日は、これから東海林しょうじさんに会う約束をしている」

　歩調を緩める気配のない藤堂に合わせ、敦志も一歩後ろを歩きながら尋ねた。藤堂は敦志に目も向けず進行方向を見たまま答えるが、淡々とした態度はいつものこと。

　エレベーターホールに着くまでの間に、テンポよく会話が交わされる。

「ああ。社長は社の担当会計士よりも、本当に東海林さんを信頼しているんですね。いっそ担当していただけるようにお願いしてみては？」

「……いつもあっさり断られる。企業は相手にしたくないらしい」

「なるほど。それでも、いつも都合をつけてお会いしてくれるのですから、社長と同じで本当は優しい方なんでしょうね」

「それは俺に対する嫌味か？」

　芹沢がエレベーターのボタンを押すと、すぐにドアが開く。藤堂はそれに乗り込み、ようやく敦志と向き合った。

「昨日は遅くまで付き合っていたんだろう。今日は早く帰れ、敦志」

「いえ、でもまだ残件が」

「お前のことだ。急ぐものはないんだろ。たまにはゆっくり顔を出してやれ」

　藤堂は敦志の言い分を却下し、ほんの少し表情を緩めた。

「望めばいつでも加か奈な子こさんの手料理が食べられるなんて、敦志は幸せだな」

　そう言い残されると、エレベーターのドアが閉まってしまった。

「……純一くんは、本当に優しいよ」

　ドアを見つめ、ぽつりと漏らす。少しして部屋に戻ろうと方向転換をした際、エレベーター脇の通路で人影が動いた気がして、眉を顰めた。

「……誰かそこにいるんですか？」

　いつもよりも低く、静かな声で問いかける。しかし応答はなく、廊下はしんと静まり返ったまま。

　それから数秒後。フロアの絨じゅう毯たんに影が伸びてきて、何者かが近づいてくる様子に警戒心を強める。注視していた細い通路から現れた姿に吃驚し、目を大きく見開いた。

「ゆ、優子さん……？」

　申し訳なさそうに身を竦め、両手を前に組んで俯くのは、確かに制服姿の優子だ。

「どうして、そんなところに……」

　呆然として疑問を口にする敦志に、優子は俯いたままおどおどと答える。

「申し訳ありません。声がして、咄嗟に身を隠してしまって……」

　彼女は仕事を終えた足で、昨夜のことを相談した方がいいのかもしれない、と敦志の元へやってきていた。

　ヴォルフがあそこまで強引だと、どう対処していいのか判断に困っていた。取引もあるだろうから、下手なことをして迷惑はかけられない、と。

　以前、上着を返した際、社員ならば副社長室も自由に訪ねて問題はないと言われたことを覚えていて、勇気を出してここまで来た。しかし副社長室へ向かう直前、前方から誰かがやってくるのに気づいて、思わず身を隠してしまったのだ。

　そして、つい先ほどの藤堂と敦志の会話を盗み聞きのような形で聞いてしまい、罪悪感に苛さいなまれて、姿を現すのを躊躇っていた。

（社長と副社長って、本当に親しい間柄なのかもしれない。でも、それよりも）

　目を丸くした敦志をチラリと窺い、重ねた自分の手をぎゅっと握る。

　脳内で繰り返されているのは、藤堂の声。

（さっきの社長の話だと……副社長には特別な女性がいるんだ。おいしい料理を作って待っていてくれる人が）

　敦志には恋人がいるのだと、雷に打たれたようなショックを受けていた。それは、社長である藤堂に親し気に名前を呼ばれる敦志が何者か、という疑問さえも忘れるほどの大きな衝撃。

　表情を取り繕う余裕もない様子の優子に、敦志はハッとする。

「もしかして、昨日、なにか……！」

　言いかけたところで、エレベーターのドアが開く。ふたりが話を中断して目を向けると、ベージュ色のエナメルパンプスを履いた細い足が降り立った。

「アツシ！」

　今にも敦志の胸に笑顔で飛び込んでいきそうなのは、ドリス。間近で彼を見上げ、今度は恥じらうような表情で「一秒でも早く会えてうれしい」と口にした。

　まるで恋人同士の再会シーンを目の前で繰り広げられ、優子はいたたまれなくなる。できればドリスには自分の存在に気づいてほしくはなかったが、それは叶わなかった。

「Guten Tag,Yuko（こんにちは、ユウコ）」

　至って普通の笑顔なのに、なんだか嘲笑われているような気分になってしまって直視できない。

「あ……す、すみません。私、失礼します」

「待って！」

　ドリスから逃げるように立ち去ろうとしたときに、敦志が優子の手首を捕まえた。ドリスが見ている中、優子は戸惑う顔で彼を見上げる。

　敦志は内ポケットから取り出した名刺に走り書きをし、彼女の手に握らせた。

「いつでも連絡してください。……本当に、いつでもいいから」

　ドリスの前でこんなことをしてくれるだなんて思いもしなかった。渡された名刺を揺らいだ目で見つめ、窺うような顔を向ける。

　優子の潤んだ瞳にもどかしい思いを抱えながら、敦志はドリスと共にその場を去っていった。




　名刺を両手で包み込むように隠し、更衣室へ向かう。定時を過ぎた更衣室には、ちょうど誰もいなかった。

　ロッカーも開けずに壁に寄りかかり、名刺にもう一度視線を落とす。

　そこには元々記載されている番号の他に、手書きの携帯番号。それはプライベートナンバーだと思った。

　名刺から、自身の右手首に視線を滑らせ、そっと触れる。

（名前を呼ばれて、触れられて……）

　思い出した途端、熱を帯びるその箇所。手首を握って胸に当て、顔を歪めて小さく笑いを零した。

「……欲深くなっちゃう」

　嫉妬する権利もないのに、ドリスや、見たこともない敦志の彼女にも妬やいてしまう。

（きっと、まだ言葉を交わしたこともないあの頃だったら……。ここまでの感情になることはなかったはず）

　知れば知るほど……近づけば近づくほど、喜びよりも苦しさが増していく。

　けれど矛盾しているのは、遠くから見ていただけの頃に戻りたいとは、単純に思うこともできないということ。

　目を閉じてスーッと息を吸い込んでから、ゆっくりと瞼を押し上げる。今一度名刺と向き合うと、携帯をポケットから取り出した。




　優子は着替えて外に出てもなお、ずっと携帯を握ったままだった。

　涼しい風に頬を撫でられながら、携帯に視線を落とすのは、もう何度目かになる。立ち止まっては指で触れ、表示される文字は【早乙女さん】。

　いつも『副社長』としか呼ぶことのない、敦志の名前。たかが名字ではあるが、携帯に名前で登録したのは勇気を出した行動だ。

　ふらふらした足取りで路上を歩きながら、先刻の言葉を思い出す。

（『いつでも連絡して』って言ってくれた。それにヴォルフさんのことは、彼がもうすぐドイツに帰ってしまうから、悠長にしていられないし）

　きゅっと口を引き結び、発信しようと指を伸ばすものの、最後の度胸がない。

　ヴォルフのことを相談するのは間違っているだろうか。そうだったとしても、ひとことだけ……いや、やっぱり……と同じ思考を繰り返す。

　携帯を見ながら考え込んでいたため、視野が狭くなっていて、すれ違う通行人と肩がぶつかってしまう。

「あっ」

　手から落とした携帯が自分のつま先にぶつかって、くるくると回転しながら前方へ滑っていく。慌てて手を伸ばして追いかけると、大きな手が携帯を拾い上げるのが見えた。上へ辿っていくと、ブルーの瞳と視線がぶつかった。

「ヴォルフさん……！」

　偶然の再会に思わず目を剥いて、その先の言葉を失う。

　携帯に気を取られていて彼の存在に今気づいたが、ヴォルフは少し前から優子に気づいていた。

　携帯と向き合いながら思い悩む顔と、切なげな瞳をずっと見て……。

　それは昨日の告白が原因かもしれない、と声をかけるのを躊躇っていたところに、優子の携帯が足元に来て今に至る。

　優子が礼を言いかけた矢先、ヴォルフが口を開いた。

「……サオトメ？」

「えっ!?」

　視線はディスプレイに向けているが、漢字表記だから読めるはずがない。それなのに言い当てられたものだから、驚いて狼狽えてしまう。

「あ、あの、それは……」

　ヴォルフは初対面のときにもらっていた名刺で字面を覚えていた。

　優子が日本語で珍しく慌てふためくのを見て、もしかすると敦志に思いを寄せているのかもしれないという考えが脳裏をよぎった。

　なかなか携帯を返してくれず、どう声をかけようか優子が悩んでいると、ヴォルフが目を疑う行動を取る。

「えっ？　ヴォルフさん、なにを……」

　まさか、とヴォルフの横顔を凝視する。彼は優子を無視して長い指先を携帯の画面に落とし、耳に当てた。

「や、やめて！」

　つい立場も忘れ、飛びかかるように手を伸ばす。しかし、上背があるヴォルフに携帯を触らせてもらえない。

　嫌な動どう悸きが走る中、優子の望まぬ展開になってしまう。

「Hallo（もしもし）」

　ヴォルフの発した声に、頭の中が真っ白になる。

　それは、着信があった敦志も同様だった。

『……あなたは！』

「ああ、やっぱりサオトメか」

　電話越しにドイツ語が聞こえた瞬間、張り詰めた声を上げる。

『なぜ？　この番号は日本のもの……まさか！』

　すると、ヴォルフは「さすが」と感嘆の声を漏らし、楽し気に口の端を吊つり上げた。

「その勘のよさ。キミはボスに好まれるだろう？」

『彼女は今、どうしているんですか!?』

　敦志の切羽詰まった声を聞き、ヴォルフはニッとさらに笑って、すぐそばの優子を見下ろす。

「オレと一緒にドイツに行こうって説得中」

　さらに敦志を挑発するように、「上司であるキミにも早めに報告しておこうかと思って」と付け加える。優子には、ヴォルフの低く囁くような声は、ところどころ聞き取れない部分があったが、だいたいの内容を理解して驚愕した。

（確かにまるっきり嘘ではないけど……！　でも、こんなふうに伝えたかったわけじゃない）

　愕然とし、もはやなす術もなくヴォルフをただ見つめるしかなかった。




　登録外の番号からの着信に、一旦席を外していた敦志は、血相を変えてドリスの待つ副社長室へ戻る。

「すみません！　私、急用ができまして」

　常に紳士的な対応をする敦志が取り乱す様子に、ソファに座っていたドリスは目を丸くし、責めるわけでもなく落ち着いた声色で尋ねる。

「お仕事で、なにかあったのですか？」

　それに対し、敦志が「Nein……（いえ……）」とひとこと否定すると、聞きづらそうにドリスが言った。

「女性……とか？」

「……本当に申し訳ありません。改めて、必ず時間を取りますので」

　奥歯にものが挟まるような答え方に、ドリスは不穏な空気を感じ取る。しかし、それ以上は踏み込ませてもらえない敦志のオーラに、仕方なく引き下がった。




　ドリスがタクシーに乗り込むのを見送り、敦志はすぐさま駆け出す。

（優子さんの携帯を使うだなんて、普通では考えられないことだ）

　しかも、相手は強引だと言われるヴォルフ。冷静でなどいられるわけがない。

　敦志は優子に初めて声をかけた駅付近へ向かうが、姿は見当たらない。

（ちくしょう……！　せめてどの辺りかわかれば、ヴォルフの容姿なら探しやすかったのに！）

　ギリッと奥歯を噛み、すぐそばの電柱に拳を一度打ちつける。左手の痛みを感じる間もなく、思い立ったまま携帯を取り出した。

（ダメ元で、もう一度かけてみよう）

　手早くロックを解除し、先ほど着信があった番号へ折り返しかけ直す。コール音を期待していたが、電源が入っていない旨のガイダンスに、眉間の皺はより深くなっていく。

　険しい顔で、今度はヴォルフの携帯に電話をかける。もちろん、それに彼が出るはずもなく――。

「……くそっ」

　八方塞がりになり、悪態をついて唇を噛んだ。

　必死に頭を回転させ、どうしたらいいかを考えるが、すぐに行きづまる。

（ダメだ。知らないことが多すぎる）

　視線を落としたまま、その場でしばらく立ちつくすものの、再び顔を上げたときの目は諦めている様子ではなかった。

　改めて一歩踏み出し、迷うことなく、ある場所へ向かう。

　それは、唯一知っている優子のアパートだ。

　タクシーに乗っても気持ちは落ち着かず、信号に捕まるたびに飛び出して走りたくなる衝動を懸命に堪えていた。




　運転手に無理を言い、限界まで急いでもらって辿り着いたときには、ヴォルフと通話をしてからすでに一時間以上が経過していた。

　タクシーを降りるなり、駆け足で優子の部屋へ向かい、インターホンを二、三度続けて押す。

「優子さん！　早乙女です！　いませんか!?」

　敦志の呼びかけに、なにも返事はない。彼女の不在に落胆し、玄関に背を預けて項垂れた。

（……オレは、どうしてこんなに必死になっているんだろう）

　素性も知られている世界的に有名なメーカーの社員。しかも社長の孫だ。妹まで同行している出張で、まさか罪など犯しやしないだろう。一緒に食事でもして、観光に連れ回しているだけかもしれない、と冷静な頭で考える。

　それでも払拭できない、この思いは……？と理由を探せば、いくつか挙がった。自社の社員だから、とか、ヴォルフとの接待に同席をお願いしたのは自分だから、とか。

　けれど自分を今突き動かしている衝動は、もっと単純なもののような気がする。

　空を仰ぐと、いつの間にかこんなに暗くなっていたのだと初めて気がついた。自分の無力さをここまで痛感したことはなかったと、夜空に向かって顔を苦渋にしかめていると、耳に微かな足音が届いて視線を戻した。

「……副社長？」

　聞こえた小声は、優子のもの。

　優子はいるはずのない敦志が、仄ほの暗ぐらいアパートの軒下で虚ろな瞳を夜空に向ける様に驚倒し、少し手前で足を止めていた。

（なんで、こんなところに……）

　驚きのあまり、足どころか指一本も動かせない。敦志をジッと見つめるが、その心中では会えた喜びよりも、電話の件での気まずさの方が勝っていた。

　弁解したいことは、たくさんある。

　さっきの電話はヴォルフが勝手にしたものだということ。彼が話した内容に、自分は同意したわけではないということ。

　しかし、なにを差し置いてもまず伝えたいと思ったことは、先ほどヴォルフと一緒にいたのは偶然であって、決して約束をしていたわけではないということ。

「あの、私……」

　目を泳がせながら、なんとか伝えようと震える唇を小さく開く。しかし、その先の言葉が優子の口から出ることはなかった。

　それは、伝えたいことがうまく纏まっていなかったからではない。顔を上げたときに、敦志に抱きしめられていたからだ。

　敦志は呆然としている優子の背に手を回し、さらに力を込める。優子は瞬きも忘れるほど、彼の力強さに頭の中が真っ白になっていた。

「あの後、携帯が繋がらなかった」

「えっ」

　胸の中で指摘されると、短く声を上げ、バッグに放り込んだ自分の携帯を思い出す。

　先刻、ヴォルフは敦志との通話を終えても、すぐには携帯を返してくれなかった。

　携帯を手にしたまま、『食事でもどう？』などと白々しく誘われたが、当然耳も貸さずに、奪い返してきた。その際、毅然とした態度を見せていたものの、実際はまだ衝撃的な出来事に混乱していた。そのため、携帯を確認することなく、そのままバッグに突っ込んで走り去ってきたのだ。

（あのとき、すぐ返してくれなかったのは、電源を切っていたのかも）

　確固たる証拠がないため、そう説明することなどできない。いや、仮にそうであったとしても、そんな言い訳がましいことを口にする勇気もない。

　優子が口を噤むと、敦志は打って変わって穏やかな声で尋ねる。

「……なにも、なかった？」

　その声は優しいだけではなく、本当に心配をしてくれていると感じられる。

　優子はあんなことがあったにもかかわらず、一瞬それを忘れて胸をときめかせてしまう。

「は、はい」

「よかった……」

　未だに腕の中に閉じ込められ、赤面する顔を敦志の胸で隠して答えた。彼は心底ホッとして、抱きしめている手をふっと緩める。

　身体は少し離れたはずなのに、さらにドキドキと胸が高鳴っていく。

（どうして、こんなことになっているの……？）

　頭の中は、ヴォルフのことではなく完全に敦志一色。

　敦志は一切自分の方を見ようとしない優子に、なんとも言えないもどかしい思いを抱き、気がつけば腰を引き寄せていた。

　再び敦志の胸に鼻先をうずめる体勢になり、心臓が破裂しそうに激しくなる。彼は優子の気持ちも知らず、難しい顔でぽつりと言った。

「ひとつだけ、確認させてほしい」

「え……？」

　顔は見えずとも真剣な声はわかり、戸惑いながら小さく聞き返す。初めて耳にするような声色に、感情が見えず、身体を強張らせてしまう。

　硬い声で聞かれることはなんだろうかと、混乱している頭をフル回転させても見当がつかない。

　先ほどまでの甘いときめきが、ビクビクとした動悸に変わった、そのとき。

「優子さんは、ヴォルフ氏のことが好き？」

　敦志の口をついて出た質問に、目を剥いた。さすがに驚きすぎて、抱き留められているのも構わず顔を上げる。

　見上げた先には、深い色の瞳。その目はぶれることなく、自分をまっすぐ見下ろしている。真剣な気持ちが表れている瞳から逃れられない。

　掠れた声で、どうにかひとこと絞り出す。

「い……いえ」

　しどろもどろに思われるような答え方をしてしまったのは、敦志の熱を帯びた視線にあてられたからだ。

　案の定、敦志は勘違いをし、疑念のままさらに問い質ただしてしまう。

「本当に？　副社長オレの前だから言えないのではなく？」

（副社長……？）

　あまりに今までと様子が違い、困惑して見つめていると、さらに言葉を重ねられた。

「……嘘はつかないで」

　懇願するような言い方と、ほんの少し揺らいだ目。

　思い違いかもしれないが、敦志の中の不安や葛かっ藤とうが感じられた気がして、優子はそっと身体を離し、正面から向き合った。

　すると、まるでさっきまでの人格と入れ替わったかのように、いつもと同じ凛とした表情になる。

「いいえ。誓えます」

　はっきり口にした答えに今度は敦志が目を見開き、一度、睫毛を伏せた。そして再び黒曜石のような瞳を露わにすると、優子はその凛々しい表情に心を奪われる。

　気づけば、背中に回されていた片方の手が髪を掬い上げていた。

　黒く艶のある髪を、するりと広い手のひらから滑らせる。さらさらと落ちて揺れる髪が、夜の風に緩やかにさらわれていく。

　優子はくすぐったい感覚と共に、身体の芯を熱くした。

「じゃあ、彼からあなたを守っても、問題はないね？」

　目を僅かに細めて微笑む顔を、どういう気持ちで見ればいいのかわからない。

　単純に受け取れば極上の時間のはずが、優子の心には不安と疑念が募っていく。

（だって、今日、彼女がいるって知ったばかりなのに）

　今日、十五階で藤堂との会話を聞いてしまった。敦志には特別な女性が存在すると示唆するような言葉を。

　それなのに……と混乱させられる敦志の言動だったが、今までも上司としての責任だと感じてきたことがあったと思い返す。

　だけど、今回もそれと同じだというには、あまりに距離が近すぎだ。

　まさか、真面目で誠実そうな敦志が複数の女性を口説くだなんて想像もできないし、信じたくない。

　優子は真意を探り続けるが、答えに辿り着けぬまま、揺らいだ瞳にただ敦志を映し出すしかできずにいた。
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「あと二日、か」

　ホテルのロビーで外を眺めていたドリスが、ぽつりと呟く。

「どうした？　やけに物憂げな声だな」

　そこに背後から合流してきたヴォルフが、彼女を見下ろして小さく笑った。ドリスは不意打ちで声をかけられた動揺を取り繕うため、「なんでもない」と答えてフイッと顔を逸らした。

「サオトメに振られたか？」

　核心を突かれ、顔を背けたまま唇を噛む。ひと呼吸して気持ちを落ち着けると、ヴォルフを見上げて気丈に振る舞う。

「失礼ね。はっきりと言われたわけじゃないわ。ただ……彼の心には、別の女性がいそうな雰囲気があっただけ」

「へぇ。なぜ、そう思ったんだ？」

　ヴォルフは片眉を上げ、オーバーリアクション気味に尋ねる。ドリスは再び視線を泳がせ、ぼそぼそ答える。

「女には、そういう感知能力が備わっているのよ」

　長い前髪を掻き上げ、落とした視線の先に、昨日の敦志を思い描く。

　ヴォルフは向かいのソファに腰を下ろし、恋に悩む妹に冷静な目を向けた。おもむろに肘かけに手を置いて頬杖をつくと、長い足を組み、高圧的な態度で問い質す。

「その感知は、なにがきっかけなのかと聞いている」

　ドリスは鋭い視線に押され、苦虫を噛みつぶしたような顔で説明する。

「血相を変えて約束をキャンセルされ、そのときに女性が理由なのかと尋ねると、それに対してイエスともノーとも言われなかったわ」

　傷ついた目をして、膝の上に置いていた手をギュッと握った。ヴォルフは特になにかを答えるわけでもなく、変わらぬ表情でローテーブルを見つめる。

（それは、オレがユウコの携帯で電話をかけたからだろうな）

　冷静に分析するヴォルフの心理など気に留める余裕もないドリスは、手元を見つめて顔をしかめた。

「時間がなさすぎるのよ。それに、ここからドイツはあまりに遠いわ」

　悲痛な声を涼しい顔で聞き流し、ヴォルフが考えることは妹の恋愛話よりも自分のこと。

（これまでの経緯から、やっぱりサオトメはユウコが特別なのかもしれないな。もしかすると、ユウコも……）

　視線を斜め下へ落とし、敦志と優子の微妙な関係と双方の気持ちを想定する。それは決して自分に有利な結果ではないが、ヴォルフの顔にはドリスのような焦りは見えない。膝の上で手を組み、口の端を吊り上げて彼女を嘲笑った。

「だからって、簡単に引き下がるのか？　オレの妹のくせに臆病だな」

「これはビジネスじゃないわ。そう簡単に言わないで！」

　余裕顔のヴォルフに、ドリスはやや感情的に返す。「ふー」と息を吐き、睫毛を一度伏せたヴォルフが、次に青い瞳を見せたとき――。

「オレは、やれることはやりきるよ。……多少強引でもね」

　小さいときから今日まで近くにいたドリスでさえも目を見張ったその表情は、鳥肌が立つほど鋭利なものだった。




「営業二課の小こ林ばやしさんをお願いしたいのだが」

　優子よりもひと回り大きくがっしりとした身体と、細く鋭い目。そんな強こわ面もての男性が、野太い声でそう言った。

　今本の顔が一瞬引きつったのを見て、怯おびえているのだと察し、優子は応対を買って出た。

「小林ですね。失礼ですが、お客様のお名前を頂戴してもよろしいでしょうか？　すぐに連絡を取りますので、少々お待ちください」

　今本と比べ、微塵も動揺を見せずにニコリと笑い、物もの怖おじせずに対応する。速やかに案内を終えたのを横で見ていた今本が、目を丸くして言った。

「今の人、初めて見る人だったし……雰囲気とか見た目とか、すごく怖くなかった？」

「初めてですよね、やっぱり。メモしておかなくちゃ」

　ケロッとしながら、Ａ６のノートにサラサラとペンを走らせる横顔に、今本は感嘆の声を漏らす。

「ゆ、優子ちゃんってすごいよね。そういうところ、肝が据わってるっていうか。なんでかな？」

「えっ。そんなことないですけど……慣れてるっていうか」

「慣れてる？」

「あ！　いえ、なんでもないです」

　何気なく口にした言葉を繰り返され、慌ててごまかすように顔を横に振り、笑みを作った。

　今本は不思議そうな顔で首を傾げはしたが、深く追及せずに話を進める。

「だけど、そんなふうにしっかりしてるから、副社長も接待に同席させてもいいって判断したのかも」

　突然敦志の話題になってしまうと、すぐに反応できなかった。

　昨夜のことを、瞬時に思い出してしまって……。

　あれだけ見た目が怖い来客には顔色ひとつ変えなかったのに、敦志のこととなるとそわそわしてしまう。

「あ、終礼の時間だ。片づけして上がろっか」

　幸い、そんな優子の様子に気づきもせず、今本が腕時計を見て言った。

　優子は平静を装って返事をするが、今にも顔を両手で覆い隠してしまいそうだった。




　着替えを終えて更衣室を後にしてからも、優子の心は落ち着かない。

　その理由は、昨夜、ある約束を交わしていたからだ。

　――『明日と明後日あさって、私と一緒にいてください』

　敦志にそう頼まれてしまうと断れるわけもなく、ただ一度コクリと頷いた。

（今日と明日……。限定して言われたのだから、言うまでもなく他意はない）

　やはりこの約束も、敦志の善意と責任からきているものだと確信し、変な期待と緊張を取り除くために深呼吸をした。

　敦志からは、定時後すぐには仕事を切り上げられない可能性があるから、人通りの少ない裏口で待つように言われている。それは、社内での待ち合わせが一番危険がないと考えてのことだった。

　そんなことまで知る由もなく、エレベーターに乗り込むと階数表示を見上げ、胸に手を当てた。

（なかなか治まらない）

　深呼吸まで繰り返していたのに、未だに落ち着かない心臓。

　どんな理由にせよ、これから敦志に会うというのが原因だ。

　一階でエレベーターを降り、裏口へ向かう途中の分岐点で、呼ばれた気がして立ち止まる。顔を向けると、目に飛び込んできたのはブロンドヘア――ヴォルフだ。

「ユウコ」

　昨日、優子の携帯を使って敦志に電話をしたことなどなかったように、彼は今まで通り振る舞う。しかし、優子は警戒しながら「Hallo（こんにちは）」と挨拶を返した。

　訝いぶかし気な顔を見て、ヴォルフは「そんなに怯えないで」と弱々しく眉を下げる。

「昨日は本当に悪かった。ちょっと焦ってたんだ。ユウコの心をオレに向かせたくて」

　大きな身体を小さくして、元気のない声で謝る。優子は俯く彼を見上げ、厳しい顔つきで返す。

「そんなことを言われても……困ります」

「ああ。迷惑をかけたって反省してる。許してほしい」

　深々と下げられた頭を黙って見つめる。まだ微妙な気持ちが残ってはいたが、今もなお頭を下げ続けるヴォルフにひとつ息を吐いた。

「わかってもらえれば、それでいいですから。顔を上げてください」

　優子の慈悲の心に触れたヴォルフは、「Wirklich?（本当に？）」とうれしそうに顔を上げる。その笑顔に、昨日の件を水に流そうと決め、「では」と立ち去ろうとした矢先、彼に手首を掴まれた。

「今日は、ユウコを誘いに来たんだ」

　白い歯を見せるヴォルフに目を剥き、顔を背けて返答する。

「先約があって……」

「サオトメと急きゅう遽きょ、食事をすることになったんだ。彼が、ユウコも一緒にと言っていたよ？」

　ニッと口角を吊り上げるヴォルフに、目を大きくし、ぽかんと口を開ける。ドイツ語を聞き間違えたかと思うほどだ。

（ヴォルフさんと食事？　私も一緒にって……どういうこと？）

　動揺を顔に出さないようにはしていたが、まったく状況についていけない。

「オレ宛にメールでそう来ていたよ」

　半信半疑でいると、ヴォルフは苦笑して、「見せようか？」とポケットから携帯を取り出す。優子が返事に困っている間に、文面を表示してスッと差し出した。

　そこには確かに彼が言う内容と同じものがあり、署名は間違いなく敦志のもの。

　しかし、まだ疑心を抱いている優子は、ぽつりと尋ねる。

「……ドリスさんは？」

「ドリスも店で合流する予定……なんだけど」

　ヴォルフは携帯をしまい、腕時計に視線を落としながらお願いする。

「アイツ、つい最近道に迷ってサオトメに助けられたようだし、心配なんだ。早めに行って、なにかあったとき、ユウコにナビを頼みたくて」

（ドリスさんが副社長に？　もしかして、前にうちに来てくれたときの着信は……）

　疑心暗鬼になっていたが、ヴォルフの話には信しん憑ぴょう性せいがあると感じ始め、首を縦に振る。

　一定の距離を保ち、ヴォルフの後をついていき、正面のエントランスから外に出た。待機していたタクシーに乗り込むと、すぐに彼は携帯を耳に当てる。

　会話の内容から、相手がドリスなのだとわかると、やはり今回の話は本当だったのだと胸を撫で下ろした。

　その後は珍しく無言になり、車内の沈黙は少し重苦しく感じたが、気にしないように窓から景色を眺め続けていた。




　それから十数分経ち、左折したタクシーが徐行する。優子が辺りを見て目を丸くしたのと同時に停車した。ヴォルフがカードで支払って降車するのに続いて、急いで降りる。

　そこは都内でも有名なホテル。三十階以上ある建物を見上げ、上層部はこういうところで食事をしながら商談をするのが普通なのか、と驚いた。

「ユウコ、どうかした？」

「あっ、いえ……ここは有名なので知ってはいましたが、初めて訪れたもので」

「だったら、部屋も見てみるかい？」

「え？」

　ヴォルフのさらりとした返答に、固まってしまう。

　その間にも彼は、日本に滞在中ここを利用していて、有名なだけあってものも人も質がいい、などと説明する。ホテルを見上げながら次々と口にされる言葉に、優子の眉間には深い皺が刻まれ、みるみる不安な表情へ変わっていく。

（ヴォルフさんが滞在しているってことは、普通に考えたらドリスさんもいるんだよね？　だったら、迷う心配なんかなさそうなものだけど……）

　猜さい疑ぎ心しんに満ちた眼差しをヴォルフに向けたとき、優子のバッグから携帯の着信音が鳴る。ハッとして急いで携帯を取り出すと、ひょいと横取りされてしまった。

「なっ……！」

　まさか二度も同じようなことをされるだなんて思いもしなかったため、あまりの衝撃に言葉が続かない。呆気に取られ、ただヴォルフの横顔を凝視する。

　彼は今なお鳴り続ける携帯を冷静に見つめ、「ふ」と笑った。

「携帯は〝仕事の話〟の邪魔だからね」

　正面から妖艶な微笑みを向けられた優子は、かつてない焦燥感を抱いた。




　少し前にヴォルフからの電話を終えたドリスは、大きく息を吸い込んだ。ふかふかの絨毯に立つ自分の足元を見て、意を決して顔を上げる。そして、目の前の頑丈そうなダークブラウンのドアに手の甲を打ちつける。

「どうぞ」

　向こう側から返事が聞こえると、ゆっくりドアを引き、室内を覗く。そこには立ちながらデスクの上を片づけている敦志がいた。

「お仕事は終わったかしら？」

「ドリスさん！　なにかありましたか？」

　敦志は突然の訪問客に目を瞬かせ、スッと歩み寄る。ドリスは彼の姿を見て、ヴォルフに言われたことを思い出していた。

　――『やれることはやりきるよ』

　そう口にしていたときの兄は怖いとさえ感じてしまったが、今では、それに多少感化されている自分がいた。

（時間がなく、脈もなさそうな現状でアツシを振り向かせることは困難。それでも、可能性がゼロではないのなら……）

　ドリスはヴォルフに背を押され、今、敦志の前に立っていた。

「……あなたに会いたくて」

　ぽつりと吐露した告白に、敦志は目を大きくする。

　焦るように早々に気持ちを伝えた理由は、ヴォルフの密告にあった。

　先刻、ホテルのロビーでの別れ際に、敦志は優子が気になっているはず、と焚たきつけられていたのだ。

　とはいえ、ヴォルフのように強引になりきれず、自信もないドリスは、強張った表情で視線を逸らす。敦志はきゅっと唇を引き結び、まっすぐ向き合うなり頭を下げた。

「申し訳ありません」

　顔を背けていたドリスは、思わず敦志を見る。彼はその体勢のまま続けた。

「嘘をつく方が傷つけると思うので、はっきり言わせていただきます」

　迷いのない声で前置きすると、光を灯した黒い瞳をドリスに向け、真剣な面持ちで伝える。

「他に守りたい人がいるんです」

　ごまかすこともせずに真正面から言われてしまって、ドリスは言葉を失う。ぶれることのない敦志の瞳から目を逸らし、少し間を置いた後に小さく笑った。

「私が帰国するまで、嘘をついて適当に気を持たせていたらいいのに。契約に支障が出るとは思わなくて？」

　ドリスの言い方は、決して脅すようなものではない。

　すでに敦志の心を繋ぎ止める術はないのだと諦めて、苦笑いを浮かべていた。

「そういうことはできない性分のようで。ですから、初めて出会ったとき、あなたに言ったことも嘘ではありません」

　ドリスは薄いグリーンの瞳を大きくして、敦志を見た。

「『素敵な洋服ですね。あなたにとてもよくお似合いです』と」

　敦志が微笑みかけながら言うと、彼女は目を潤ませる。

「それにあなたは、プライベートをビジネスに持ち込む女性ではないはずですから」

　メガネの奥の目を柔らかく細める敦志に、「なぜ？」と聞き返す。

　フイッと顔を横に向けたドリスに、敦志が破顔一笑して答えた。

「だって、そうでしょう？　そういう方ならば、初めからもっと自己中心的に動いていると思います。少なくとも、兄であるヴォルフ氏を立てていたあなたからは、そういう部分は見受けられなかった」

　その言葉もまた、嘘や社交辞令ではないのだと感じ、ドリスはきゅっと唇を噛みしめ、長い睫毛を伏せる。涙をグッと堪えると、「ふ」と僅かに笑いを零した。

「……ずるいわ。そうやって、また人の心を惹きつけることを言って」

　ドリスの言葉に、敦志は申し訳なさそうな顔で俯く。

　つらそうに笑うドリスだが、敦志が正直に話してくれて清すが々すがしい気持ちになれた。

　切ない色に染まっていた瞳が、パッと冷静な目に戻る。

「そうだ。悠長にしていられないわ！　今日は、ユウコと約束してるのよね？」

「えっ？　なぜそれを」

　咄嗟に日本語を出してしまうほど、彼女の言葉に驚かされる。

「ごめんなさい。ヴォルフから聞いていて。急いでユウコに連絡してみた方がいいかもしれない」

　ドリスの暴露で、空気が一変する。敦志は緊迫した様子で携帯を取り出し、耳に当てた。

（まさか、社内から彼女を連れ出したのか？　油断した！）

　焦りを滲にじませて優子の応答を待つが、一向に出る気配がない。それでも電話を切らずにコール音を確認する敦志に、ドリスが声をかける。

「たぶん、私たちが宿泊しているホテルにいるはず。ヴォルフもトーキョーに慣れていないはずだから」

　敦志はそれを聞くや否や、携帯を一度耳から外し、重いドアを勢いよく開け放つ。

　見たこともないような慌てる背中を、ドリスは黙って見送っていた。すると、急いでいるはずの敦志の足がぴたりと止まり、彼女を振り返る。

「Danke schön!（ありがとうございます！）」

　その笑顔は、今までビジネス時に見せていたものとはまったく違う。

　遅れて廊下に出たドリスは、すでに敦志の姿が見えなくなった方向を見つめ、「そういう顔をもっと見たかったわ……」と呟いた。




「は、放してください」

　キッと睨みつけるような視線を送り、手を振りはらおうとする。しかし、がっちりと掴まれた手首は簡単に解放されなかった。

　敦志からの長い着信も途絶え、優子はヴォルフに絡まれていた。

　タクシーから降りて、エントランス前までの動線上。辺りには不運にも人がおらず、ロビーからも死角になっているところ。助けを呼ぶにも携帯は彼が手にしたままだし、取引先という関係上、やはり強く出られずにいた。

　ヴォルフは優子の抵抗をものともせず、じゃれ合っている感覚だ。そのため、仮に辺りに人がいても、もしかするとただふざけ合っているカップルのようにしか思われないかもしれない。

「嫌だ、と言ったら？」

　邪気のない笑みで返された言葉に驚いたものの、大きく混乱することもない優子は、グッと拳を作り、睨みつけた。

「あのメールは、嘘だったんですか」

　鋭い目で問い質されたにもかかわらず、ヴォルフは余裕顔で微かに笑う。

「ちょっとだけ、細工させてもらったかな」

「どうして、そこまでして……」

「その答えはカンタンだ。キミが魅力的だから」

　あっさり口にされた答えは、優子には到底理解し難いものだ。一瞬目を大きくさせたが、すぐに冷静な目つきに変わる。

　優子は泣くでも叫ぶでもなく、至って淡々とした口調で言い返した。

「……ドイツ語を話せる女性は、他にたくさんいると思います。なぜ、なにも取り柄のない私なんかに」

　傍から見れば体格差もあり、利き手も拘束されている優子が圧倒的に不利だ。それでも怯ひるむことなくまっすぐ立ち、ヴォルフと対峙し続ける。

　好戦的な優子にヴォルフは頼もしさを覚え、さらにニコリと笑った。

「そんなキミでも、オレへの返事ひとつで失うものがあるって思わないかい？」

　優しい顔と口にした内容とでは、あまりにギャップがある。怪訝な表情をする優子に、にこやかな顔を近づけた。

「別に、今回の契約はトウドウじゃなくてもいいんだよ。同じような会社は、いくらでもあるわけだし」

　挑発的な青い瞳に、さすがの優子も瞳を揺らがせた。やはり彼女は、自分のことよりも、会社や敦志を引き合いに出される方が冷静でいられなくなるのだ。

　それでも哀願することもせず、自分を立て直すと、しっかりした目でヴォルフを見据える。

　優子の射るような眼差しが、ヴォルフをゾクリと粟立たせる。その感覚に、彼は自分の目に狂いはなかったと改めて認識した。そして、ますます優子を手元に置いてみたくなる。

「それに、キミに取り柄がないだなんて思わない。むしろなにかあると感じる。一見か弱そうな、どこにでもいる女の子なんだけどね」

　優子の視線はずっとヴォルフから動かないが、単に睨みつけているだけではなかった。なにかのタイミングを計っているような雰囲気だ。

　それに気づかないヴォルフは、よりゆっくりとしたドイツ語で説得を続ける。

「今日、定時間際にも見ていたよ。近寄り難い風貌の男性に対しても、まったく動揺を見せなかった。……今と同じように」

　今日の仕事の姿まで見られていたのかと驚きつつも、頑として表情を崩さない。

　優子の凛々しい姿に、ヴォルフはぶるりと身体を震わせた。

「その目だ。揺るぎない、正義の目」

　楽し気に瞳を細めて言われると、優子が低い声で問う。

「……だったら、こんな脅し、私が許すとでもお思いですか？」

「だから、だよ。キミは人を犠牲になんかできないだろ？　それは、会社にしたって同じはずだ」

『犠牲』という言葉に、目を僅かに揺らしてしまう。

　ヴォルフは勝ち誇った顔でようやく手を解放し、次は優子の顎に添えた。前屈みになり、顔を近づけて至近距離で囁く。

「悪いようにはしないよ。ただ、キミをオレのものにしたいんだ」

　この誘いを断れば、会社が損失をする。家族や敦志は気になるけれど、現状として、自分が日本や今の会社にとどまらなければならない理由は存在しない。

（……だとすれば、首を縦に振れば丸く収まる）

　優子の考えが、ヴォルフの策略通り流されそうになった、そのとき。

　――『嘘はつかないで』

　脳裏に、敦志の顔が浮かび、心の奥で声が響く。

　すると、あれだけ悩み迷っていたのが嘘のように、勝手に口から言葉が出てきた。

「申し訳ありません。私はあなたについていくことはできません」

　ヴォルフは深々と頭を下げる優子を、驚いた目で見つめた。

「我がヒメル社を知らないわけではないよね？　キミのその答えと引き換えに、なにを失うか……わかっている？」

　あまりにはっきりと拒絶され、呆然としながらも最終勧告をする。

　優子はピンと背筋を伸ばし、芯の通った声で言った。

「自分に嘘はつけない。それに、そう約束した人がいるんです」

「……サオトメか」

　言い当てられた名前にピクリと反応を示しつつ、明確な答えを口にせぬまま、改めて一礼する。

「失礼します」

　踵を返し、颯爽とヴォルフの元を去っていく。黒髪を左右に揺らしている凛とした背中を見送るヴォルフは、「ふー」と長い溜め息をついた。

「どうやってアイツと会おうとしているんだ。今頃ドリスが連れ出しているのに」

　ホテルの壁に背を預けると、優子の携帯を視線の高さまで持ってくる。

「こんなものは、返してほしいと乞う必要もないってことか」

　携帯を手に失笑し、優子の後ろ姿をもう一度見た。

　角を曲がるのを見届け、視線を戻そうとしたときに、彼女の背後をついて歩く男に目が留まった。

（気のせいか……？）

　その黒い服装の男が妙に気になり、目で追うが、すぐに男も優子の後に続いて曲がり角へと消えていってしまった。
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　ヴォルフの元から去った優子は運よくすぐにタクシーを拾い、オフィスへと向かう。

　そう遠くはない距離に、『きっと会える』と何度も胸に言い聞かせつつも、流れる景色を落ち着かない思いで眺めていた。

　混雑していた道路状況から、目的地までおとなしく待てずに手前で降ろしてもらって駆け出す。

　オフィスに着いたが、午後六時半にもなれば、正面のエントランスは施錠されている。裏口へ向かうも、しんと静まり返っていて敦志の姿はなかった。

　副社長室へ行こうとエレベーターホールへ足を向けるが、すぐに立ち止まる。

（もし、社長や芹沢さんに遭遇してしまったら……）

　躊躇って、揃えた足に視線を落とす。ここに来て急に怖じ気づいてしまった。

（さっきの着信がもしも副社長からだったなら、私を探してくれているかもしれない）

　パッと顔を上げるが、そうかといって、連絡を取るにも携帯はヴォルフに取られたままだ。

　優子はなす術なく、初めの待ち合わせ場所である裏口を出たところでしゃがみ込む。

　見上げると、重い空気を感じる曇り空。そのせいもあって、すでに辺りは暗くなり始めていた。

　どんよりとした雰囲気が、まるで今の自分の心のようで余計に悲しくなる。

　――『なにを失うか……わかっている？』

　ヴォルフの言葉が不意に浮かび、うずくまって目をきつく閉じた。

（失うものなんて……）

　彼を拒否した今、優子が失うものといえば、藤堂の信用と自分の職かもしれない。

　敦志はきっと理解してくれるだろう。そうは思っていても、彼の足を引っ張ることには変わりないのだということに頭を抱えた。

（もっと冷静になるべきだった……？）

　目を閉じ、自分に問いかける。

　今の仕事は好きだけど、なににも代え難いと言えるほどではないかもしれない。だけど仕事を失って、もし次の職が見つからなかったら……。

　そうなってしまっても、父との確執がある以上、簡単には実家に帰ることはできない。そういったときに、頼れるような友人もいない。まして、彼氏なんて――。

　同じ年齢くらいの女性なら、きっと彼氏に助けてもらったりするのだろう。そんなことを考えていると、ひどく胸が痛んだ。

（副社長にそれを期待しちゃダメだ）

　敦志に抱きしめられた身体を自分で包み込むように、手を回して力を入れる。そしてゆっくりと目を開け、すっくと立ち上がった。

　苦しそうな表情で裏口に視線を注ぐと、くるりと背を向け、オフィスを後にする。

　目的地などなく、なにも考えずにただ進んでいった。

　赴くままにアスファルトだけを見てふらふら歩いていると、突然、視界の前方に靴が二足映り込み、足を止めた。異様な視線を感じておそるおそる顔を上げた先に、男ふたりが立ち塞がる。

　男たちは、眉を顰める優子にニッと笑いかけてきた。

「すみません、ちょっといいですか？」

　言葉は意向を窺うようなものだが、態度にはやや強引さがある。

　優子は抵抗する間もなく、ふたりに近くの路地へ押しやられた。

「君、ちょっと先にあるデカい会社の受付の子なんだよね？」

「やっぱり、受付に立つだけあって可愛い～」

「え……ちょっと、なんですか？」

　じりじりと詰め寄られながら、ふたりの男を見る。

　両方とも自分より少し年上のようだ。私服姿と髪が明るい茶色ということから、おそらく一般的なサラリーマンではなさそうだ、と考える。

　大学時代にも親しい友人のいない優子だから、当然まったく心当たりのないふたり。迫ってくる彼らを見上げていると、片方の男が鼻で嘲笑う。

「受付っていえば、花形ってやつだもんね。そりゃあ、いろいろ食っちゃうよねぇ」

「『食っちゃう』……？　いったい、なんのことを？」

　目を大きくして繰り返す優子に、もうひとりが言葉を続けた。

「あんた、あれなんでしょ？　上司とか、男なら誰にでも色目使っちゃうタイプ」

　その言い分に絶句する。

　いつの間にか行き止まりまで来て壁に背が当たり、逃げ場を失った絶体絶命の状況で、ただ男たちを見つめていた。

「て、ことで。なんつーの？　ちょっとした、制裁？」

　ポケットに両手を入れ、優子に顔を近づけると、ひとりの男はそう言って笑う。十数センチの距離で話をする拍子にかかった息が酒臭くて、優子は顔をしかめた。

「あんまり男ナメてると、痛い目に遭うって経験するのも必要でしょ」

「なに言っ――」

　トン、と顔の横に手が伸びてきて行き場を奪われると、間近で見下ろされる。ニイッと片側の口の端を上げた男を見て、ゾクリと背筋に冷たいものが走った。




　さっき優子がオフィスに着いていた頃、すれ違いで敦志がホテルに到着していた。

　タクシーを急いで降り、ドアマンの声かけも無視してロビーへ飛び込む。多くの人が行き交う広いロビーを見渡すが、ヴォルフの姿は見えない。

　フロントへ尋ねたところで、個人情報の問題から簡単には教えてくれないだろう。しかし、全部の部屋を確認して回るのは現実的に無理だ。

　逸はやる心を抑えきれず、とりあえずラウンジの隅々まで足早に歩いて回る。奥にカフェを見つけ、迷わず足を踏み入れた。

　ここでも笑顔でやってきたウエイターに目もくれず、真っ先に店内を見渡す。

　窓側のカウンター席にブロンドの男性の後ろ姿を見つけると、ウエイターの制止も聞かず、一目散に駆け寄った。

「オレの許可なく彼女に接触するな！」

　ヴォルフの背中に低い声でドイツ語を投げかけた敦志を、ウエイターは待ち合わせだと勘違いして持ち場に戻る。ヴォルフは特段驚く顔もせず振り返ると、再び視線を戻して答えた。

「やけに威勢がいいな。ボスの後ろに控えていたやつと同一人物とは思えない」

　クスッと笑い、優雅にコーヒーを口にする彼に、今にも掴みかかりそうな勢いで問い詰める。

「そんなことより、優子さんはっ」

「さぁね」

　ヴォルフの笑みが意味深に感じられてしまい、いても立ってもいられない。

　敦志が手早く携帯を内ポケットから取り出して、もう一度優子とコンタクトを取ろうとしたのを見たヴォルフは鼻で笑う。

「それはムダだよ。オレと電話したいなら別だけどね」

　嫌味を言いながら、テーブルの上にあった優子の携帯を拾い上げる。

　頼みの綱である携帯を見せびらかされ、敦志はギリッと奥歯を噛んで、いっそう焦る表情を浮かべた。

「なんでそんなに必死になる？　不安要因のオレは、ここにいるのに」

　ヴォルフは鬼気迫る様子を見て、純粋に疑問が湧いた。しかし敦志はその質問になにか裏でもあるのかと、訝し気な顔をする。

　まさか監禁などしているわけがないと思いつつ、優子の姿を見るまで安心できない。

　するとヴォルフが思い出したようにぽつりと口にする。

「それとも、他になにかあるのか？　だとしたら、さっきのやつは見間違いじゃなかったのか」

「さっきの……やつ……？」

　首を傾げる彼に、敦志の胸がざわついた。

「ああ。ただ似たような男かと思ったんだが」

「……いったいなんの話だ？」

　敦志は眉間に深い皺を刻み、目を細めた。ヴォルフも一変して真面目な顔つきをすると、考え込むように顎に手を添え、続ける。

「オフィスの前で見かけた男がさっきホテルの前にもいた気がして……。だけど、キャップを被っていたから顔を見たわけじゃないし、同じような服装の男はごまんといるし、他人の空似かと」

　初めは、オフィスから優子を連れ出してタクシーに乗り込む直前に、何気なく視界に入っただけだった。全身黒っぽい服装で、自分ほどではないが背が高そうだ、と目に留まったが、男はすぐに建物の陰に消えてしまった。

　その男と似たような人物が、オフィスから少し離れたこのホテル付近にもいた気がするというのだ。

　敦志の顔色はみるみるうちに青くなり、血相を変えてヴォルフの胸ぐらを掴む。

「その男は、それからどうした!?」

「え？　いや、だから、ユウコと同じ方向に……」

「どんなやつだ!?　服装は？　見た目は!?」

「おい、落ち着けよ。ユウコはキミに会いに行ったんだろう？　だったら、思い当たる場所はないのか？」

　さすがのヴォルフも戸惑った声を出し、敦志を見上げた。

　怪しい人物に心当たりはない。しかし、優子自身が謎だらけだ。それが最大の不安材料であり、敦志が衝動に駆られる理由でもある。

（なにか自分の身に起きることを想定して、一線を引くような態度を取っていたのだとしたら……？）

　とにかく、まずするべきことは、優子の安全確認。

「オフィスだ！」

　弾かれたように顔を上げて言うや否や、カフェ内の客をすり抜けて走り出す。ヴォルフは近くにいたウエイターにルームナンバーを伝え、すぐさま後を追いかけた。




「へぇ。いい度胸してるんだな。『助けて』って叫ぶわけでも、泣くわけでもないのか。それとも、恐怖で固まった？」

　優子は変わらず窮地に立たされていた。退路を断たれたにもかかわらず、怯える様子を見せることもせず、目の前の男から瞳を逸らさない。

　男たちはその態度を、ただの強がりだと受け止めていた。

「だけどもう少しわかりやすく怖がってくれなきゃ。俺ら、カッコつかないじゃん？」

　そう言って、ひとりの男が優子の顔へ手を伸ばしかけた。視界の隅にそれが近づいてくるのを見て、優子が右手を動かそうとした、そのとき。

「彼女から離れろ！」

　駆け寄る靴音に続いて威勢のいい声が割り込み、その場にいる全員が振り向いた。

　男たちは一瞬焦って目を剥いたが、近づいてくる人間が警察ではなさそうだとわかると、睨みを利かせる。通りから現れた人物に優子は目を疑った。

　皺のないピンとしたスーツに、シルクのネクタイ。そして、怜れい悧りな顔立ちを際立たせるシンプルなメガネ。

　紛れもなく、恋い慕う敦志の姿。

「ふっ、副……！」

　優子は思わず『副社長』と言いかけ、口を噤んだ。瞬時に冷静な判断が下り、彼の身元がバレることを懸念したためだ。

　この状況で咄嗟にそこまで考えられるのに、敦志に対しての動揺は消えぬまま。

（今の声……副社長だったよね？）

　さっき聞こえた声は、ビクリと大きく肩を上げてしまうような鋭さとすごみがあった。それは温厚な敦志からは一切想像できないもので、たとえ男であっても怯むだろうと感じた。

「聞こえなかったのか？　それとも、理解できないのか」

　コツッとまた一歩踏み出して言う声は、初めよりは落ち着いた声色。だが、目を見れば怒りを滲ませていて、触れた瞬間に斬りつけられそうな雰囲気だ。

「……なんだと？　お前、誰だよ。ひ弱そうな優等生メガネくんのくせして、女を助けるって？」

　優子に手を出しかけていた男は挑発に乗り、方向転換をして敦志へ歩み寄る。もう一方の男の意識も敦志に向けられていた。

（とりあえず、彼らの目はオレに向いた。でも、どうするか？　啖たん呵かを切ったはいいものの、目立つ行動は控えないと）

　藤堂に迷惑をかけないようにしなければと、うまく収拾をつける方法を考える。しかし、その答えが弾き出される前に、ひとりの男が拳を振り上げた。

（まずい！）

　心の中で、そう漏らした瞬間。敦志は正面で起きた一瞬の出来事に目を奪われる。

　後方から素早く距離を詰めた優子が、振り上げかけた男の腕を捕らえたのだ。

　瞬く間に腕の関節を取ると、二秒の間に払い腰でスパッと男を投げる。背中から転ばされた男が痛みに顔を歪めたところで、真上から右の拳で突こうとしたが、それを鼻先で寸止めした。

「……く……っ」

　敦志は空気を切る音を耳で感じ、その鋭い突きを瞳に映していた。

　目の前で大の男を軽々と下敷きにする彼女は、本当にいつも穏やかに笑っている彼女だろうか。

　呆然として見つめていると、奥にいたもうひとりの男が優子に襲いかかろうとしているのに気がつき、声を上げた。

「優子さんっ！」

　優子は敦志の声かけよりも僅かに早く、後方にいた男の行動を察知していた。

　男の拳が顔を目がけてやってきたときには、すでに体勢を立て直していて、一歩前へ踏み出し腕を捕らえる。あっという間に男の勢いを利用して引き崩すと、うつ伏せの状態で利き手を後ろに回して拘束した。

「ぐっ……」

　男が苦し気な声を漏らした横で、初めに投げられた男が起き上がる。彼はたじろぎ、後退ってひとこと呟いた。

「な、なんだよ、こいつ……こんな話、聞いてないっ……！」

　足をもつれさせながら敦志を横切り、一目散に逃げ出していく。

　優子がその様子を見て手を放すと、残されていた男は一度睨みつけるだけで、走り去っていった。

　薄暗い路地から通りに目を向けていた優子を、敦志は食い入るように見つめる。彼女は敦志とふたりきりになり、『やってしまった』と唇を噛んで、まともに目を合わすことができずにいた。

　それでも肌で感じる敦志の視線に、ある言葉がフラッシュバックされる。

　――『お前のこと、守る必要ねぇじゃん』

　昔言われたその言葉と同じように思われているに違いない、と目をきつく閉じた。

（副社長に見られた……。だけど、こうするしかなかった）

　突然襲われた理由は定かではないが、絡まれてしまった以上、敦志を巻き込むわけにはいかない。ただその一心で、身体が動いてしまった。

　自分がなにか問題を起こしても、敦志と違って会社的にはそう大きなことにはならないはず、とあの短い時間に判断したのだ。

　未だになにも言ってもらえないのは、相当な衝撃を与えたからだろうと思い、乾いた笑いを漏らす。

「……驚きましたよね」

　瞼を静かに開いて、いつの間にか脱げていたパンプスを履き直し、顔を上げずに自分の話を始める。

「私の実家、〝誠せい道どう塾〟という流派の空手道場で……小さい頃から高校を卒業するまで、私も父親に習っていたんです」

　俯いて小さく笑いを零すが、目は笑っていない。今にも落ちてしまいそうなひと滴しずくが、かろうじて下睫毛に乗っている。

　敦志は涙に引き込まれるように一歩近づいた。けれど、優子はそれに気づきもしないほど、必死でこの場を取り繕っていた。

「……だから、こんなとき、つい身体が動いてしまって」

　優子は笑うことで、泣くことを堪える。黙ってしまうと途端に涙が溢れそうだから、次々と言葉を重ねていく。

「こんなところで人を投げるくらいなら、おとなしく父親の言うことに従って、実家に帰った方がいいですよね。こんなことを知られたら、だいたいみんな怖がって離れていきますし」

　空手を身につけた理由は、以前敦志にも吐露した子どもの頃のいじめが根源だが、その胸の痛みは風化している。優子には、他に今でも苦しくなる思い出があった。

　高校の頃。実家の父親が割り込んだせいで別れることになった彼氏に言われた言葉。

　付き合い始めてから優子が空手の有段者だと知った彼氏は、騙されたと言わんばかりの目を向けてきて……。

　――『今まで、か弱そうなふりして、嘘ついてたんだ。男の立場がなくない？　俺、凶暴な女とかやだし』

　そんなきつい言葉を浴びせた挙句、事実をかなり脚色されてクラスメイトに広められた。その後、男子だけでなく女子からも距離を置かれていたわけは、危険だと思われていたため。

　その〝危険〟とは、技をかけられる危険ではなく、巻き込まれる危険だ。

「今さら白状しますと、副社長に初めて声をかけていただいたときも、そうだったんです。ファスナーが壊れるくらいの横蹴りを披露しちゃって」

　優子の正義感の強さは昔から。噂がたってしまっているのだから、おとなしくしていればよかったものの、なにかトラブルを見かけると黙っていられなくなってしまう。

　彼氏に振られた後、不運にもそういう場面を目撃され、さらに立場が悪くなった。一歩間違えれば相手が逆上してくる可能性だってあり得るだろうと、女子に敬遠されていたのだ。

「なるべくおとなしくしていれば傷つかないのかなって……でも、これって、まわりに嘘をついているのと同じですよね」

　自分が本当のことを言えないせいで、遠慮して他人に近づくことができない。

　それと、やっぱり避けられるのは悲しいから。

　もう二度と、同じ痛みは味わいたくなかったから。

「見えないところで結局乱暴しているし、こんな人間じゃ誰も……」

「わかってるよ」

　知らぬうちに間近にいた敦志に驚き、顔を上げる。

　自分を見つめる彼の目は、軽蔑などしていない。だが、先ほど一部始終を見られてしまって不安しかなかった。

　揺らいだ目に敦志はそっと手を伸ばすと、優しく微笑む。

「優子さんは決して、理由なくそんなことはしない。あの日の朝も、おそらく誰かを助けたとかなんだろう？」

　敦志の予想は正しかった。あの日は通勤中の電車で、近くにいた女の子を助けるために痴漢を撃退したのだ。

（こんな私を受け入れてくれているの……？）

　無条件で自分のことを信じ、肯定してくれた人は初めてだ。

　涙を浮かべたまま、滲んだ視界に敦志を映し出す。潤んだ目尻に、彼は軽く曲げた人差し指でそっと触れた。

「だって、あなたはとても強くて、優しいから」

　たった指一本触れられただけなのに、その温かさに思わず気が緩む。

　敦志の人差し指から手の甲へ、優子の涙がひと筋伝った。

「でも、オレの前では強がらなくてもいい。泣いてもいいんだよ」

　自分でもなぜ泣いているのか、明確な理由がわからない。けれど温かな手に引き寄せられると、理性が決壊してしまい、感情のまま頬を濡ぬらす。

　強く優しい腕の中にいるこの瞬間が、愛おしい。

　こんなに幸せを感じるのは、後にも先にも今だけかもしれない。

　身体に伝わる温もりに、このまま時間が止まればいいなと思ってしまう。

　もしくは、戻ってくれないだろうか、と願う。

　――一番胸を高鳴らせていた、二秒前に。

「……ごめんなさい」

　唇を噛み、今にも嗚お咽えつしそうなのを堪えて声を絞り出し、敦志の胸を突き放す。そして一度も顔を見ることなく、その場を走り去っていく。

　敦志は優子の言動の意図が読めず、戸惑いを隠せなかった。彼女が走り去った方向を呆然と見つめ、ようやく我に返って後を追う。

　暗い路地から通りに出た瞬間、立ちはだかるように黒い影が現れた。

「ヴォ、ヴォルフ……!?」

　敦志は、ここまでついてきていたはずのヴォルフがいつの間にかいなくなっていたことに今頃気づく。

「今までどこに――」

「この子、陰からユウコたちを見てたよ。逃げ出したのを捕まえた」

　敦志の言葉尻に被せ、ヴォルフがそう言ってひとりの女を目の前に突き出す。腕を引っ張られてきた女に、敦志は目を大きくさせた。

（この女性は……どこかで見たような）

「この間、ユウコを囲んでいた女のひとりだ」

　ドイツ語を交わすふたりがなにを話しているのかわからない女は、肩をすぼめて小さく震えている。

　敦志は記憶を辿り、エレベーターホール付近で見かけた女性社員だと把握すると、ついカッとなってしまう。

「もしかして、あの男たちを差し向けたのは！」

「……しっ、知りません！　私はっ……たまたま」

　後ろにはヴォルフ、前には敦志。逃げようがない女は途中で口ごもり、目を泳がせる。それでもなお言い逃れをする方法を模索している様子の女に、敦志が淡々と口にする。

「動きや声に動揺が見られる。目もまったく合わせられていない。今のあなたは、どう見ても嘘をついているようにしか見えませんが」

　普段、穏やかで優しいと知られている敦志に、一切の情もかけられずに厳しく指摘され、女は身体を強張らせる。

　敦志は構わずに冷酷な視線を向け続け、一気に畳みかけた。

「先ほど、片方の男が『こんな話、聞いてない』と漏らしていた。それは〝首謀者〟が他にいるということだ」

　無表情で言葉を並べる敦志をヴォルフは静観する。

（サオトメみたいな普段は温厚そうなタイプこそ、怒らせると、一番怖いのかもしれないな）

　女相手でも容赦なく声を低くする様を見て、そう思う。

「なんなら、どんな手を使ってでもさっきの男を捕まえて、問い質してもいいんですよ。……後から知られる方が、罪は重くなることをお忘れなく」

　敦志の冷たい目と声は女を戦せん慄りつさせた。小刻みにカタカタと身体を震わせ、乾いた唇を小さく開いて白状する。

「す、すみません……っ！　この間、あの子が全然動じなかったのが面白くなくて。そしたら偶然、彼女を見かけて……一緒にいたさっきの男にそれを話したら、あの男たちが悪ノリして……。ちょっと困った顔を見られるならって、つい……話に乗ってしまって」

　俯いて蚊の鳴くような声で説明された内容に、敦志は軽蔑した眼差しで答えた。

「悪ノリ、ね。それを陰で見届けていたあなたも、もちろん同罪です。処分は追って〝営業部〟に通達します」

　情状酌量の余地もないと判断し、最後まで厳しい目を女に向けた。女は『営業部』と断定されたことに、身バレしているのだとわかって背筋を凍らせる。

　敦志が一歩下がり、道を空けた途端、女は真っ赤な顔をして横切っていく。人混みを縫って駆けていく後ろ姿を、敦志とヴォルフは黙って見ていた。

「言ってることはわからなかったけど、ひとまず一件落着ってところかな？」

　ヴォルフが右手の親指をジーンズのポケットに引っかけ、空いた方の手で頭を掻くと、溜め息交じりに言った。

　敦志はあのとき、彼女たちが話していた内容を覚えていた。

　偶然にもひとりだけ、『結花』と名前を出されていた人物が、ついさっきまでいた女だった。名前と部署がわかっていれば、焦って追いかける必要もない。

　しかし、優子を襲った犯人も、なぜ襲われたのかもはっきりしたはずなのに、敦志の顔は浮かないまま。

　ヴォルフが背を向け、襟足に手を添えて小首を傾げる。

「だけどオレが見た男は、さっきの男たちのどちらとも違う気がするな……」

　ひとりごとのようにぽつりと漏らされた声は、いつもの冷静な敦志であれば耳に届いていただろう。けれど、今は別のところに気がいってしまっていて、ひとりの世界に没入していた。

（なぜ、さっき、優子さんはオレに謝ったんだ……？）

　先刻の苦しそうな顔で去っていった姿が、頭から離れない。

　優子の本当の笑顔を見るまでは、この靄もやのかかった気持ちは晴れることはないと思うと、どうしても今すぐに会いたくなってしまう。

　あの遠慮がちに笑った顔が好きだ。真面目に受付に立つ横顔も好きだ。

　そして、ひっそりと涙を流す姿にもどかしい思いにさせられて、細い身体を抱きしめたくなる。優子を思い返しては燻くすぶる気持ちに、微動だにしなかった。

　横目で観察していたヴォルフは、明らかに様子がおかしいと思いつつ、話しかける。

「ところで、ユウコはどうしたんだ？　さっきの子を捕まえて戻ったら姿が見えないんだが」

　辺りをきょろきょろと見回し、改めて敦志に問いかける。

　そんなことは敦志が一番知りたい。電話をしようにも、優子の携帯はヴォルフが持ったままだ。

（どうして、捕まえたと思ったら、またいなくなるんだ）

　数分前。確かに、この手の中に彼女はいたはずなのに――。

　自分の手のひらを見つめ、メガネの奥の瞳を揺らす。

　その手をグッと握りしめて視線を上げたところに、敦志の携帯が鳴り響いた。
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　夜道にこだまする着信音。敦志はそれが自分のものだとわかると、もしかして優子からかもしれない、と慌てて携帯を取り出した。しかし、その期待は呆気なく打ち砕かれ、唇を噛んで電話に出る。

「はい。早乙女です」

『芹沢です。突然申し訳ありません』

　着信の相手は、部下である芹沢だ。敦志は取り乱していた様子を微塵も見せず、落ち着いて応答する。

「いいえ。なにか急用でしょうか？　電話をくださるのは珍しいですね」

『退社された後なのに、すみません。でも……少し気になったものですから』

「どうかされましたか？」

　仕事の話か、とヴォルフは隣で何気なく眺め、敦志はその視線に背くように横を向いて、芹沢の声を聞く。

『私は今、残業中なのですが、先ほど鬼崎さんの代理と名乗られる男性から、副社長宛に電話がありまして』

「……なんだって!?」

　敦志らしからぬ驚いた声を上げ、表情を一変させる。

「鬼崎さんの代理って、いったい誰なんだ!?」

『申し訳ありません……。名前を聞く前に通話を切られてしまいまして』

「用件は!?」

　矢継ぎ早に質問をすると、それまで迅速に答えていた芹沢の声が途切れる。そして、言いづらそうに答えを口にした。

『それが……本日付で退職したい、と』

「た、退職……？」

　受話口から聞こえた言葉に愕然とし、固まってしまう。

　このタイミングで『退職』と聞くと、信憑性は多少あるのかもしれないと思ってしまった。それはやはり、さっきの優子との別れ方が原因だ。

　嫌な予感で動悸が激しくなる中、なにかを秘めたような彼女の表情が鮮明に蘇る。

『ただ、鬼崎さんご本人ではないですし、なぜか人事部ではなくこちらに直接電話がきましたし……。まして、こんな時間だったので気になって。まずは最近親しそうな早乙女さんに一報をと思ったんです』

　敦志は少し考えるように路地の奥へ視線を向け、視点を戻して口を開く。

「すぐに彼女の自宅へ行ってみます。それと一応、彼女と同じ部署の方に、最近変わった様子などなかったかを確認してみていただけますか？」

『承知いたしました』

　電話を終えると、ヴォルフのことなど見向きもせずにその場から移動する。しかし、歩き出した敦志の肩をヴォルフはグイッと捕まえた。

「『オニザキ』と聞こえた。ユウコに関わる電話だったんだろう？　彼女がどうかしたのか？」

　真剣な顔つきで聞かれても、一切口を割る気はなかった。けれどヴォルフは肩から手を放すどころか、爪が食い込むくらいに力を込めてまっすぐ見つめてくるため、根負けする。

「彼女の代理という人物から、退職したいという連絡があったらしい」

　まだ混乱している頭でどうにかドイツ語に訳した答えに、ヴォルフはぽかんと口を開けた。

「代理って……誰なんだ？」

「そんなこと、オレが知るか」

　すでに敦志は、ヴォルフに対して私情を抑えることをやめている。

　そのため素っ気ない返答にもなるが、ヴォルフもまたそれを受け入れていて、まったく気にしていない。

「……なんだ。ユウコ本人からの連絡だったら、オレと一緒にドイツに行く気になったんだって思ったのに」

　飄ひょう々ひょうとまだ優子を諦めていない旨の発言をされ、敦志は内心苛立ちを覚える。肩に乗せられていた手を振りはらい、捕まえたタクシーに無言で乗り込む。すると、それに同乗しようとしたヴォルフを一いち瞥べつして言った。

「ここからは我が社の問題ですので。どうぞお引き取りください」

　よそよそしい口調で言い終え、運転手に「出てください」と伝えたときに、ヴォルフは閉まりかけたドアに手を伸ばして出発を阻止した。

「携帯を直接返しに行きたいんだ。オレが彼女の家に行くことを、キミが拒否する権限はないよね？」

「な……っ」

「それに、なんだか話が普通じゃない。直接会うまでユウコが心配だ」

　敦志は正面切って言われたことを、『心配しなくても大丈夫だ』と突っぱねることができなかった。そのくらい状況が把握しきれていなくて、困惑していたからだ。

　不本意ながらヴォルフの乗車を許すと、ふたりを乗せたタクシーは颯爽と優子のアパートへ向かって走り出す。

　しばらくして、ヴォルフが先に口を開いた。

「誰かが代わりに退職を願い出るだなんて、そんなおかしな話はないだろう。サオトメは、なにか心当たりはないのか？」

　敦志は車窓を眺めながら、密かに奥歯を噛みしめる。

（そんなもの……あるならとっくに対処してたし、こんなに焦ることもない）

　ヴォルフの言葉にさらに焦燥感を煽あおられ、同時に不安が立ち込める。ヴォルフはなにも答えない敦志を横目に、静かな車内で長い溜め息をついた。

「キミの気持ちは、その程度だったのか」

　嘲笑うように言われ、言い返すこともできずにただ拳を握りしめた。




　そのうち優子のアパートに到着し、敦志は現金を運転手に手渡す。おつりを断って自らドアを開けると、一番に降車して玄関へ足早に向かった。

　部屋に辿り着く十数メートル手前に落ちているなにかに、仄暗いアパートの照明が当たっているのが目に入る。敦志は眉を顰め、ゆっくり歩み寄って長い足を折った。

「ノート……？」

　一冊のノートを拾い上げたときに、着信音が鳴る。

「はい。早乙女です」

『芹沢です。お待たせして申し訳ありません。インフォメーションの今本さんと連絡が取れました』

　薄緑色の表紙に視線を落とし、芹沢に尋ねる。

「そうですか。それで、なにか有益な情報はありましたか？」

『……いえ。ただ、彼女が言うには、あんなに勤勉な人が退職を考えていただなんて信じられない、と』

　それには心の中で大きく頷き、同意した。

　直接優子と関わったのは最近だが、その短期間でも真面目な性格は伝わっていた。

　優子のことを詳しく説明できるほどは知らない。けれど、彼女の人となりはわかっているつもりだ。

『ここからは余談ですが、鬼崎さんはとても仕事熱心で、社内や取引先の人間の名前はもちろん、特徴なども覚えるよう努力されていたとお話しされていました。仕事の覚えも早くて、いつでも真しん摯しに向き合っていた、と』

　芹沢が口にした情報に、躊躇いながらもノートの表紙を捲ってみると、中身に驚いた。芹沢は、敦志が目を見開いたまま固まっていることなど知る由もなく、そのまま話し続ける。

『私もそう感じます。以前、接待の席で一緒になりましたが、彼女は代理を立てて退職を届け出るような方ではないかと』

　芹沢ですらそう思うことを、敦志が思わないわけがない。

「私も同じ意見です。ですので、この件は」

『一旦保留に。社内の人間にもまだなにも知らせません。インフォメーションの今本さんには、口止めをしておきました。彼女はきっと大丈夫でしょう。社長にもそのように報告しておきます』

　すべてを言わずとも、思ったことを先回りしてやってくれる。そんな芹沢の対処の速さに、小さく笑いを零す。

「ありがとうございます。それでは、またなにかありましたらすぐに連絡をください」

　ほんの少し気持ちに余裕が出てきた敦志は、口元を僅かに緩める。

「サオトメ、今の電話は誰からだ？　今さら情報を隠すことはしないでくれ」

　敦志は振り向いてヴォルフと目を合わせると、少し間を置き、低い声で答えた。

「……特に有力な情報ではない。でも」

「でも？」

　再びノートに目を落とし、受付に立っている優子の姿を思い返す。

　ノートの中は綺麗な文字が羅列されていて、書いた人間の性格が表れていた。

（やっぱり彼女の意思だとは思えない。きっと、まだなにか遠慮していることがある。だからあんな顔をして去っていったんだ）

　それを聞いてあげる人間が必要だ。そして、それを聞く役は自分でありたい、と強く思う。

「……サオトメ？」

　ヴォルフが訝し気な顔をして声をかけるが、敦志の耳には届いていない。頭の中で、絶え間なく思考を巡らせている。

（このノートは、まさにさっき芹沢さんが言っていたものだ。彼女の大切なノートがこんなところに落ちていたということは、やはりなにかあったんだ）

　ノートを閉じ、手にグッと力を込めて前を向く。

「どんなことをしてでも、彼女を探し出す」

　ヴォルフは、精せい悍かんな目つきをした敦志を初めて見た。物腰が柔らかかった初対面のときとは打って変わった顔つきに吃驚する。

　ヴォルフの視線を気にも留めず考え続けていた敦志は、弾かれたように顔を上げる。

　――『おとなしく父親の言うことに従って』

（社にかかってきた電話も男だと言っていた。もしかして父親が絡んでいる……？）

　解決の糸口が見つかったかもしれないと思うと、立ち止まってはいられない。

　敦志はノートを上着の左内ポケットに入れて、今しがたしまったばかりの携帯を取り出し、履歴から発信すると再度耳に当てた。




　夜も更け、辺りはしんとしている住宅街。その中の一軒で、時間も人目も気にせずに大きな声が上がる。

「痛い！　もう、放してよ！」

　両手を後ろに回されて拘束されているものの、威勢よく反抗する態度を見れば、そこまで深刻な状況に思えない。

　優子の手を押さえ、後ろから誘導して歩く男は眉を下げる。

「ごめん。でも、隙を見せると優子は仕掛けてくると思って」

「私が現役から退いてもう何年経つと思ってるの？　柾まさ兄にい」

　全身黒めの服装で、見るからにちょっと怪しい男を、優子は『柾兄』と呼んだ。

　柾兄こと柾まさ利としは、もう一度「ごめん」と言いながらも解放せずに、とある場所に足を踏み入れた。

「でも、ここ一、二週間の様子を柾利に聞いたが、痴漢を撃退したり、ジムにもときどき通っていたりするらしいじゃないか」

　優子の言葉が聞こえていたらしく、突然話に割り込んできたのは、道場で腕を組んで立っていた中年の男――優子の父・武たけ徳のりだ。

　道場のある実家に連れ戻されていることは、道中の車ですでに理解していた。それでも久しぶりに顔を合わせる父を見て、咄嗟にはなにも言えない。

「それに、さっきも男ふたり相手に……」

　柾利が先ほどの一件を口にしようとしたときに、優子がそれを制する。

「柾兄、余計なことまで言わないでっ。っていうか、あのとき、悠長に私を観察してたの!?」

「いや。助けに入ろうと思ったら、優子が……」

「お父さん！　いつから私のことを探ってたのよ！」

　キッと鋭い目を武徳に向けるも、まったく慌てる様子もない。尾行を指示したことを悪びれもせず、しれっとした顔で答える。

「就職して約三ヵ月。どんなものかと心配になって、一週間ほど前からだったか」

「心配になって、って！　そんなコソコソ様子を窺うなんて、卑ひ怯きょうじゃない。しかも柾兄まで巻き込んでっ」

「柾はもう、うちの家族みたいなものだし、問題ないだろう？」

　武徳が柾利にアイコンタクトを送ると、ようやく手が解放される。優子は掴まれていた手首を軽く自分で握り、柾利を振り返った。

（柾兄も本当ひどいよ）

　優子の後をつけ、実家まで連れてきた柾利とは、いわゆる幼馴染みだ。優子よりふたつ年上の柾利は、幼少期から武徳の元で空手を習い、大会では入賞したこともある腕の持ち主で、今でもここに通い続けている。

　そんな彼は、『家族みたいなもの』と言われるくらいの時間を鬼崎家で過ごしていた。

「だったら、なおさら私はもう必要ないでしょ。後継ぎには柾兄を抜擢すればいいじゃない」

「だけど、『鬼崎』の姓を持つのは優子だけだからな」

「今どき、そんなのこだわらなくったっていいでしょ！」

　苛立ちを露わにして、道場に響き渡る声で反論する。

　後継ぎ云うん々ぬんという話は、最近始まった話ではない。優子が道着に袖を通すようになってからずっとだ。

　優子は高校生になると、実家が道場ということや、自分も空手をやっていることを公言せずに過ごしていた。普通の女子高生の生活を楽しみたかったのだ。

　しかし、そんなささやかな願いも、空手熱心な父親に振り回されて叶わなくなる。

「祖じ父いさんから受け継いだ道場だし、それなりに責任というものがあるからな」

「またそれ？　その責任ってやつのせいで、私が犠牲になってるんだけど！」

　ダン！と足を踏み出し、まるで昨日のことのように思い出す過去のことで、改めて文句を口にした。

「婿養子とか迷惑だし！　私が付き合う人に、空手をさせようとか考えないで！」

　そう。武徳は自分の道場のために、ひとり娘である優子にどうにかして後を継いでほしかった。

　そのためならば、相手が高校生にもかかわらず、半ば無理やり稽古をし、根性が見られないと言って交際反対をしたりと思うがままにやって、優子を振り回した。

「まあ聞け。そこで、優子にその気がないのならと、いい案を考えた」

「いい案？」

　優子は眉を顰め、疑いの眼差しで聞き返す。すると武徳は自信たっぷりという顔つきで大きく頷いた。

「お前、柾と一緒になったらどうだ？」

「は、はぁ!?」

　あまりに突拍子もない回答に、開いた口が塞がらない。だが、冗談ではなかったようで、武徳は意気揚々と続ける。

「柾なら実力もあることは知っているし、次男だから婿養子も問題ないだろうし、お前も柾に任せれば直接後を継がなくていいし、一石二鳥……いや、三鳥か？」

「バッ、バカじゃないの！　ちょっと、柾兄もなんか言ってよ！」

「オレは別に嫌じゃないけど……」

「な、なに言って……」

　柾利に助けを求めるも、信じられない答えが返ってきて、頭を抱える。

「オレ、優子のこと好きだし」

　さらに衝撃の告白をされ、唖然としてしまう。それをいいことに武徳が話を進めていく。

「優子も柾のことを昔から慕っていたし、大きな問題はないだろう？」

「待ってよ……！　私にだって仕事とか、いろんな事情が」

「仕事なら心配しなくても、辞意があることをさっき伝えておいた」

　優子は強引な話の流れに声を上げて反論するが、その言葉に被せるように、武徳がまたもや驚く発言をした。

　一瞬、道場が水を打ったように静まり返る。

　それから数秒後。優子が震える声を出した。

「なっ……なんで、そんなことまで勝手に……！　私は今、あの仕事が好きで」

「好きなのは、早乙女副社長じゃなくてか？」

　武徳に敦志の名前を口にされ、さすがの優子も怒りを忘れ、目を剥いたまま固まってしまった。

　親に自分の片思いの相手を知られてしまっているという恥ずかしさよりも、武徳が敦志になにか変なことを言っていないかと動揺する。

　大きく目を揺るがせながら、小さく口にした。

「ど、どうして副社長のことまで」

「ちょうど柾が様子を見ていた時期に、頻繁に接触していると報告を受けた人物が『副社長らしい』とな。彼とはあまりに立場が違いすぎると、自分でも思っているんだろう？」

　そのひとことは、ここ最近、自分に言い聞かせてきた言葉。

　痛いほど、何度も何度も――。

「……それは、わかってる」

「夜分に失礼いたします」

　優子が苦渋を滲ませた顔で漏らしたときに、道場の入口から声がした。

（この声……まさか）

　全員一斉に声が聞こえた方に顔を向けると、そこには敦志の姿があった。

　幻覚でも見ているんじゃないかと優子が意識を奪われているところに、今度はドイツ語が飛んでくる。

「ユウコ、無事だったんだね！」

「ヴォ、ヴォルフさんまで！」

　続いてヴォルフまで現れ、瞬きも忘れてしまう。

「へぇ。ドウジョー？　趣おもむきがあっていいね」

　ヴォルフは興味津々といった様子で一歩道場に踏み込む。天井を見上げ、くるりと見回し、視線の先に柾利を見つけると目を細める。

「……ああ。あの男だ。ユウコのまわりをウロウロしてたやつは」

　次に敦志が道場に入り、美しい一礼を見せる。そして頭を上げるなり、武徳を見据えた。

「私は、早乙女と申します」

「存じ上げております。副社長でいらっしゃるんですよね？　まさか娘のために、こんなところまで足を運ばれるとは」

　初めは驚いていたものの、すぐに冷静になれる武徳は、やはり優子の父。おそらく空手を通して、常に冷静沈着でいることが身についているようだ。

　敦志もまた、いつもと同じように柔らかな物腰で、怯むことなく言葉を重ねる。

「ご迷惑とは承知で伺いました。しかし、どうしても彼女と直接話をしたいのです」

「申し訳ないですが、優子の将来は決まっている。退職の意は変わらないので、明日から求人でも出してください」

　敦志の言葉を聞き入れる様子も見せず、武徳は勝手に言いきり、軽くあしらう。

　優子は突然の敦志の登場に驚きすぎて、父親に反抗する気持ちも忘れて黙ったまま。

　心の中では、すぐそこにいる敦志の元に駆け寄って、叶うならばその胸に飛び込みたい。さっき抱きしめられた感覚を思い出すと、ますますその気持ちが強くなる。

　自分の思いの大きさには当然気がついている。もはや今までのように敦志の姿を見ているだけでいいとは思えない。

（こんな気持ちで会社に戻っても、きちんと仕事ができるの？）

　現実には、敦志の元へ飛び込んでいくことなんてできない。それだけではなく、仕事を継続することも難しいかもしれない。

　本心と現実の狭間で揺れ動く気持ちの収拾がつかず、ただ立ちつくす。

「迷っているんだろう？　帰ってくればいい！」

「いや……っ」

　武徳が嫌がる優子の腕を掴む。その光景を見たヴォルフは、思わず「なにをするんだ！」と声を上げた。

　移動中、もしも退職の電話をかけてきたのが優子の父だったなら、彼女は実家にいるかもしれないと敦志に聞いて、ヴォルフはついてきた。だからつい、優子以上に反抗心を露わにしてしまう。

「Aufhören!!（やめろ!!）」

　ついドイツ語のまま声を上げたが、武徳に言葉が通じていないのだろうと、英語で仕切り直す。

「コドモの人生は親のものじゃないだろう！」

　すると、武徳は英語でヴォルフに即答する。

「わかっている。だから、今日までそれなりに自由にさせていた」

　意外にも流暢な英語が飛び出してきて、ヴォルフも一瞬目を丸くさせた。なぜ英語が達者なのかというと、空手道場ということで興味を持つ外国人生徒が昔から意外に多くいるのだ。

　優子がドイツに興味を引かれたのも、この道場がきっかけ。昔いた生徒の中で、仲良くしていたドイツ人に感化され、留学先に影響した。

「大学へ行ってひとり暮らしを許しただけじゃなく、留学もな」

　その答えにヴォルフはさらに憤慨し、優子の元へつかつかと足を向ける。

「ユウコ、オレと一緒にドイツへ行こう！」

　ヴォルフが早口でドイツ語を操り、優子の手を取ろうとしたとき。

「Ich brauche dich（オレにはあなたが必要なんだ）」

　ヴォルフよりも先に、優子の手首を握って引き寄せたのは――。

「サオトメ……ッ」

　すんでのところで優子をかっさらわれたヴォルフは、声に悔しい思いを滲ませた。

　彼の嫉妬の視線に目もくれず、敦志はただ優子だけを見つめる。

「Ich denke nur an dich（君のことで頭がいっぱいなんだ）」

　さらには腰に手を回され、「本音を教えて」とドイツ語で囁かれる。優子は、驚きのあまり声も出せずに大きな目で敦志を見上げた。瞳に映る彼は真剣な顔つきで、まるで恋人同士のように錯覚してしまうほどだ。

（『本音』……って。だって、それを言ったところでどうにも……）

　敦志の手に捕らわれながら、目を揺らがせる。

　小さいときに些細なことでいじめられていた。それを乗り越えるために、強くなったはずだった。だが、次は空手が原因で偏見を受け、勘違いをされて、結局まわりに敬遠されることになった。

　――王子様なんかいない。

　そう思っていたし、今でも思っている。

　だから自分が強くなるしかなくてその道を選んだけれど、なぜかすべてはうまくいかなくて。ならば、と自分の感情をコントロールすることはできるようになった。

　だけど、ほんの少しだけ……。そんな王子様のような人がいたなら、自分を連れ去ってほしいと願うこともあった。

　現実にはあり得ないとわかっていたけれど、おとぎ話のように力強く、優しく奪ってくれるような誰かが現れるという願望を。自分で自分を守ることに疲れてしまったときくらい、甘やかして守ってくれるような誰かを。

　深い色をした敦志の瞳に引き込まれるように、優子は小さく口を開く。

「……私を、さらって……！」

　頭で考えるよりも先に、心が反応したという感じだった。

　生まれて初めて、その願望を実際に声にした。

　優子は言い終えてからハッと我に返り、口を手で押さえる。ドクドクと心臓を鳴らしながら仰ぎ見ると、敦志が弓なりに唇を上げ、確かに一度頷いた。

「あいにく、娘の相手として認めるのは、根性のある強いやつだけだ」

　ふたりのいい雰囲気に水を差すように言葉を挟んだのは、もちろん武徳。

　すると武徳に合図を送られた柾利は、被っていた黒い帽子をおもむろに脱ぎ、敦志の元へ歩み寄る。敦志はスッと優子を自分の背に隠し、メガネを外した。

「優子さん。持っていていただけますか？」

「えっ……あ、でも！」

（防具もつけず、柾兄と組手をするなんて危険すぎる！）

　メガネを受け取りながら戸惑う優子をよそに、敦志は焦る様子も見せずに柾利と向き合う。そして握った左の拳を前に出し、ゆっくり構えた。

　集中した目つきに変わる敦志を前に、柾利もまた同様に構えると、互いに動かず数秒が経つ。

　しんとした中、優子は敦志の背中を心配そうに見つめていた。

（こんなふうに巻き込みたくなかったから、距離を取っていたのに……！）

　懸念していたことが、現実となって目の前で起こっている。

　空手熱が尋常じゃない父親には、なにかと振り回され、干渉されてきた。過干渉な父から逃れるべく家を出たと言っても過言ではない。

　そのくらいしつこい父だから、好きな人の存在を隠しておきたかった。そのために、敦志に向かって一歩踏み出すのをとどまっていた。

「ほう。さすが、若くして人の上に立っているだけある。度胸はあるみたいだな」

　武徳は一歩引いたところで敦志の不慣れそうな構えを眺め、まるで高みの見物でもしているように腕を組んで呟く。

　優子は嫌な動悸を感じながらも止めに入ることができず、不安を募らせる。しかし、敦志の背中は柾利と比べ、小柄で線の細いものだが、どこか逞しい。

　優子は祈るように、預けられたメガネを両手で包み込む。

（副社長……！）

　心の中で呼びかけたのとほぼ同時に、柾利が距離を詰め、素早く右の拳を敦志の上肢へ伸ばす。

　中段突きが決まるだろう、とその場にいた誰もが思った次の瞬間。

「つ……っ!!」

　声を漏らして腹部を押さえ、うずくまっているのは敦志ではない。……柾利だ。

　一瞬の出来事に、全員が目を剥いて固まる。

　敦志は素早く柾利の正拳突きを僅かに左手でかわして、相手の懐に向かって右足を踏み出し、そのまま左の拳を脇腹に入れていた。

「ご……後ごの先せん……!?」

　思わず口に出したのは優子。

　後の先――いわゆるカウンター。相手の攻撃の隙をつき、逆に攻撃をするというものだ。それは当然、まぐれでできるものなどではない。

「な、なんで……？」

　本当に瞬きもできないくらいの間だった。でも、確かにその一瞬、敦志の構えが初めのものとは違っていた。

　優子が呟くと、姿勢を正した敦志が苦笑いを浮かべた。

「……たまたまですよ」

　驚いた目をしている柾利に笑顔を向けて、こう続けた。

「もう一度、と言われれば、きっと私は負けるでしょう」

「……左利きだったとは……。いや、それ以前に、まさか経験者とは思わなかった」

「その『まさか』のおかげです。『素しろ人うと相手だから』という慢心につけ込めただけですから」

　膝をついて呆然とした柾利に言われ、敦志は穏やかな口調で返し、手を差し伸べる。

　ふたりの会話を優子は放心状態で聞き、ひとりごとのように言った。

「そうだとしても……。わざと逆手で構えようと考えたり、構えを崩したり……あんなこと、口で言うほど簡単にはできないはず……」

　小さな声が耳に届き、敦志はゆっくり振り返って微笑んだ。

「身体が鈍なまらない程度には、今でも稽古をするようにはしているんだ。いろいろあって、強くならなければと思った小学一年の頃から……」

　敦志は左手を開き、手のひらに視線を落として過去を思い出す。優子はその横顔を食い入るように見つめた。

「ある人を守りたい……と、守らなければ、と思ってきた。だけど、当時オレの家には武道を習うような余裕はなかった。……そんなとき、ある人に出会った。近所の道場をいつも覗き見していたオレは、誰もいない道場の中に連れていかれた」

　軽く手を握りしめ、過去の場面を思い返して口元を緩める。普段は穏やかな雰囲気の敦志だが、今は凛然としていた。

「いつも覗いていたから、絶対に怒られると思った。だけどその人は、試すようにオレの目を見て言った。『途中で投げ出さないと約束できるか』と」

　うまく言い表せなかったが、目の前の敦志は身近に思える。優子はどこか自分と同じものを感じたのだ。

　それがなぜかは、現段階でわからないことだったが――。

「彼は次期師範になる人だった。怒るどころか、生徒の稽古が終わってから、こっそりとオレにも稽古をつけてくれた」

　ひとことずつ懐かしむように続ける話に、優子は胸がざわつく。

　そして次に聞いた敦志の言葉に、大きく動揺し、目を見開いた。

「力や技に頼るのではなく、心も同時にコントロールすること。真摯に向き合うべくは自分自身である、と教えてくれた」

（ちょっと待って……。それって……）

　なぜ敦志がこの場でそんな身の上話をするのかと疑問に思っていた。目立たないわけではないが、いつも陰に立つ印象なだけに、こんなに自分の話をするのは違和感があった。

　さらに今話した内容は、父がよく口にする言葉と一字一句違わない。

　その理由に辿り着く前に、武徳が口を開く。

「……君は、アツシなのか？」

　驚倒しそうになりながら敦志を指差して問うと、敦志は綺麗なお辞儀をし、まっすぐ見つめて答えた。

「ご無沙汰しております。その節は、本当にありがとうございました」

「サオトメアツシ……そう言われたら、そんな名前だったかもしれないな……」

　武徳は過去に世話をした男の子が敦志と知り、心底驚いていた。

「もう二十年以上も前のことですし、ずっと下の名前を呼ばれてましたから」

「今の話と、さっきの型、左利き。どうやら間違いなさそうだな」

　優子はふたりの会話を呆然と聞き、ぽつりと疑問を口から零す。

「ど……どういうこと……？」

「敦志くんは、お父さんが稽古をつけていたのよ」

「お、お母さん！」

　優子の疑問に答えたのは、ひとり遅れて姿を現した優子の母・美み恵え。

　敦志とヴォルフを道場に通したのも美恵がしたことで、武徳よりも先に敦志の正体に気づいていたらしい。

「だけど、一年が経つ頃に引っ越しちゃって……。こんなに立派になっていたら、すぐには気づかないわけだわ」

　成長した敦志の後ろ姿を道場の入口から見て、感慨深げに笑顔を零した。

「サオトメとユウコの両親は知り合いなのか？」

「……どうやらそうみたい、です」

　この状況下で一番話が見えていないのはヴォルフだったが、雰囲気から察したことを優子に問いかける。優子も初耳のことで驚愕していて、質問に対し、その程度しか答えることができなかった。

　両親と敦志に視線を送っていると、武徳が満足そうに笑った。

「アツシだとわかったし、今の組手を見たら、練習次第ですぐに柾と同等にはなれそうだ。アツシと柾。才能のあるふたりが後継ぎ候補でいれば、うちの道場も安泰だな」

「ちょっ……なんでまたそうやって勝手に決めるの!?」

　こんなときでも自分本位なところは変わらない父親に、優子は辟へき易えきして言い返す。

　自分だけならまだしも、さらに敦志まで巻き込もうとする武徳に憤りを感じていた矢先、道場に迷いのないまっすぐな声が通った。

「申し訳ありません。私は、こちらの道場を継ぐことはできません」

　武徳は頭を下げた敦志を憮ぶ然ぜんたる面持ちで見据えている。その視線に負けることなく、敦志は終始堂々として言葉を続けた。

「私には、社長が……大切な家族がいるので」

　そう言った声は、本当に深く重みを感じるようなもので、優子は敦志の後ろ姿に真剣な眼差しを向ける。

（社長に対する副社長の忠誠心って、普通とは違う気がする。やっぱりふたりはなにか特別な間柄なんだ）

　前に偶然聞いてしまった、敦志と藤堂の会話。

　互いに名前で呼び合い、会話の内容も相手を思い合うような、個人的感情があったように感じられた。

　加えて、親しい関係でありそうな『加奈子』という名の女性の存在も思い出し、胸が締めつけられる。

「あれだけお世話になった師匠に、失礼ばかりで申し訳ありません」

　気づくと両膝を床につき、頭を下げる敦志の姿があった。

　憧れの副社長に跪ひざまずかせてしまった、とひどく動揺し、困惑する。しかし、それ以上に驚く言葉を耳にする。

「でも、どうしてもお許しを願いたいのですが……優子さんを連れ帰ることを承諾していただけませんか？」

（今……なんて……？）

　ぽかんと呆けた顔でいる優子をよそに、敦志は嘆願する。

「すでに我が社に必要不可欠な社員なのです。それと、個人的にも」

　まさか片思いの相手が自分のために父親に頭を下げるなど、誰が想像しただろうか。

　優子は言葉を失ってしまって一歩も動けずにいた。

　武徳は、両手をついて頭を下げている敦志の元にゆっくり歩み寄る。目の前まで行くと、片膝をつき、肩に手を置いた。

「頭を上げなさい。認めるのは、根性のある強いやつだけと言ったはずだ」

　敦志はそう声をかけられ、窺うように静かに顔を上げる。

「……私の教えを今でも覚え、守っているお前だ。信用するしかないだろう」

「お、お父さん……？」

　優子が何度も目を瞬かせて声を漏らす。

　あれだけ口を酸っぱくして『放っておいて』と何度言っても効き目のなかった父が、敦志を前に呆気なく降参した。

　そもそも、ここに敦志が来たことも、自分のために頭を下げてくれていることも、あの甘いドイツ語も、すべて夢なのではと思ってしまう。

「さっきの勝負、負けは負けだ。男に二言はない」

「ありがとうございます」

　優子が事態についていけなくても、話はどんどん進んでいく。

　スッと立ち上がった敦志は、今では武徳よりも背が伸びて見上げられる側になっていた。改めて大きくなった敦志を見た武徳が、少し照れくさそうに目を逸らす。

「六歳のお前に感じたものを、今のお前にも変わらず感じた。だからもう少しだけ、娘を任せてもいいと判断しただけだ」

　ぼそぼそと口にした言葉だったが、道場にいる全員の耳に届いた。

　敦志は満面の笑みを浮かべ、もう一度頭を下げる。

「後取り候補だなんて、本当に恐縮です。ただ、二十数年ぶりに突然現れた私なんかよりもずっと、こちらの道場を大切に思っている方がいるようですよ」

　そう言って視線をチラリと柾利に向けると、柾利は目をぱちぱちとさせて恥ずかしそうに俯いた。

「お父さん。私……空手が嫌いなわけじゃない」

　そこで、ようやく気持ちが落ち着いてきた優子が口を開く。

「だって、空手には助けられたことばかりだし」

　優子にとって、空手は救いだった。どんなときでもまっすぐ立っていられる安心材料であり、心を強く維持させる大切な存在。

　純粋に空手は好きだったが、あまりに武徳が期待と重圧をかけてくるがゆえ、自分との気持ちの相違に逃げることしか考えられなかった。年頃の女の子だ。やはり、武道に明け暮れ、後を継ぐということまでは考えられない。

　だけど、あんなに自分を支えてくれた空手を切り捨てることはできなかった。

「ひとり暮らしを始めてから、満足に身体を動かせてないの。……だから、たまにここに来てもいい……？」

　父と娘が話し合ってもこじれるだけで、母の仲裁も今まではあまり有効ではなかった。それが今、敦志がいてくれることによって、こんなにも素直になれる。

「……なぜいちいち許可を取る？　ここはお前の家でもあるんだぞ」

　父に向かって自然と笑みが零れたのはいつぶりだっただろう、と優子は穏やかな気持ちで思った。
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「ユウコ。これ」

　優子の実家を後にし、ヴォルフが宿泊しているホテルに着いたときに差し出される。

「あっ……携帯……」

「躊躇うことなくこれを捨てていく後ろ姿は、正直驚いたけどカッコよかったよ」

　ヴォルフが微笑みかけると、優子は照れるように視線を下げた。

「カラテ道場とはね。どうりで、他の女の子とは違う魅力を持っていたわけだ」

　ニッと口角を上げて優子に顔を近づけるヴォルフを、真っ先に警戒したのは敦志だ。彼女を隠すように背中へ回し、ヴォルフを静かに睨みつける。

　すると彼は鼻から息を吐いて肩の力を抜き、敦志に言った。

「……本当に抜け目のない男だ」

「なんのことです？」

　敦志が白々しく聞き返すと、ヴォルフは軽く首を横に振る。

「あの場面でドイツ語を発したのは、オレへの牽けん制せいだとしか思えなかったが」

　ヴォルフの言葉に、優子は今さら疑問に思う。

（言われてみれば、さっき道場で〝あのとき〟だけドイツ語だった）

　心を奪われるような敦志のセリフは、日本語ではなくドイツ語だった。

　いろんなことで気が動転していた優子はそこまで気にしていなかったが、改めて考えると首を傾げてしまう。

「そう捉えられたなら、それで構いません」

「食えないやつだ」

　敦志を一瞥し、目を細めたヴォルフだが、すぐに清々しい顔つきになる。敦志の陰にいた優子を見て、白い歯を覗かせた。

「じゃあね、ユウコ」

　軽く手を上げて、颯爽とホテルのロビーへ消えていく。その背中を見送っていると、ポンと肩に手を置かれた。

「少しだけ、歩いていかない？」

「は、はい」

　敦志の笑顔は何度も見ているが、今は口調がくだけていてすごく緊張させられる。

　あの流れでふたりきりという状況では、さすがに冷静ではいられない。話しかけることはおろか、目を合わせることすらできない。

　すると敦志は歩きながら、「ふ」と笑った。

「優子さんの投げ技。師匠がよく言っていた言葉をそのまま再現したもので驚いた」

「えっ」

　優子は男を投げた姿を見られたことを思い出し、一瞬にして顔を赤くする。チラッと横目を向け、敦志はさらに微笑んだ。

「『投げるなら、二秒の間に』。確かそう言っていたけれど、小さい頃のオレにはピンとこなかったから」

　それも確かに父がよく口にする言葉だ、と優子は思うと、敦志が本当に実家の道場にいたのだと改めて思い知らされる。

　不意に彼が足を止め、優子を見つめた。優子はドキリとし、一歩進んだところで立ち止まる。

「あの頃、名前なんて気にもせず、ただ『師匠』って呼ばせてもらっていたけれど、考えたら道場名は『鬼崎』空手道場だったんだ」

　敦志は苦笑して視線を落とす。それは、昔を思い出しているようだった。

「いや、他の生徒がよく陰で言っていたんだよ。『鬼師匠』って。それって、今思えば名字にかけて言っていた言葉だったんだな」

「鬼のように厳しかったから。あ、たぶん今もですけど……」

「うん。だけどやっぱり心は優しい人だと思う。そうじゃなきゃ、子どもはこんなに優しい子に育たないよ」

　臆面もなく言われ、優子は上げた顔をまた下に向ける。俯いた視界に、突如見慣れたノートが映り込んできて目を見開いた。

「ごめん。中身を少し見てしまって……。だけどこれを見て、やっぱり手放したくないって再確認した」

　受け取ることも忘れ、ノートを差し出す手から、視線をゆっくり上へ滑らせる。敦志の顔を見ると、口元に緩やかな弧を描き、柔らかい眼差しをしていた。

「道場の名前さえしっかり覚えていたら、今日はこんなに慌てることなんかなかったな。六歳の自分の浅はかさに気がつかされたよ」

（六歳の副社長……）

　――『ある人を守りたい……と、守らなければ、と思ってきた』

　敦志が道場で何気なく話していた言葉が脳裏に浮かぶ。

（そんな小さな頃から、そこまで大切に思える人がいるなんて……それを、今も継続している言い方だったような）

　自然と視線が下がり、ノートを見つめて軽く唇を噛んだ。

（もしかしたら、その相手が『加奈子さん』という人なのかも）

　空手を習って強くなっても、物事に動じない精神力を身につけても、それが自信に繋がることは一度もなかった。

　どちらかというと、昔から劣等感が強い人間なのかもしれない。

　現に今も、なにひとつわからず、ただ『加奈子』という名前だけを知る相手に完全に負けた気持ちでいる。

「優子さん？」

　敦志はいつまでもノートを受け取らず、さらには口を引き結んで動かない優子を心配そうに覗き込んで呼びかけた。

　優子は、自分の気持ちをこのまま押し殺すべきか葛藤していた。

　そのとき、ふと懐かしい言葉が頭に浮かぶ。

『真摯に向き合うべくは自分自身』

　それは父の教えのひとつ。

　さっき敦志が口にしたことで、よく父から聞かされていた記憶が蘇る。

（この気持ちを言わないと、私、強くなれない気がする）

　そう思い、スッと顔を上げた。心を決めた目は、いつもと同じ迷いのないまっすぐな瞳だ。

「副社長」

　背筋を伸ばし、凛々しい顔つきに変わった優子を目の当たりにした敦志は、目を奪われる。

「こんなことを言うのは身のほど知らずだと承知してます。だけど……自分の気持ちと向き合って……これ以上、嘘をつきたくないので」

　ひとつひとつ丁寧に言葉にし、最後にすうっと息を吸った。

「副社長が、好きです」

　視線を逸らさずに自分の気持ちを伝えるというのが、これほどまでに緊張するものだとは思わなかった。

　空手の試合や就職試験などを経験してきたが、その比じゃないと初めて知った。

「あ……その、すみません。本当、言いたかっただけなんです。困りますよね。副社長には大切な彼女さんもいらっしゃるようですし」

　さすがに凛然とはしていられなくて、途端におどおどと目を泳がせ、言葉を濁す。

　敦志は睫毛を瞬かせ、きょとんとした顔で聞き返した。

「彼女？」

「……あ、はい……。前に十五階で居合わせたときに聞こえてしまって」

「ごめん。ちょっと思い当たらないな。どんな会話？」

「え？」

　告白の動悸も冷めやらぬうちに、首を傾げながら聞き返されて困惑する。

　聞き間違いではなかったはずだと、口にするのも苦しいことだが、たどたどしく説明した。

「あの……社長との会話で、加奈子さんがいつでも食事を作ってくれる、というようなことをおっしゃられていたので」

　自分で口にすると、改めて胸が打ちひしがれる思いになる。

　しかし、後半から敦志が考え込むように左手を顎に添える姿が気になって、今度は優子が首を捻った。

「……副社長？」

「それは、多大なる誤解を招いていたようだね」

　ようやく顎から手を外し、彼は落としていた視線をゆっくり優子に向ける。視線がぶつかると、そのまま真剣な目で言った。

「まず先に言っておくけど、その『加奈子』というのはオレの母親」

「はっ、母親……!?」

　間抜けな声を上げてしまうほど想定外の答えに、一気に脱力してしまう。かろうじて座り込むのは堪え、敦志の話の続きを聞いた。

「優子さんに疑われたくないからすべて話すけど、オレと社長は従兄弟いとこなんだ」

「えっ？　従兄弟……？」

「そう。だから小さい頃から一緒に過ごしてきて、彼はオレの母親のことを昔から名前で呼んでいて、今もそのまま」

　ここでまさか、もうひとつ気になっていた社長との関係についてはっきりするとは思わず、驚かされるばかり。

「彼はオレを必要としてくれたし、そのおかげで母子家庭のオレたちも安定した生活を送れるようになった。藤堂という名前でわかるだろうけど、我が社とオレは直接関係ない人間なのに、副社長にまで抜擢してくれて」

　今の役職は藤堂の計らいということも明白になり、「もしかして」と尋ねる。

「……じゃあ、昔からずっと守りたかった人っていうのは……」

「……純一くんのこと。彼は大企業の子どもという家庭環境から、小さい頃に何度か危険な目に遭っていたから」

「そんなことが……」

　詳細はわからないけれど、藤堂を襲った危機を想像して愕然とする。

　そして、幼少期から藤堂のそばにいて支えていたのだと思うと、さらに敦志の人柄に好感が持てた。

　人のために一生懸命になれる敦志に、再びドキドキと胸をときめかせる。

　不意に再び目が合った瞬間、真剣な声で言われた。

「だから、オレに彼女なんかいない」

　吸い込まれるような深い色の瞳に、地に足が着いている感覚がなくなる。

　ふわりと心が揺れ動いたのと同時に、敦志が続けた。

「守りたいと思うようになった女性はいるけれど」

「えっ」

　声を上げてしまったのは、敦志の言葉に驚いたからというわけではない。

　その言葉を聞き終えるかどうかというときに手を握られ、すぐそばのビルの陰に引き込まれたからだ。

　夜で暗かったのが、さらに街灯もまともに届かぬ場所になってドキリとしてしまう。見上げた敦志の顔が陰っていて、よりいっそう艶っぽく見え、心拍数は増すばかり。

「さっき道場で君に言った言葉は本心だよ。オレは気がつけば、君のことばかり考えていたんだ」

　優子の暴れる心臓を知ってか知らずか、敦志は顔を近づけて囁く。

　突然の至近距離に動転し、暗がりの中、彼を見上げて小さく口を開いた。

「ふ、副社――」

　すると、口に人差し指を添えられて、呼ぶことを阻止される。たった指一本触れられているだけで心音はこの上なく速くなり、目を潤ませた。

「その呼び方をされると、すごく距離を感じるから」

　夜風に静かに靡く敦志の髪を瞳に映すだけで、なにも言えず、瞬きもできない。

「ファーストネーム。呼び慣れているよね？」

　彼はゆっくり口元に笑みを浮かべ、そっと触れていた人差し指を離す。

　唇に指の余韻を感じながら、優子は頬を染めて震える声を出した。

「あ、敦志……さん……」

　言われた通りに恥ずかしい思いで名前を発すると、敦志は満足気に口の端を上げ、優子の腰を引き寄せる。

　鼻先が触れそうな距離で、彼が囁いた。

「うん。随分近づいた。けど、もう少しだけ」

　聞き終えたときには視界は遮られ、代わりに唇に温かく柔らかな感触がした。

　目を閉じるのも忘れてしまうくらい突然の出来事で、指一本動かせずに硬直していた。そっと唇を離すと、敦志は優子の顔を両手で包み、もう一度見つめる。

　そして、ふっと瞳を細め、優子の耳に唇を寄せた。

「Ich sehe nur dich……（君しか見えない……）」

　囁かれたのは甘い言葉。

　ただでさえ耳元でなにかを言われたことでパニックになるのに、その内容に全身を熱くさせられる。

　咄嗟に耳に手を添え、潤んだ目を敦志に向けた。

「道場でドイツ語だったのは、ヴォルフ氏に牽制する意味も込めていたけれど。君だけに伝えたいときにもいいかもしれないな」

　そう言って敦志はメガネを外し、ニコッと笑いかけて再び優子の顔に影を落とす。

「Ich liebe dich（愛してるよ）」




　翌日の土曜日、午前十時過ぎ。優子は成なり田た国際空港にいた。

「お忙しいのに、わざわざ見送りまで来てくださるなんて」

　ドリスが髪を掻き上げながら「ふふっ」と笑う。

「いえ。こちらこそ、今回は遠いところ、ご足労おかけいたしまして……次に機会があれば、今度は我々が」

　敦志が笑顔で応対すると、横にいた藤堂も慣れないドイツ語で挨拶をする。優子は敦志や藤堂、芹沢よりも一歩後ろに下がって立っていた。そこに、手荷物を預け終えたヴォルフが優子の姿を見つけ、一番に声をかける。

「ユウコ！　来てくれたの？」

　優子は会釈をし、手にしていた紙袋を両手で差し出す。

「あの、お花は……お返しすることができませんでしたが」

　袋の中には、以前ヴォルフにもらった衣服一式が入っていた。

　気持ちに応えられないからと、律儀にそれを返しに空港までやってきた優子に、ヴォルフは笑った。

「いや。これはキミにあげたことには変わりないんだから。それとも、この程度も許容してくれない彼氏なのかい？」

　優子が差し出す袋を拒否するように首を左右に振り、敦志を横目で見ては嫌味交じりで言う。

　敦志はそれを受け、表向きは平静を装い表情も変えずにいたが、内心では少しムッとしてふたりを見ていた。

　優子は伸ばした手を下ろせず、困った目をヴォルフに向ける。

「でも……」

「もう手荷物も預けてしまったしね」

　そう言うと、ヴォルフは優しく優子の手を押し込めた。

「モノにもキミにも、罪はないよ」

　ヴォルフに笑顔を向けられて、受け取ってもらうことをとうとう諦める。

「ところで……昨日、ふと思ったんだ。武道を嗜たしなんでいたユウコなら、オレのことなんか何度もかわせたんじゃないのかな？って」

　すると、優子は今まで合わせていた視線を下げ、少し間を置いて小さく答えた。

「……いえ。もう身体が鈍っていますから」

「派手に歯向かえば、彼らに不利になるかもしれないからってところかな？」

　優子の様子を見て、それが気遣いからの嘘だと見破ったヴォルフは、眉尻を下げる。そして、藤堂と敦志に向かって英語で伝える。

「強くて聡明で、優しいな。キミたちのところの社員は」

　そう言われた藤堂と敦志が、どちらからともなく優子の横顔を見た。

「聞いたわよ、ユウコ」

　そのとき、優子はドリスに声をかけられ、ふたりの視線に気づいていなかった。

「あなた、武道を嗜んでいるんですってね。強い女性は同性から見ても魅力的だと思うわ」

「いえ。私は、ドリスさんのような可憐な女性が羨ましいです」

　やはり、見た目からして華やかで女性らしいドリスに劣等感を抱き、少し俯いて力なく笑う。ドリスはそんな優子の肩にそっと手を置き、身体を屈めて耳打ちする。

「可憐かどうか……それを決めるのは、自分じゃなくて相手よ。アツシのお姫様はあなたでしょう？　とっても頼もしいナイトで羨ましいわ」




　そうして、ヴォルフとドリスが出国審査を終えて行ってしまうと、優子は別れ際に言われたドリスの言葉を思い返していた。

（……本当のところ、まるで実感がないんだけどな）

　前方で敦志と芹沢がなにやら話をしているのを見つめつつ、昨夜のことを思い出す。

　夢にも思わなかった敦志からの告白が、まだ耳に残っている。

　うっすら頬を染め、彼の背中を見ていると、突然藤堂に話しかけられ肩を上げた。

「鬼崎さん、だったかな。通常職務外のことなのに、いろいろすまなかった」

「えっ。い、いえ！　私なんてなにも！」

「仕事外というついでで、ひとつだけいいか？」

「え……？　は、はい」

（な、なんだろう……？　社長がわざわざ私に）

　敦志相手ですら今でも緊張するというのに、遠くから見るだけの存在である社長と肩を並べて歩き、会話を交わしている現状に動揺する。

　藤堂は普段となんら変わらない様子で話し始めた。

「敦志から聞いたよ。俺たちの関係も知っているんだろう。だから、濁すことなく君に言える」

『敦志から聞いた』という出だしだけで、優子の心拍数は増すばかり。

　けれど、自分に言いたいことはなんなのかわからなくて、ひとことも発せずにいた。

　緊張で手に汗をかきながら、そろりと隣にいる藤堂を窺ってみた。すると、今まで思いもしなかったことを不意に感じる。

（あれ？　副社長と似てる）

　顔立ちそのものは、敦志は温厚そうだし、藤堂は冷淡ぽく見えていたから、同じだとは今でも思えない。

（じゃあ、どこが似ているのだろう）

　優子はつい藤堂を見つめ、その答えを頭の中ではじき出す。

（ふたりの雰囲気だ。というか、お互いに相手のことを話しているときの空気がそっくり）

　まるで敦志を見ているかのような錯覚に陥り、ジッと視線を向ける。そのとき、藤堂が優子を見下ろし、目を合わせると苦笑した。

「敦志は、俺にとって唯一無二の存在だ。だけど、俺はいつも守ってもらうばかりでアイツを幸せにしてやれずにいる」

　優子は藤堂の切なそうな微笑みに目を見開く。

　うまく言えないが、敦志が長年、藤堂を慕い、守り、寄り添いたいと思って生きてきた理由がなんとなくわかった気がした瞬間だった。

「どうか、敦志を……よろしく頼む」

「はい」

　背筋を伸ばし、小さい声ではあったがしっかりとした返答に、藤堂は満足そうに静かに笑う。受付から垣間見るビジネス的な笑顔とは違う、敦志に似た微笑みに、優子の胸が温かくなった

「……あの、差し出がましいことを言うようですが」

　そこで、優子がぽつりと続ける。

「副社長は、社長とずっと一緒にいられるだけで幸せそうな顔をしている……と思いました」

　優子の言葉に藤堂は顔を背け、片手で口を覆って呟いた。

「……そうか」

　見れば見るほど、恥ずかしそうにする仕草や横顔まで敦志にそっくりな気がして、思わずクスッと笑ってしまった。




　滑らかで美しい曲線の車は、偶然にもドイツ車だった。助手席のドアを開け、優子をエスコートすると敦志も隣に乗り込んだ。

　磨かれた真っ白なボディの車は、色も形も、車内のシックな雰囲気も、敦志らしい。

　優子は藤堂や芹沢と別れ、敦志とふたりきりになったときからずっと、緊張でどうにかなってしまいそうだった。汗ばむ手でシートベルトを締め、姿勢を正していると彼に尋ねられる。

「優子さん、今日この後、時間はある？」

「えっ」

「用事がないなら、このままちょっと出かけない？」

　突然の誘いに心臓が大きく跳ね、即答したい気持ちはあったがうまく声が出せなくて、コクコクと何度も頷く。真っ赤な顔をして一生懸命に意思を伝える姿が可愛くて、敦志は自然と笑みが零れた。

「どこか行きたいところはある？」

「いっ、いえ！　どこでも！」

　今度は言葉を発することはできたが、案の定、裏返った声になってしまった。恥ずかしくて小さくうずくまると、横から優しく言われる。

「じゃあ、少し付き合ってもらおうかな。いい？」

　ハンドルを握る敦志の横顔をチラリと見て、「はい」と小声で答えた。

　空港を出て約一時間が経過し、ふたりが乗った車は東京に戻ってきた。

　優子は窓から景色をきょろきょろと見て、銀ぎん座ざに来たのだと気づく。それから間もなく駐車場に入り、車を停めた。

「着いたよ」とエンジンを切るなり、素早く先に降りて優子をエスコートする敦志の動きは、自然と身についているものらしい。優子が目を瞬かせ、ドアを押さえる彼の前で申し訳ない思いで足を地に着けると、さらにスッと手を差し出された。

「あ……ありがとうございます」

　目の前に伸びてきたそれに、そっと自分の手を重ねる。敦志の手はとても大きくて、優子の手などすっぽりと包まれてしまいそうだった。

　軽く握られた手を優しく引かれて、車から降り立つ。

　向かう先はどこなのかは、まだ聞いていなかった。

　長い移動時間でも、互いに当たり障さわりのない話を投げかけ、時折道場の話を交えていただけ。

（どこに行くのかな）

　隣を歩く敦志をこっそり見上げ、疑問を抱きながら彼の横顔に魅了される。

　シャープな輪郭に高い鼻。背も高くて、性格はとても優しい。

　今日まで、敦志の姿を見つめるのはもう何度目かわからない。それなのに、今でも初めて見たときと同じような衝撃とときめきを感じてしまう。

　どうやら目を奪われるのは優子だけではないようで、道行く女性は敦志とすれ違うと、小さく口を開いて頬を赤く染めていた。

（色めき立つのも無理はないよ）

　まわりの女性の反応に気がつき、心の中で同意する。敦志を見るため立ち止まり、振り返る女性たちに、嫉妬ではなく恐縮する気持ちが先立った。

（絶対、私が彼女だなんて思われていないだろうな）

　それは一向に構わないが、そういう自分を選んで隣を歩いてくれる敦志は後悔していないだろうか、と窺う目を向ける。すると、その視線に気づいた彼が首を傾げた。

「どうかした？　あ、歩くの速かったかな」

　そう言ってすぐに歩調を緩める敦志に、優子はますます『なぜ私なのか』と思ってしまった。

（だって、あまりに違いすぎる）

　社交界などにも普通に出向いているのだろうな、という紳士的な振る舞いが見られる敦志に比べ、片やなにかあれば我慢が利かずに手が出る自分。

　誰になにを言われたわけでもないのに、そんなことに引け目を感じ、並んで歩く距離に自然と気持ちが表れる。少し距離ができた矢先、敦志が足を止めた。

「ここだよ。行こう」

　優子を見下ろしてひとこと声をかけると、ふわっと肩に手を回して目の前のドアを一緒にくぐった。

「時計のお店……？」

　店内に足を踏み入れてすぐ、視界いっぱいにショーケースが並んでいるのに驚き、ぽそりと漏らす。そして、一番近くのショーケースに視線を落としながら尋ねた。

「腕時計をお探しだったんですか？」

「いや。オレはこれを愛用しているから」

　そう言って見せてくれた腕時計は、茶色の革バンドに丸い文字盤のシンプルなデザイン。

（なんか、これも副社長らしいな）

　優子はその時計を見て、さっき乗せてもらっていた車さながら敦志らしさが出ているな、と頬を緩ませた。

「ん……？　でも、じゃあどなたのを？　お母さんですか？」

　自分には必要ないということを聞かされると、ここへ来た目的がわからなくてさらに尋ねた。

　女性の意見を聞きたいとか、そういった理由かと考えていたら、突然敦志が優子の左手を取る。びっくりした顔で見上げると、彼は優子の左手首に視線を落とした。

「昨日、あのときに壊れてしまったのかと思って」

　真顔で言う敦志は、昨夜、優子がふたりの男に襲われたのを思い出していた。結果、無事だったとはいえ、その事実を思い返すだけで腹立たしい気持ちになる。

　それは、優子に手をかけようとした男たちはもちろん、自分自身にも。

「え!?　そんなことまで気づいていたんですか!?」

「帰りに時計を見て声を漏らしてたのを、たまたま、ね。もしかして、他の時計を持ってる？」

「いえ、持っていないですけれど……」

　些細なことまで気がつく敦志に感服し、話の流れ的に『まさか』と疑う。

「よかった。じゃあ見てみよう。どんなのが好き？」

「ええ!?」

　敦志はニッコリ笑って店内を歩き進める。その間も手を取られたままで、優子は動揺を隠せない。

　いきなり買い物に連れてこられたことに加えて、手を握られ、急接近に気持ちが対応しきれなくてされるがまま。

　涼しい顔でひとつのショーケースの前で足を止めた敦志が、商品を見下ろしてぽつりと悔し気に漏らした。

「こんなもので罪滅ぼしになるとは思っていないけれど……」

　眉根を寄せ、いつもは優しい瞳が静かに怒りの色へ変わる。さっきまでの笑顔が消え、奥歯を噛みしめる様子に驚いて、優子は首を横に振る。

「そんな！　だってあれは、元はと言えば私が」

　明言せずとも、敦志の言いたいことはわかった。

　昨夜のことは事故のようなものだが、優子もまた『自分が軽率な行動をしたから』と自責の念を抱く。

「オレの危機管理が足りなかったせいだから」

「それを言ったら、私の方が」

「いや」

　けれど、最後に敦志が短く否定する声に言葉を呑み込んでしまった。

　目を見開き、固まった優子に、ふっと表情を柔らかくして、いびつに微笑んだ。

「ごめん……。今日は、オレの気が済むようにさせて」




　細めの黒い革バンドと角型フェイスのアンティーク調デザイン。それは敦志と同じスイスのブランドの腕時計。

　優子は怖々と自分の左手首につけた新品の腕時計に触れ、恐縮するように呟く。

「こんな高級なものを……なんだか本当にすみません」

　駐車場に戻って車に乗り込んですぐ、頭を下げた。

「……オレの方こそ」

「いえ、それはさっきも言いましたけど……」

「そうじゃないんだ」

　敦志は片手でハンドルを握ったまま、エンジンをかけずにフロントガラスを見て、ゆっくり視線を落とした。それから、メガネを覆うように押し上げる。

「もちろん、さっき話した気持ちがあってというのも嘘ではないけど……本当は、理由は他にもあるんだ」

「え……？」

　目も合わさずにそう言われ、優子の胸はざわめいた。

　以前も思ったことではあるが、敦志は基本的に人の目をしっかりと見て話をする。それゆえ、一対一にもかかわらず、言葉を並べている最中に一度も視線を向けてくれないのは、なにかしら理由があるときなのだろうと考える。

（そんな罪悪感を抱えているような顔をされたら）

　女性のように綺麗な肌の横顔を見つめ、端整な顔が微妙に苦し気な表情を浮かべているのがわかると、なんだか悲しくなった。

（声をかけたいけど、なにを言えばいいのか）

　そう悩んでいたときに、敦志の唇がうっすら開いた。そして、耳にした理由に目を丸くする。

「ただの嫉妬。アイツがこんなふうに優子さんとデートをしていたんだと思って」

『アイツ』と言われ、瞬時に思い浮かばなかったが、話の内容から連想して、それがヴォルフのことだと理解した。

　瞼をぱちぱちとさせる優子を振り返り、敦志は眉を下げて苦笑した。

「小さい男だと幻滅した？　どうやらオレは、社内では心が広く温厚だと思われているらしいし、優子さんもそう思っているかと」

　優子を映している瞳は、会社で見るような落ち着きがなくて、少し揺らいでいる。

　おもむろにハンドルから手を放し、そっと優子へ伸ばしていく。右頬に辿り着く直前に手を止め、黙って見つめ続ける。

　彼の瞳がまっすぐぶれないものに変化してから、一度止めた手を優子の頬に添えた。

「だけど、本当のオレは大切な人を目の前にしたら心も狭くなるし、その人を傷つける相手には冷酷にもなれる。……優子さんの理想とは違うかもしれない」

　人の上に立つ側として、まわりから作られた虚像は仕方がないと思っていた敦志は、いつしかそれが〝自分〟だと無意識にまわりから象かたどられていた。けれど、ヴォルフに幾度となく焚きつけられて、本当の自分に気がついた。

　敦志の告白を受け、優子はしばし視線を交錯させた後、そっと彼の手に自分の手を重ねた。

「私の理想は……こうしてすべてを受け入れて、隣にいてくれることです」

　――安心感。

　優子が求めてきたものは、完璧な恋人というわけではなく、一緒に安らげる人。

　ありのままの自分で共に過ごしていけるなら、それで充分幸せだと思っていたから。

「それに、大切な人を大切に思うのは普通のことじゃないですか。私は副社……敦志さんが身近に感じられてすごくうれしい」

　言い終えるまでは、伝えたい一心で真剣に敦志を見ていたけれど、ふと我に返って恥ずかしくなり、目を伏せる。

「そんな顔であまりに可愛いことを言われると、年甲斐もなく頬が緩みそうだ」

　聞こえた言葉に顔を上げると、彼が少し俯いて照れていて、見入ってしまった。

　敦志は不意に頭を戻し、優子の頬に触れていた手を後頭部に回す。近づく距離に、優子は瞬きを忘れていた。

「ありがとう」

　ひとこと口にして、スッとメガネに手をかける。それを外して右手に収めると、瞬く間に唇を奪った。




　すっかり空が暗くなり、助手席に座る優子が新品の腕時計に目を落とすと、時刻は午後九時。

　優子のアパートまで送り届ける時間を想定して、少し早めにディナーを済ませたふたりは、帰途についていた。

　ハンドルを操作する右腕にチラッと見えた敦志の腕時計。同じブランドだと聞いてうれしくなった気持ちを思い出し、膝の上の手につけている腕時計を密かに撫でた。

「あの、ごちそうさまでした。本当にいろいろとすみません」

「いいえ」

　今日は一日楽しい思いをさせてもらっただけではなく、プレゼントや食事まで……と、恐縮しきりだった。しかし、仮に『食事代くらいは支払う』と申し出たところで、絶対に断られるのがオチだとわかっている。

　申し訳ない思いを悟られないよう、話題を少し変えてみた。

「あんな素敵なレストランは初めてで、私の服装だと入店を断られるかもって本当にひやひやしました」

　エスコートしてもらったのは、正統フレンチを提供する老舗しにせレストラン。

　厳かな佇まいに尻込みしてしまったのだが、車を降りる直前に敦志がネクタイを首元から外したものだから驚いていた。

「あ、ごめん。ドレスコードはスマートカジュアルだから平気って、先に言っておけばよかったね」

　クスクスと笑う彼は、今もノーネクタイ。襟を少し開いた首元がセクシーで、目のやり場に困る。いつも顔を見られずに視線を逸らすときには、決まって首元を見ていたから。

「とてもおいしかったです。特に、最後のデザートが見た目も素敵で」

「ああ。あそこは確か、〝世界のミツイ〟と言われているパティシエが監修しているからね。オレの母も彼のファンみたいだよ」

「へえ。そうなんですね。でも、すごくわかります。そのくらい綺麗でおいしかったから」

　優子は初め、デザートを思い出して言っていたが、いつしか敦志と向かい合って食事をした幸福感で笑みを零していた。




　アパートに着いたときには午後十時を回っていた。

　部屋の前まで送り届けてくれた敦志と向き合い、ぺこりと頭を下げる。

「今日は本当にありがとうございます。とても楽しかったです」

「こちらこそ、遅くまでごめん。じゃあ、また」

　敦志は爽やかな笑顔で片手を上げて踵を返し、一歩踏み出そうとしたが、とどまった。優子はどうかしたのかときょとんとして後ろ姿を見上げる。

　すると、彼は振り向いて「おやすみ」と言い、優子の頭にキスを落としていった。

　夢見心地のまま車を見送り、部屋に入る前に前髪を撫でる。

（昨日からずっと夢の中にいるみたい）

　ふわふわした思考で鍵を開け、部屋に入って電気をつける。まだ余韻を引きずっていて、なにもする気が起こらない。

　おもむろにバッグを床に置いて座り、だらんと下ろした手に視線を落とした。

（これをつけてたら、ずっと彼のことを考えてしまいそう）

　敦志から贈られた腕時計は、デザイン的には控えめではあるが、優子にとって存在感は絶大だ。時計の針を見つめ、今別れたばかりの彼を思う。

（何時くらいに着くのかな。会社の近くとか都内なら、また一時間以上かかるよね）

　迷惑をかけたなと思いつつ、ギリギリまで一緒にいられたことがうれしかった。

　優子は緩んだ顔で腕時計を丁寧に外して、テーブルの中央に置き、ようやく腰を上げた。




　そうして約二時間が経ち、日付が変わる頃にベッドに入った。天井を見つめ、一度閉じた目を再び開く。

　寝るまでの時間、ずっと迷っていたけれど、やはり気になる。

　足をベッドから下ろし、携帯を手に取った。

【無事に着きましたか？　遅くなって本当にすみません。おやすみなさい】

　時間が時間だからと電話は控え、ショートメールを送る。もしかしたら、無事に着いてはいるけれど、もう休んでいて返事はないかもしれない。でも……という気持ちでメールをしてしまった。

　連絡をしたらしたで返事が来るかもしれないと思うと、目が冴さえてしまってなかなか寝つけない。布団の中でゴソゴソ動き、もう何度目かの寝返りのときに携帯が振動した。

【大丈夫だよ。オレの家は優子さんの家寄りだから。心配してくれてありがとう】

　敦志の返信に、そういえば同じ路線の電車に乗っていたことがあったと思い出しながら、メールの続きに視線を戻すと、思わず二度見をしてしまった。

　そこには、【よければ今度うちにおいで】という一文。

「嘘……」

　真夜中の静まり返った部屋で、ぽつりと漏れるひとりごと。煌こう々こうと光る画面を顔に近づけて、何度も読み返す。

　震える手は自分の意思ではどうしようもなく、携帯を握る手にぎゅっと力を込めてごまかした。

　舞い上がる気持ちと共に、返信の言葉に詰まってしまう。ようやく捻り出した返答は、【うれしいです。お招きいただけるのであれば、いつでも】というもの。

「えい！」と勢いをつけて送信すると、数十秒後に着信があった。

『ごめん。電話した方が早いと思って』

　慌てて正座した優子の鼓膜を、低く心地のいい声が甘く揺らす。少し惚けてしまったが、すぐにそわそわと返事した。

「あっ。はい。その、すみません……私がメールしちゃったから」

　すると、なぜか受話器越しにクスクスと笑う声が聞こえてくる。

（なにか変なこと言った？　それとも、変な声だったとか？）

　不思議に思って敦志の様子を窺うと、少しの間の後、おかしそうに言われた。

『いや……やっと電話が繋がったと思って』

　そして、またもや『ふっ』と笑う声に、ぽかんとしてしまう。けれどすぐに、今まではヴォルフに邪魔をされていたことを示唆しているのだと気がついた。

『さっきの話、オレはいつでもいいよ。明日でもいいし』

「えっ……。そんな連日……いいんですか？」

『なんで？　全然構わないよ。出張じゃない限り、いつでもね』

　耳から入った声は、そのまま胸の奥まで響く。ついさっきまではバクバクと暴れていた心臓も、今度はきゅうと締めつけられるような感覚に変わった。

〝苦しい〟と咄嗟に思って胸に手を当てるが、顔をしかめることもなく、眉を八の字に下げて頬を紅潮させる。

〝好き〟という気持ちが全身に広がって、今すぐ彼に触れたくなる。胸がいっぱいでひと声も漏らせずにいると、敦志は落ち着いた響きで言った。

『じゃあ、近くの駅まで来てくれたら迎えに行くよ。詳細は明日メールで。おやすみ』

　優子がかろうじて答えられたのは、「おやすみなさい」というひとことだった。




　改札を出て駅の入口に足を揃えて立つ。腕時計を見て、待ち合わせ時間より十分早い、と安心した。

「ふー」とひと息つき、空を見上げる。今日はあいにくどんよりした曇り空。微かに陽の光が透けている灰色の雲を見つめ、数分後に待ち合わせをしている敦志を思う。

（どんな声をかけてくれるんだろう。私服はどんな感じなんだろう。家の中はどんな雰囲気だろう）

　考え出したらきりがなくて、想像するたび鼓動が速くなる。

　いつも利用している路線の電車に乗ったはずなのに、まるで初めて乗った感覚になったほど、優子は舞い上がっていた。

『落ち着け』と日頃からよく自分に言い聞かせる言葉を心の中で唱え、深く息を吸っている途中で、声をかけられた。

「優子さん」

　ただ名前を呼ばれただけで、大きく肩を上げてしまう。ゆっくり吸い込んだ息も、半分以下の時間で吐き出してしまった。

　振り向くと、ベージュのカーゴパンツに黒のポロシャツ、薄いグレーのパーカーを着た敦志が「待たせてごめん」と小走りでやってきた。

　カジュアルスタイルだけれど、綺麗に着こなしている様は、優子の期待を裏切らないものだ。

「いいえ！　大丈夫です！　そんなに待ってませんし」

　スタイルもいいため、シンプルな服装であっても通行人の目を引く。昨日出かけたときにも経験したが、道行く女性がみんなと言っていいほど振り返るのだ。

「そう。じゃ、行こうか。実はまだちょっと終わらない案件があって、少しだけ待っててもらってもいい？」

「えっ。お仕事があったんですか!?　それなら私、今日は――」

「いや、気にしないで。すぐ終わると思うから。それに、一段落した後に優子さんとコーヒーを飲むのを、昨日から楽しみにしていたし」

　敦志はニコッと白い歯を覗かせる。歯の浮くようなセリフを口にしても、まったく違和感がない。

　優子は赤くなる顔を隠すように俯いて、手にしていた紙袋の持ち手を強く握った。

「邪魔にならないですか？」

「逆に捗はかどるくらいかもしれないな。その先に楽しみがあると思えば」

「……じゃあ、お言葉に甘えてもいいですか？　実は、お好きかわからなかったけれど、挽ひいてもらったコーヒー粉を買ってきたので」

　敦志はそれを聞き、優子が持っている紙袋に目を向ける。

「そうなんだ。わざわざありがとう」

　目を細めて見つめられ、癒される笑顔に見とれて頭の中が敦志でいっぱいになる。そこに追い打ちをかけるように、彼がさりげなく手を取り、優子の右手は大きな温かさに包み込まれた。




「適当に座っててくれる？」

　冷たいお茶を注いだグラスをコトッとテーブルに置いて、敦志は「すぐ戻るから」と書斎に消えていった。

　優子はひとりになったリビングをきょろっと見回した。

（おうちも想像通り……ううん、それ以上かも）

　モデルルームのように綺麗な部屋。間取りは３ＬＤＫの高級マンションだ。ダークブラウンのフローリングに、オシャレなラグとレザーのソファセット。テレビは五十インチくらいありそうな大きなもので、ホームシアターも設置されていた。

（映画とか好きなのかな）

　そうして次に目が留まったのはダイニング。

　四脚ある椅子に、白い天板のテーブル。奥に覗くキッチンは、食器棚の中に並ぶカップや皿もまるでディスプレイされているように綺麗だった。

　ゴミひとつ落ちていなさそうなリビングで、どうやってもくつろげそうにない。

　そんな完璧な部屋の中で唯一気になったものは、ローテーブル上の一冊。

（なにかのファイルかな？）

　そっと足を向け、立ったまま見る限りでは、紺地の表紙の厚手のファイル。閉じてあるファイルに、ぴらっと一枚なにかが挟まっているのが見えた。なんだろうと気になって、ほんの少しだけ指で引き抜いた。

（盗み見なんて絶対にダメだ）

　そう頭では思っているのに、すでに行動に出てしまって手遅れ。指に挟んだ質感で、それが写真だと気づくまでは一瞬だった。

　そっと指で引いて写真の面が広くなっていくと、思わず「えっ」と声を漏らしてしまう。

（どこかで見たことがあると思ったら）

　写真の背景にピンとくるものがあって、目の前に持ってくる。

　映っていたのは、実家である道場の庭。その一枚には、若い頃の父親の隣で、無邪気に目を細める幼少期の敦志が思い出として残されていた。

　本当に実家の道場に通っていたのだと納得できたのは、写真の中の男の子が道着を着ていたから。

　優子は座ることも忘れ、たった一枚の写真を夢中で見つめた。

　今よりも髪は長めで、メガネをかけていない敦志。すでに顔立ちは整っていて、可愛らしさが残るものの、充分に魅力が溢れ出ていた。

　先日の話から、この敦志は六歳だったのだろうと改めて思い返すと、当時自分がそこにいなかったというのがなんだか淋しくなった。

　時間が経つのも忘れ、食い入るようにジッと視線を落としていると、カチャッとドアが開く音がして顔を上げた。

「あっ……す、すみません」

　仕事を終えた敦志を見るなり動揺し、つい写真を後ろ手に隠してしまう。

「ああ、それ。昨日懐かしくなって出しておいたんだ。時間があるときに見ようと思って。コーヒー淹れた後に一緒に見ようか」

　勝手に触ってしまったことを咎とがめることもせず、敦志は破顔一笑し、キッチンへ向かった。

「はっ、はい。それから、コーヒーの他にクッキーも買ってきて……よかったら、これも一緒に」

「うん。ありがとう。じゃあ手伝ってくれる？」

　そうして敦志がコーヒーを淹れている間、優子が皿にクッキーを並べる。

　個包装されたクッキーは個人でやっている洋菓子店のもので、ナッツ入りや抹茶味などいろいろだ。

「このお店、お気に入りで。コーヒーはもちろん、クッキーもおいしいんです」

「そうなんだ。楽しみだな」

「副……あ、敦志さんは、なにが好きなんですか？」

　まだ慣れぬ呼び方に照れながら、テーブルに皿を置いて尋ねた。敦志は優子のたどたどしい呼び方に笑って、コーヒーをカップに注ぐ。

「あまり嫌いなものがないな。あ、でも果物とか好きかな」

「へえ。例えば？」

「みかんとかグレープフルーツとか。柑かん橘きつ系は特に好きかも」

　敦志がカップをソーサーにカチャッと乗せ、二客を両手に持ちキッチンを出てくる。ラグに膝をついていた優子は、スッと立ち上がってよけた。敦志は「どうぞ」とひと声かけてカップを置くと、手元に視線を落としたまま、思い出すように口を開く。

「なんだっけ、あの名前。すごい大きな……確か、鹿児島の名産って言ってたかな」

　首を捻る敦志の呟きに、優子はピンときた。

「サワーポメロ？」

　あまりメジャーではない果物だが、それを知っていた。理由は簡単。実家に親戚から毎年送られてきていたからだ。しかし、敦志も知っているとは珍しいなと思っていた矢先、彼がソファに腰を下ろしてアルバムに手を伸ばした。

「ああ、そうだ。冬に道場でごちそうになったのを覚えてる。あれが最後の日だったから」

　そして、さっき優子が見ていた写真を取って、「ふっ」と笑った。

「私もあれ、好きです。もうしばらく食べてませんけど」

　高校卒業と同時に家を離れていて、当然それ以来口にしていない。優子は苦笑して続けた。

「敦志さんのおかげで、今年からまた食べられるかもしれません。そのときは、いくつかもらって持ってきますね」

　顔を少し傾け、ニコッと笑いかける。それから少し距離を置いて敦志の隣に腰かけ、膝を合わせた。

「それ……見せていただいてもいいんですか？」

　コーヒーやクッキーよりも気になるものは、敦志の膝の上にあるアルバム。「どうぞ」と渡されたアルバムを、ドキドキしながら表紙を開いた。

　一枚一枚、ゆっくりと隅々まで見ては、時折質問を挟んでページを捲っていった。

　初めはさっきの写真と同じくらいの時期のもの。それから中学生、高校生と続いた。さらに一ページを捲り進めたとき。

「楽しそう……やっぱり若いですね。あっ、別に今が若くないとか、そういうことを言ってるわけじゃないですよ？」

　思わずそんな感想を口にした一枚は、大学時代のものだった。

　男女数人で楽しそうに笑って写る写真の中で、敦志は美人の女性と並んでいた。

「いや、実際そうだよ。もう三十三になるから、優子さんとだいぶ離れてるし」

「えっ。敦志さん、若く見えます……。それに私、年齢とか関係ないですから」

　照れながら頑張って伝えるけれど、やっぱり敦志を直視はできなくて、ごまかすようにアルバムに目を向ける。すると、何枚か見続けていて、あることに気がついた。

（あれ……さっきの写真も、この写真も、隣には同じ人がいる）

　美人なだけに、すぐに目がいってしまうのだが、気にし出すとどれも近くに写っているように感じて複雑な思いを抱く。それを払拭するようにページを捲った直後、固まってしまった。

「コーヒーが冷める前に飲もうか」

　突然敦志がアルバムに手を伸ばして話題を変えたのは、自分の勘が当たっているからだと確信する。

　今しがた閉じられたページの写真は、敦志の腕にその女性が絡みついているものだった。

　もしかしたら、なにかのノリでそうなったのかもしれない。頭の隅で自分をフォローするも、恋人だったからという方が自然だろうと冷静な判断が下る。

　ボーッとコーヒーカップを見つめている優子の横顔を見て、敦志は意を決して謝る。

「ごめん。忘れていたとはいえ、軽率だった。嫌な思いをさせたね」

「……いえ。普通のことですし、逆にすみません」

「そんな顔しないで」

　無理に笑った優子を見て、眉根を苦し気に寄せて顔を覗き込んだ。優子は平静を装い、笑顔を作ってカップに手を伸ばす。

「本当、大丈夫です。あ、せっかくコーヒー淹れてもらったのに、冷めちゃっ――」

「優子さんは普段から我慢する癖があるから。思ったことをそのまま言って」

　カップの取っ手に届く前に、その手を敦志に掴まれる。触れられた瞬間、心臓が跳ね上がり、ドクドクと大きく聞こえる心音でうっかり涙目になってしまった。

「でも……そうしたら鬱陶しいって思ったり……」

「思わないよ。好きな人となら、どんなことでも正面から向き合いたいし」

　優子がぽつりと本音の一部を漏らすと、敦志は迷うことなく即答する。優子はきゅ、と握る手に力を込め、一度唇を引き結んだ。

　けれど、手から感じる心地いい温度に、勇気を出して再び口を開く。

「……さっき、うちの道場での写真を見たときにも、似たようなことを思いました。なんでそのとき私はいなかったんだろうって。そんなふうに思っても無意味なのに。仕方ないことなのに」

　過去のことを、しかも自分が存在しないときのことを今なにか言うなんて滑稽だ。

　そんなことはわかっているはずなのに、どうしてもそう感じてしまったのだから仕方がない。

　言ってしまった後、敦志に顔向けできなくなって深く俯き、きつく目を閉じた。すると、突然握られていた手を引っ張られ、あっという間に抱き留められる。

　そして、耳元で敦志が言う。

「それなりに年を重ねてるから、好きな女性を甘やかせてあげられるくらいの余裕はあると思ってるよ。だから、遠慮しないで言ってごらん」

　聞き取りやすいゆっくりした話し方と、心を落ち着かせる音程。

　ただ一方的に抱きしめられながら、優子は躊躇いつつも口にした。

「……ふ、触れても、いいですか？」

　厳密にはすでに触れ合ってはいるのだが、手を回しているのは敦志だけ。

　優子のお願いにクスッと笑いを零すと、敦志は両肩に手を乗せて少し距離を開き、正面から向き合って答えた。

「どうぞ？」

　敦志が口端を上げ、優しい声で了承してくれたので、緊張しながらそっと手を動かす。伸ばした先は、ソファの上に置いた彼の綺麗な手。

　ゴツゴツした感触から、さっき触れられた温もりが戻ってくる。手を乗せたはいいが、この後どうしていいかわからない。

　優子が困っているのに気づいている敦志は、手はそのままに目を見て尋ねる。

「まだ不安？」

「えっ。いや、えぇと」

「じゃあ、今の君はひとりじゃないことを証明してあげようか」

　そう言うなり、重ねられていた手を動かし、指と指とを絡ませ合う。再びふわりと片手で優子を抱きしめると、耳に口づけをした。

　甘い展開に硬直する優子から、ゆっくりと身体を離す。

「ね？」

　なんの音もない静かなリビングで、小さく敦志が笑いかけた。

「……なんかまだ、実感が湧かないというか……こういう安心感に慣れていないというか」

　無意識に繋いだままの手に力を込め、コツンと敦志の胸に額を預けると、ぽつりと零す。目を閉じて呼吸を整えていた矢先、今度は力強く背中に手を回され、きつく抱きしめられる。

　何事かと瞼を開き、顔を上げると……。

「……ごめん。さっき言ったのが嘘になってしまうけど」

　珍しく敦志が感情的な声を出し、体温を上昇させて言う。

「やっぱり、余裕がなくなった」

　耳の裏側で囁かれ、胸の奥がきゅうっと音を上げる。敦志は両手で優子の顔を包み込み、情熱的な瞳を向けて静かに尋ねた。

「オレも、触れていい……？」

　目に映る姿も、耳に届く声も、肌を熱くさせられる体温も、敦志だけ。

　至近距離で見つめるのは敦志の瞳。濃褐色の虹彩に吸い込まれるように、目を逸らせずに視線を交錯させる。それから小さく頭を縦に振ったはいいが、急に羞恥心が襲ってきて視線を上げられなくなってしまった。

　けれど、それを阻止するように顔を上向きにされる。目を瞑る直前に、鼻先に触れる距離に敦志がいたのが見えて、身体が固まった。

　胸の鼓動が最高潮に高鳴った、その瞬間。

　顔に影を落とされ、ふたりの唇が重なった。

　温かく柔らかい感触が胸の奥を締めつけ、敦志の服をきゅっと掴むことで、力が抜けそうなのを堪える。

「んっ……」

　声を漏らしてしまったわけは、想像以上に口づけている時間が長かったから。

　少しして重ねた唇が離れていくのを感じ、一瞬気を緩めた。すると敦志の左手が優子の後頭部を拘束し、すぐにまた唇を奪う。

「んっ……ふっ」

　それは〝奪う〟という言葉通り、先ほどとはまったく違う、力強くて熱情的なキス。

　角度を変え、何度も重ねた後に下唇を食はまれ、口内に侵入してくる。緊張状態の優子の舌が絡め取られて、ますます吐息が零れ落ちていく。

　気づけば力は抜け落ち、敦志に誘導されるままソファの背もたれに頭を乗せていた。薄目を開けて見上げると、いつも落ち着いた優しい雰囲気の彼が、熱を帯びた目を向けている。

「あんまり可愛いから……」

　軽く額にキスを落とし、優子の顎に手を添えて囁いた。

「ベッドルームに連れていってもいい……？」

　赤面しそうな言葉にすぐには答えられない。けれど、勇気を出しておそるおそる背中に手を回し、肩に頬を寄せる。

「……はい」

　掠れる声を絞り出したのを聞いて、敦志はギッとスプリングを軋ませ、ソファから下りるなり優子を抱き上げた。短く悲鳴を漏らし、グンと重力に逆らうのと同時に優子の視点が高くなる。

　まさか抱き上げられるとは思っていなくて、敦志の首に反射で手を回す。

　リビングを出て突き当たりのドアが開かれると、本がずらりと並ぶ棚とベッドが置かれていた。

　ベッドに丁寧に下ろされて、片手をシーツに沈ませる間にも、キスをひとつ。

「ん？」

　敦志が眉を優しく下げて小首を傾げたのは、優子になにかを含む視線を向けられたから。

「いつも……見てました。姿勢よく凛としたあなたを」

　優子は改めて敦志を見て、走馬灯のように記憶が巡っていた。

　具体的な理由なんてなかった。ただ、気づいたら目で追っていて……。敦志を知った日からずっと、密かに恋い慕っていた。

「だから、この優しい目を間近に見られるなんて……信じられない」

　瞳を潤ませて告白する優子に、敦志は瞳を大きくさせる。涙目で頬をうっすら紅色に染め、唇を僅かに震わせる姿が愛おしい。

「信じられるまで、ずっと見ていていいよ」

　そう言って、優子の両手を取って自分のメガネに運ぶ。テンプルに指先が触れて、戸惑う表情を見せながら敦志の顔を窺うと、睫毛を伏せて動かずになにかを待つようにしていた。

（え……いいの？）

　優子はテンプルを摘つまみ、そっとメガネを外す。

　顔からメガネが離れるにつれて、敦志はゆっくり瞼を押し上げていく。露わになった彼の黒い瞳に捕まって、両手でメガネを手にしたまま動けない。

「オレも。気づいたら君を探し、目で追っていたよ」

　遮るものがなくなった目を向けて、口の端を僅かに緩ませる。メガネがない姿に免疫がまだついていない優子は、見慣れぬ顔に心拍数を増すばかり。

　不意に抱きしめられ、密着した身体越しに同じような鼓動を感じて、得も言われぬ感情が湧いてくる。

「実感できるまで、何度もこうして抱きしめるよ。君の居場所はここだって」

　伝え終えると身体を離してまっすぐ見つめ、優子の右手に手を重ね、左耳の上にもう一方の手を挿し込んだ。

　スローモーションのように顔を傾け、距離をなくしていくと、耳元に口を寄せる。

「好きだよ」

　いつの間にか外は雨が降りしきっていたが、ふたりがそれに気づくのはしばらく後のことだった。




「まだやみませんね」

　夕方前、ソファに座っていた優子が、振り返るような体勢で窓から空を仰ぎ見る。窓には雨粒がしきりにぶつかっては流れ落ち、室内にまで雨音が響いてきていた。

　そこにコーヒーを淹れた敦志がやってきて、「はい」とカップを手渡す。

「あ、ありがとうございます。長居してしまってすみません。だけど、傘を忘れてしまって……雨が上がったら帰りますから」

　天気予報も見忘れて出てきてしまうほど、今日は……いや、昨日から緊張していた。

　肩をすぼめる優子は、湯気を「ふぅ」と吹き飛ばし、遠慮がちにカップへ口づける。

「そんなこと気にしなくていいよ。それに、車で送っていけばいいんだから」

　もうひとつカップを手にして立っていた敦志が、ゆっくり隣に腰を下ろした。

「でも……敦志さんが休む時間もなくなりますし」

　いつでも謙虚な姿勢の優子に「ふっ」と笑い、カップをテーブルに置いて、ぽつりと漏らした。

「なんだかすごく癒される」

　コーヒーを口に含んだ優子が、目をぱちぱちさせながら隣に顔を向ける。

「オレは今までの人生、大切な人を守ることだけを無意識に考えてた。だけど、それは違うのかもしれないな」

　敦志は太ももに肘をつき、コーヒーから立ち上る湯気を見つめ、不意に話を始める。きょとんとした優子の視線に気づきつつも、そのまま続けた。

「共に生きていきたい相手とは、お互いに守り、守られる――そういうものなのかもしれない……なんて、いつもまっすぐで強い瞳の優子さんを見て、そう思った」

　その言葉に優子は驚いたが、カップを持つ手にきゅっと力を込めてはにかんだ。

「じゃあ、私、練習さぼらないようにしなくちゃ」

「いや。守ってもらいたいのは身体じゃないよ。それはオレの役目だからね」

　優子の言葉を即座に否定し、苦笑しつつ目を合わせて言う。

「正直、ずっと気を張るのは疲れるから。ときどき、寄りかかってもいい……？」

　そっと優子の黒髪を左手で掬い、口元に持っていく。

　髪に口づけられる様をドキリとして見つめた。敦志の伏せられた長い睫毛に見入って、言葉を発するのも忘れてしまう。

「そのままの君でいいから」

　敦志の目がまたすぐ自分に向きそうで、つい伏し目がちになって答えた。

「わ、私にできるならいつでも……」

　敦志は緊張のあまり瞳を揺らした優子の横顔を見つめて、するっと髪を手から滑らせる。

「オレは優子さんがいい」

　最後の毛束が落ちていくと、その左手を後ろの背もたれに伸ばす。

　そして、触れるだけのキスをする。

　――たった数秒間の出来事。

　それなのに、触れられた髪と唇に、いつまでも残る敦志の感触。ゆっくり隣を見上げると、優しく微笑む彼に動悸がやむことはない。

「私も……あなたが、いい」

　小さく口を開いた優子がそっと手を伸ばし、敦志に触れるまで、あと二秒。

　時間は止められない。だけど、もう、そう願うことはない。

　きっと、この幸せがこれから先も続くと信じて。
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　その日も変わらず制服を身に纏い、ネームプレートが曲がっていないかチェックする。髪型や化粧も確認して持ち場についた。

「おはようございます」

　優子の挨拶に「おはよう」と明るく返すのは、今本。優子はデスクにバッグを置いて、彼女の膝かけを見た。

「本当、毎日寒いですね」

　優子にとって、オフィスで迎える初めての冬。一階受付となると、人が出入りするたびにドアが開閉し、帰る頃には指先などが冷えきっている。

「足元にヒーター置いていても、入口が頻繁に開いて冷気がすごいもんね」

　肩を上げて身震いしながら話す今本が、ふと姿勢を戻した。不思議に思って、彼女の視線を辿るように振り返る。

　その先にいた人物が通りすがりに微笑み、軽く会釈をしてきてドキリとする。それは、相手が〝副社長〟の敦志だったからだ。

　ふたりは慌てて席を立ち、深く頭を下げる。

「はー。びっくりした」

　五秒後にそっと頭を上げ、敦志がいないことを確認した今本が漏らした。

「今では、お客さんがいないときは必ず気にかけて挨拶してくれるよね、副社長。優子ちゃんを気に入っているんだねー」

「えっ」

「だって、優子ちゃんが前に接待に同席した時期くらいから、明らかにこっちを見てくれているし。……脈ありじゃない？　頑張って！」

　先輩の激励になんとも言えない思いを抱きつつ、うまい返しが見つからずに苦笑いを浮かべる。

　敦志と付き合うようになってから約半年。優子はそのことを社内では秘密にしていた。もちろん、言いふらそうなど微塵も思ってはいないが、入社以来よくしてくれている先輩には信頼を寄せているので、黙っているのは正直心苦しかった。

　良心は痛むものの、自分だけの話ならばいい。しかし、相手がいる話なだけに迂う闊かつな言動は控えなければならない。

（あの敦志さんが、珍しくこれについては徹底しているしなぁ）

　大抵のことは、相手の気持ちを汲くみ取って譲歩するような性格の敦志だが、付き合いについては優子の意見も聞かずに、社内ではくれぐれも口外しないようにと釘くぎを刺してきた。

（まあ、副社長という立場的に、確かにスキャンダルだよね）

「はあ」と無意識に溜め息が零れ出る。すると今本が『ファイト！』といった眼差しを向けてきて、また苦笑した。




「……敦志さん。絶対、手加減しないでくださいね」

　射抜くような鋭い眼光を向け、優子は低い声で言った。刹那、敦志との間を詰め、右腕をまっすぐ突き出した。

　敦志はそれを慌てることなくかわし、続く攻撃も避けるか受け止めるかでどうにかやり過ごす。しかし、このままだと延々と続くだろうと思い、隙を見つけた瞬間に上段突きを繰り出した。

「……っ」

　優子は声にならない動揺で、足が止まってしまった。顔は動かさずに視線だけを下に向けると、自分の身体に寸止めされた拳。それがスッと引っ込んでいき、項垂れる。

「……優ゆう？」

　付き合ってひと月経つ頃から、敦志は優子のことを『優』と呼んでいた。

　会うたびに緊張気味の優子と、より距離を縮めたくてそう口にするようにしたが、今ではそれが板についていて、ごく自然だ。

「悔しい。っていうか、手加減しないでっていつも言ってるのに！」

「それは無理でしょ？　優が強いのはわかるけど、男女の体格差や筋肉量の差があるんだから」

「負けるなら、ちゃんと負けたいのに……いや、負けたいわけじゃないけど！」

　休日の午後、実家の道場で子どものようにごねる優子に、敦志はやれやれといった表情で笑う。

「私、ちょっと柾兄に教えてもらってくる。……敦志さんの弱点も聞いてくる！」

　くるりと方向転換して足音を上げながら行く優子の後ろ姿を見て、困った溜め息をひとつ落とした。

「大丈夫？　あの子の相手、疲れるでしょ」

　後ろから声をかけてきたのは、優子の母、美恵だ。

「おとなしそうに見えて、昔から負けん気は強いの。しばらく会っていなかったけれど、その辺はやっぱり変わるものじゃないみたいね」

　柾利と話をしている優子を眺めながら、敦志の横に並んで呆れ声でそう言った。

「いえ。とても楽しいですから」

　敦志もまた、優子の横顔を遠くから見つめ、口元を綻ばせる。

「そうそう。お父さんがちょっと話があるんだって。少し付き合ってあげてくれるかしら。家の方にいるから」

「わかりました。あ、ところで美恵さん……」

　敦志はふたつ返事で道場を出ようと踏み出したが、すぐに後ろを振り返り、美恵と向き合う。

　敦志が母と話していることも、それからすぐに道場から姿を消したことも、負けず嫌いな優子は真剣に練習をしていて、しばらく気がつかなかった。




「それでは、また。ありがとうございました」

　見送る美恵にふたりで挨拶をし、敦志の車に乗って実家を後にする。車は彼のマンションに向かっていた。

「敦志さん、途中でどこに行っていたんですか？」

「少し師匠と話をしていたよ」

「え！　ま、まさか、懲りずにまだ『後取りに』とか言っていたり……」

「さすがにもう諦めたんじゃないかな。そういう話題はなかったから安心して」

　クスクスと笑って運転する横顔に一瞬見とれ、ハッとして顔を進行方向に向け直す。

「でも、うちのお父さん、本当にしつこいから。敦志さん、油断しないでくださいね」

「了解」

　高速に乗り、グンとアクセルを踏む。窓の外を次々と飛ぶように流れる景色を見ている優子の横顔を、今度は敦志がチラリと見た。

「そういえばこの間、ドイツから【Ich wünsche Ihnen ein frohes neues Jahr（幸福な年になりますように）】とメールが来ていたよ。……優宛にね」

「ええ!?　そ、それで、なんて返したんですか……？」

　敦志が淡々とした口調なのは、ヴォルフが未だに優子を気にかけているのが面白くないという心情の表れだろう。

　そういうこともわかって、少し慌てて尋ねる。すると、やはり不機嫌そうな目でフロントガラスを見つめた敦志がさらりと返す。

「【伝えておくよ。〝家でね〟】って返しておいた」

　その口調は普段の敦志らしからぬ、嫌味交じり。しかしそのときの優子の思考は、すでに違うところへ結びついていた。

「……会社では話ができないですもんね」

「ごめん」

「いえ……。毎日仕事で精いっぱいですし、私も余裕がないから。でも、仕事はすごく楽しいですよ！　もうすぐ一年経つなんて、あっという間で」

　会社で話をしたりするのが叶わないことは理解している。もちろん、姿を見るときがあれば駆け寄りたい気持ちにもなるが、自制が利くから大きな問題ではない。

　ほんの少し引っかかるのは、彼が頑かたくなに自分たちの関係を内密にしていること。

（それ自体はいいのだけど、これほど徹底しているところを見ると、もしものことが起きて社内に知れ渡ってしまったら、どれだけ大変なことになるのだろう）

　想像もつかないことがなんだか怖くて、優子は聞くこともできなかった。

（敦志さんが仕事上で困るのだけは避けたい）

　敦志が副社長だから好きになったわけではない。けれど、その地位を奪うようなことは当然したくはない。

　ハンドルを操作する敦志を時折盗み見て、改めて気を引きしめた。




　マンションに着くと、敦志に促されて先にシャワーを浴びた。

　半年も経つと、着替えや歯ブラシなど、少しずつ優子のものが敦志の部屋に増えている。

　自分のタオルを使って頭を拭きながら、彼がいるであろうリビングに足を向けた。

「いつも先にすみません。ありがとうございました」

「ああ、そんなに慌てて出てこなくていいって、いつも言っているのに」

　ソファに座って英字新聞を読んでいた敦志は、それをふたつに折り畳み、バサッとテーブルに置く。そして、ドアの前に立っている優子の元へ近づいた。

「今は夏じゃないから、風邪ひくよ」

　優子の肩にかかっているタオルに手を伸ばし、彼女の濡れた髪を優しく拭く。正面から抱きしめられるときのような距離感に優子は頬を赤らめる。

「あの、大丈夫です。自分でちゃんと拭きますから、敦志さん、シャワーどうぞ」

　おどおどしながら言うと、敦志は手を止めてニッコリ笑った。

「じゃあ行ってくる」と告げて彼がリビングを去っていった後、新聞を綺麗に畳み直し、キッチンに向かう。コーヒーを落とす準備をして、カップをふたつ取り出した。

　主に優子が使うポーションミルクの容器を棚から取り出す際に、そのひとつがコロコロと床を転がっていく。

「あっ」

　慌てて追いかける途中、キッチンのそばに置いてある小棚にぶつかった。静かなリビングにカタンと一瞬音が響き、ドキリとして棚の上を確認する。

　なにか壊れてしまったのでは……とビクビクしたが、どうやら腕時計やメガネの横にある小物入れの蓋がずれて外れたらしい。

（びっくりした。腕時計が壊れちゃったら、なんて言ったらいいか）

　腕時計は敦志が気に入っているものだと聞いていた。それと、前に同じブランドの時計を買ってもらったときに、だいたいの金額を知っている。高額な時計を壊したら大変だった、と改めてホッと胸を撫で下ろした。

　腕時計を横目に、小物入れの蓋を乗せようとしたときに、ふと中身に目が留まった。

（指輪……？）

　中に入っているのは、ひとつの指輪。

　無意識に摘まみ上げると、華きゃ奢しゃなラインの可愛らしいデザインはメンズのものではないのは明らかだ。しかも使い古されたような指輪で、誰かへの贈り物とも考え難い。

　指先で持ったまま怪訝な顔で見つめていると、バスルームから敦志が出てくる気配がして、急いで元に戻した。

「コーヒー淹れてくれてるの？」

　敦志は廊下まで漂うコーヒーの香りに誘われるようにドアを開け、優子に言った。

「あっ……はい。たぶん、もうそろそろ」

　跳ね上がった心臓を抑え、笑顔でごまかすようにそそくさとキッチンに戻る。

　コーヒーをカップに注いでローテーブルまで運ぶと、敦志がメガネを手にしてやってくる。

　優子はメガネが置いてあった隣の小物入れに一度目を向けたが、『気にしないように』と心で言い聞かせ、彼と向き合って座った。

「どうぞ」

「ありがとう。ああ、もう薄暗くなったね」

　冬は陽が落ちるのが早い。優子は指輪に気を取られていて、電気をつけることさえ忘れていた。

「ほっ、本当ですね。今、電気を――」

「いや、いいよ」

　敦志は立ち上がった優子の手首を掴み、グッと引き寄せる。バランスを崩し、そのまま彼の胸に抱き留められると、耳に唇を寄せて囁かれた。

「もう少し、後で」

　彼の前髪から滴り落ちたひと滴が、優子の首筋を辿って落ちる。

「……っ。あ、敦志さんも髪、ちゃんと拭かなきゃ」

「それも、後でいい」

「んっ」

　動揺を必死に立て直そうとしているのに、いとも簡単に心を揺さぶってくる。

　敦志は、優子の絹のような手触りの長い髪を指の間に絡ませ、露わになったうなじに鼻先をうずめた。

「同じボディソープを使っているはずなのに、なんで優はこんなに甘い香りがするんだろう」

　肩に吐息交じりの声を落とされ、ゾクゾクと全身が粟立つ。コーヒーの芳ほう醇じゅんな香りを感じていたはずが、いつしかふたりは互いの匂いに酔わされる。

　先に、花のような香りの誘惑に負けたのは敦志。優子の腰に手を回し、くるっと身体を回転させてソファに組み敷いた。見下ろし、宝物を扱うように頭を撫でて、ゆっくり顔を近づける。

　仄暗いリビングのソファで、ふたりの影がひとつになる。

　寄せては離れ、離れては触れて……の繰り返し。何度目かのときに、大きく温かい手が優子の肌へ直に触れる。

「あ……っ」

　ビクンと身体を震わせて、可愛らしい声が小さな口から零れ出た。咄嗟に口を覆うと、敦志がその手を掴んでそっと戻す。そして、ジッと見つめられて、再び唇を塞がれた。

　息も切れ切れになるような激しいキス。それについていくのに必死で、他のことを考える余裕などない。

　涙目になっているのに気づいていながらも、敦志は休む間も与えず、いろいろなところへキスを落とす。

　唇の横、頬、耳から鎖骨へ向かって下りていく。優子が反応を示すたび、敦志の理性が奪われて――。

「可愛い」

　胸元から見上げるように言われると、とうとう優子は羞恥心に負けて両手で顔を覆ってしまった。けれど下肢に伸びてきた敦志の手によって、またすぐに口だけを覆ってしまう。

「ふっ……んん！　あ……っ」

　新たに与えられた刺激に耐えきれなくて、目を固く瞑って白い喉元を見せる。

「優」

　甘い声で発音される名前は、まるで自分のものではないみたい。

　薄目で見えた優しい瞳に手を伸ばすように、敦志の頬に手のひらを当てた。気持ちが高揚しすぎていてなにも言えなかったが、彼を見上げてニコリと笑う。

　その幸せそうな微笑みが敦志を煽る。

「本当、一度くらい余裕の顔でいさせてほしいのに……」

　敦志は苦笑いを浮かべると、先ほど着たばかりのシャツを脱ぎ捨てる。噛みつかれるように唇を奪われ、暗がりの中で優子は甘い嬌声を上げた。




「どうかした？」

　ラグの上に座り、すっかり冷めたコーヒーを口にしている優子に敦志が尋ねた。

「……いいえ。明日から、また仕事ですね。仕事中もですけど、それ以上に休日はあっという間だなって」

　カップに笑いを落とすと、突然後ろから腕を回され、ふわりと抱きしめられる。

「社内で顔を見られるのはうれしいけど、いつも自制を利かせるのが大変だ」

「……敦志さんって、そういうの、全然平気に見えますよ」

「一応、これでも副社長の椅子に座っているからね。むやみやたらに感情を顔に出すことはしないようには気をつけているよ。だけど内心、平気じゃないな」

　身体が密着している部分が熱い。真上から敦志の声が落ちてくるたび、ドキドキと胸を鳴らす。

「もし感情を出してしまって、まわりの人に気づかれたら……？」

　面と向かっていない体勢なのを利用して、仮定として気になっていた質問を投げかける。

「きっと大丈夫だよ。オレたちは接点がほとんどないから」

「でも、もし。そうしたら、敦志さんの立場が……危ういですよね？」

　緊張しながら、それを勘づかれないように何気ない声色を演じてさらに聞く。すると、優子の右側の髪をひと束手にし、遊ばせながら敦志が答える。

「どうかな。普通の恋愛だし、足を掬われるほどのことではないよ」

　リラックスしたように軽く笑って言う辺り、本当のことなのだろう。

（じゃあ、どうして？　ただ、私という存在を隠したいだけなのかも……。いや、まさか彼に限ってそんなことはあり得ない。あれだけ優しくて、必要としているということをいつも伝えてくれる）

　不安が募り始めた矢先、不意に思い出すのはさっきの指輪だ。

「さて。今日は外で食事をしようか。そのまま家まで送るから」

「……はい」

　敦志に背を向け、少し間を空けてから振り返り、笑みを見せた。




　それからまた次の週末がやってきた。それまで、優子の胸には小さなしこりが残ったまま。メールや電話をしていても、不安な気持ちをどう切り出していいか、いつまでも頭の中でまとまらない。

　スッキリしないまま迎えた休日だったが、その日は敦志と会うことはできなかった。昨日の金曜日、こんなことを言われていたからだ。

　――『しばらく忙しいから、ゆっくり会う時間が取れないかもしれない』

　そう聞いて、優子は邪魔にならないよう連絡も必要最低限にとどめた。




　そんな日々が過ぎていき、プライベートで会うことができないまま二週間が経った土曜日の夜。

　会社で見かけることは何度かあったが、日に日に敦志の顔色が優れなくなっている気がして、心配になっていた。

（ちょっとだけ。ご飯のおかずを差し入れしたら、すぐ帰る）

　自分を奮い立たせ、紙袋に入れたおかずの容器に目を落とし、無言で小さく頷いた。ブーツを履いた足を揃え、顔を上げる。

　優子は敦志の家の前まで勝手に訪れていた。インターホンに手を伸ばし、緊張した指がボタンに触れそうになったとき、目の前のドアが勢いよく開いた。ふたり同時に、「わっ」と声を上げる。

「ゆ、優……!?」

　優子ももちろん驚いていたが、それ以上に敦志が吃驚する。

「すっ、すみません!!　ちょっと差し入れだけでもと思って……。もう帰りますから！」

　紙袋を差し出しながら口早に伝え、しゅんと肩をすぼめる。

「ごめんなさい……。忙しいって聞いていたのに、勝手なことをして……」

　消え入るような声を漏らし、力なく腕を下ろす。優子の予想外の行動に一瞬混乱していた敦志だが、すぐに「ふっ」と笑って、ポンと頭に手を置いた。

「オレが怒っている顔に見える？」

　手の重みを感じながら見上げると、とてもうれしそうな目をしている。その顔にホッとして、すぐにドキドキと心臓が暴れ始める。

「よく考えて。忙しくて会う時間も惜しいって思っていたら、オレはここに立っていないよ」

「……え？　それって、もしかして」

　コートを着て車のキーを手にしている敦志を見て、ふと自惚れた考えが浮かぶ。

（私に会いに来てくれるところだった……？）

「車に乗ってから連絡しようと思って出たら、優がいてびっくりした」

　頭に置いていた手をそっと頬に滑らせ、目を細める。

「同じ気持ちでいてくれてうれしいよ。どうぞ、上がって」

「で、でも」

　来てしまったのは事実だが、すぐに帰ろうとしていた手前、断るべきではないかと迷ってしまう。

　優子が答えあぐねていると、敦志はニッコリと微笑んだ。

「明日は日曜日だし。優の予定さえないなら泊まっていって」

　その誘いを断ることができなかった。優子もずっと会いたくて、今ここに立っているのだから。

「……いいんですか？」

「当然」

　敦志はドアをさらに開いて優子を招き入れる。優子は小声で「おじゃまします」と遠慮がちに家に入った。




　自分は夕飯を済ませていたので敦志にだけ振る舞って、後片づけを申し出た。

「なにからなにまでありがとう。それが終わったら先に休んでいていいから」

　キッチンにいる優子の隣に立ち、軽く触れるだけのキスをする。

　優子は耳まで真っ赤に染めて、敦志を潤んだ目で見上げる。その反応がまた可愛くて、ついまた触れたくなってしまう。

「明日は少し時間を作るから。その分、今夜はちょっと頑張るよ」

　優子を横からすっぽりと抱きしめ、今度は旋毛つむじにキスをしながらそう言った。

　その後敦志がいなくなったリビングは、だだっ広くて淋しい。夜ということもあって余計にだろう。

　皿を洗い、棚にしまい終えて、「ふう」とひと息つく。時計を見上げると、午後十時半。静まり返る中、ソファにぽすんと腰を下ろす。

（コーヒーでも持っていってから寝ようかな）

　自分の膝に頬杖をついて、ぼんやりとする。

（敦志さん、やっぱり疲れた顔していたな……そんなに休めないものなのかな）

　今日、久しぶりにまともに見た敦志の顔を思い返し、心配になる。会えないのはもちろん淋しいけれど、それよりも彼の身体の方が大事だと考えつつ立ち上がった。




「敦志さん」

　書斎へ行き、ノックの後に声をかけ、「どうぞ」という応答を聞いてドアを開けた。

「お疲れさまです。コーヒー、どうかと思って……」

「ありがとう」

　どんなに忙しくても、手を止めてきちんと顔を合わせて礼を言うところが、敦志が女性に好かれるところかもしれない。これが例えば社長の藤堂辺りならば、目を合わせるどころか返事すら怪しい。

「……あの、こういう日が、まだしばらく続くんですか？」

　コーヒーを手渡して心配そうに眉根を寄せると、敦志は疲れた表情を隠すように、ただ笑ってみせる。そして、思い出したように言った。

「そうだ、再さ来らい週しゅうの優の休み、オレに預けてくれないかな。行きたいところがあるんだ。その日はオレも空けてる」

「え？　いつも予定はないので大丈夫ですけど……どこへ？」

「秘密」

　クスッと笑って言われた短い答えに、首を傾げる。

　でも、しつこく聞いたところで教えてくれるような感じではないと判断し、「おやすみなさい」と書斎を後にした。




（行きたいところって、どこだろう。見当もつかない。でも、敦志さんの表情から考えてみても、悪いことはなさそう）

　先にベッドに入り、暗い天井を見つめつつ考えが行き着くと、そっと目を閉じた。

　最近のことを順に思い出して、瞼の裏側に浮かべていく。

　一緒に道場で手合わせをしたことや、会社で目を合わせたこと。車に乗って言葉を交わしたことや、濡れていた髪を拭いてもらったこと。

　楽しいことやうれしいことが浮かび上がった後、不意にちょっとした疑問や不安が脳裏をよぎる。

　優子はそれらすべてを抱えたまま、布団の中で猫のように小さく丸まって眠った。『淋しい』という深層心理がそうさせているかのように。




　数時間後、優子の元に敦志がやってきた。

　横向きで、両腕を胸の中にしまって寝息をたてている優子に静かに手を伸ばし、頭を撫でる。何度か繰り返した後、ベッドの隣に入って間近の彼女を見つめた。

　はらりと落ちた優子の前髪を元に戻し、そっと左手を取って甲に口づける。少し冷たくなった小さな手を包み込むよう、優しく握った。

「優……」

　思わず名前を口にして身体を引き寄せ、抱きしめるようにして目を閉じる。すると優子は夢の中で安心したのか、無意識に敦志の背中に腕を回し、ぴたっと寄り添うように密着した。

　その行動が本当に愛しくて、敦志は抱きしめる手に少し力を入れ、意識を手放す直前までずっと優子の頭を撫でていた。




　そうして、さらに一週間が過ぎる。敦志が多忙を極めて三週間が経ち、気がつけば二月になっていた。

　今日は金曜日。そして明日は、以前敦志が言っていた約束の日だ。

　会社でも丸一日敦志の姿を見ていない優子は、帰宅していろいろと落ち着いた午後八時過ぎに、緊張しながら今日初めての連絡をする。

『もしもし』

「……敦志さん？」

『ああ、ごめん。……明日のことだよね？』

　電話口の敦志の異変にすぐ気づき、眉を顰めて答える。

「そうなんですけど、敦志さん、もしかして具合が悪かったりしませんか？」

『……さすが。優はごまかせなかったか。でも平気だよ。ちょっと熱っぽいだけ』

「どうして早く教えてくれなかったんですか！　明日の約束は延期にしましょう」

『ダメだ』

　気だるそうな声にいち早く気づいて、休養するよう提案したものの、迷うことなく一蹴される。その態度に、さすがの優子も感情を抑えきれなくなった。

『あ……いや、本当、寝れば明日はよくなっていると思うから』

「わかりました」

　ひとことで言葉を遮り、一方的に通話を切る。

　優子は少し乱暴にテーブルの上に携帯を置いた。




　敦志はツーツーという音を耳の奥に入れ、重い溜め息と共に項垂れた。

（ここまできて、オレのせいでこんなことに）

　片手を額に添え、顔をしかめて目を閉じる。自分の手ですら冷たくて気持ちがいいというくらい、熱があるようだ。

　優子のことが気になるが、今すぐに電話をかけ直したところでうまく話は進まないだろう。致し方なく、とりあえずあと僅かでひと区切りつく仕事と向き合った。




　それから約一時間後。熱のせいもあるのか、仕事に集中しすぎて時間を忘れていた。ハッと我に返ると午後十時前。

（まずい。明日のことをうやむやにしたまま……）

　敦志がデスクの上にあった携帯に手を伸ばしたのと同時に、インターホンが鳴った。目を丸くして、警戒しつつカメラを確認する。

「なっ……」

　思わず声を出し、急いで玄関に向かう。鍵を開けて勢いよくドアを押し開くと、そこには赤い鼻をした優子が、やや不機嫌そうな顔をして立っていた。

「こんばんは」

「なんで……」

「終電までまだ余裕があったので、差し入れを。それからおかゆでも作ったら、すぐおいとましますから」

　スッと玄関に足を踏み入れ、敦志を見上げる。

　今の表情と、淡々とした態度で答えているところを見ると、まだ怒っているらしい。いつもの冷静な敦志ならば、うまく対処しようと頭を働かせて機嫌を取るかもしれない。しかし、機嫌を取るどころか逆に彼女を怒鳴りつけてしまう。

「なに考えてるんだ！　夜道で突然襲われたりでもしたら、優だって無事かどうかわからないだろう!?」

　きつい言い方になってしまったのは、熱のせいだけではなくて優子のことが心配だからだ。けれど優子も落ち着いた気持ちではないため、頭ごなしに言われたと勘違いして珍しく言い返す。

「敦志さんだって！　いくら忙しくても、そこまで無理しなきゃならないものなんですか!?　仕事も、明日の予定も！」

　温厚な優子は、いつも隣で笑っている。その彼女が眉を上げて、下唇を噛みしめながら涙目で訴えている。

　優子に正面切ってこんなふうに怒りの感情をぶつけられたことがない敦志は、目を剥いて閉口した。

　優子は徐々に俯いて、ぽつりと漏らす。

「心配なんです」

　完全に下を向かれてしまって、敦志には優子の表情がまったくわからない。よく見ると、小さな肩が小刻みに震えているのだけがわかって、どう声をかけていいのか戸惑う。

　ふたりとも黙った状態で、時間が止まったように静止する。

　その間、一時も目を逸らさずにいた敦志の視界に入ったのは、足元に吸い込まれていく光の粒。

　初めは一滴、床に染みを作っただけだった。それがみるみるうちに増えていき、優子の思いの深さを知った。

「敦志さんに、もし、なにかあったら……！　私、もうひとりじゃ平気でいられないんです」

　嗚咽交じりに掠れた声を絞り出す。

　さっきまで目を凝らさなければ気づかなかった震えが、今では明らかにわかる。

　優子は涙を止めようとしているが、決壊した感情はうまく舵かじ取りができず、仕方なく顔を上げないまま右腕で目元を覆った。

　奥歯を噛んで懸命に堪える小さな姿を見て、敦志は眉根を切なげに寄せて両手を伸ばす。

「うん、悪かった。だから、泣かないで」

　優子の身体を抱き寄せ、すっぽりと胸に閉じ込めると、抱きしめる腕にぎゅうっと力を込めた。

「本当にごめん。だけど、『なにかあったら』っていうのはオレも同じ思いなんだから。頼むから、そういうときは先に連絡して」

　敦志の苦しそうな声に優子も落ち着きを取り戻し、コクンと一度頷いた。

　ひとりに慣れていたときは、ひとりでいることに不安を感じることはなかった。ときどき『淋しいな』と頭をよぎるくらいで、こんなに胸が押しつぶされる思いなんて想像もできなかった。

　かけがえのないものを手に入れてしまうと、その喜びと幸せが大きな分だけ、不安と心配も大きくなる。

　優子は手にしていた袋を放して、夢中で敦志の背中を抱きしめた。

「今日はもうここに泊まって。オレ、優に風邪をうつさないように別室で寝るから」

「嫌」

　きつく手を回す優子の頭をポンと撫でて言ったが、迷うことなく即答されて、困惑した。

　優子は顔を敦志の胸にうずめたまま、まだ少し震える声でもう一度拒否をする。

「嫌です。今、言ったじゃない。ひとりじゃいられないって」

　傍から見たら子どものように見えるかもしれない。

　だけど敦志にとっては、普段は我慢をしている優子がこんなふうに堂々と甘えたことを口にするのが可愛くて、甘やかす以外の選択肢はなかった。

「わかったよ。でも、もう拒否することはできないからね？」

　そうして優子に負けないくらいきつく、細い腰を抱き寄せる。顔を掬い取ると、熱のせいでいっそう熱い唇を寄せ、赤く小さな唇を奪った。

　口から漏れる苦し気な吐息ごと覆いつくし、息継ぎしようともがく唇に何度も口づける。

　背中が壁に当たって逃げ場を失った優子は、至近距離から潤んだ瞳で敦志を見上げた。無言で見つめ合ったのは一瞬で、敦志が再度唇を重ねに行く。

　首元の髪を鷲わし掴づかみするように頭を引き寄せて熱情をぶつけるキスは、優子を脱力させ、立つこともままならなくさせる。

　敦志は膝の力が抜け落ちた優子の身体を支え、まるで舞踏会のように、腰に手を回す体勢で熱い眼差しを向けた。

「ひとりになんて、させるもんか」

　薄く開いた口からぼそりと漏らし、優子を抱き上げた。「熱が」と彼女が言っても聞き入れずに、そのままベッドルームへと連れていく。

　いつもよりも少し乱暴に下ろされた優子はバランスを崩し、両手を後ろについてどうにか堪えた。敦志はベッドから足を出して座る彼女の前に跪き、靴を脱がせた。

　ギシッとスプリングが軋む音で、またふたりの距離が近くなる。

「ふっ……んん！」

　キスで押し倒し、優子の手をシーツの波間に縫いつける。鼻先が触れる寸前でぴたりと止め、囁いた。

「もっと、オレを求めたらいい。なんなら、オレなしじゃいられなくなるくらいに」

　直後、首筋に顔をうずめ、唇を押し当てたかと思えば甘く歯を立てる。優子が小さく悲鳴を漏らすと、うっすらついた赤い痕を優しく舐なめる。敦志の動きすべてが官能的で、優子はとっくに正気ではいられなくなっていた。

　気づけば白く柔らかい肌が晒されていて、両手をついて見下ろす彼に抱きついた。

「だ、だって……なんかすごく、恥ずかしくて」

「わかるけど……それは、逆効果」

　優子が回した手を外し、目を合わせた後、頬にキスをする。

「今日はもう、我慢が利かない。熱のせいってことにしておいて」

　耳じ孔こうを通って鼓膜を揺らす囁きに、ゾクゾクと背筋を甘く震わせる。普段、気遣いができる敦志が急せくように身体を重ねてきて、それがまた優子の鼓動を速くする。

「熱があってもなくても、そんなふうに必要としてくれたら……うれしい」

「オレはいつも優を必要としているし、ずっと手放す気はないよ」

　彼は光を宿した目で言った後、指を絡ませ、強く手を握る。

　身体も心も満たされて繋がる感覚に、至極最高の温かさを感じた。




「優の手、まだ少し冷たいね」

　数時間後、ふたりで向かい合っているベッドの中。かけ布団の下で手を重ねて敦志が呟くと、優子は咄嗟にその手を引いた。

「ごっ、ごめんなさい。私、一度冷えたらなかなか完全に温まらなくて」

「いや、気持ちいい。寒い中ここまで来て、芯まで冷えたからかな。ごめん。でも、ありがとう」

　再び手を奪われ、敦志の両手に包まれる。

　ただ彼が心配で……自分がひと目でも会いたくて走ってきただけなのに、改めて礼を口にされると戸惑ってしまう。

　優子の白く細い指先を撫で上げながら、敦志は言葉を重ねた。

「華奢な手。細くて簡単に折れてしまいそうなのに、芯は強いな」

　指に唇を寄せた後に、突然「ふ」と思い出し笑いを零す。優子は目をぱちぱちさせ、楽し気に笑う顔を見た。

「え……なに？」

「いや。彼が……純一くんが前に言っていたなあってね」

　敦志が天井を仰ぎ、噛みしめるように口にする。

「優のこと、『あの子も、弱くは見えないけどな』って」

　そう言われて正直、優子の頭の中に浮かんだのは疑問符。

（あれから意識的に空手のことを隠すのをやめたけど、そのせいかな？）

　藤堂の言葉に思い当たることといえば、単純に空手経験者だとわかって強く見えるというようなことかと首を傾げた。

　それはそれで、藤堂だけでなくまわりの人もそう感じ、自分を怖がっているのかも、と思うと少しへこんでしまう。

「……優」

「は、はい」

　気づけばまた視線を向けられていて、ドキッとしながら返事をする。

「明日は約束通り、一緒に出かけよう」

　敦志は優子の髪をサラッと撫でて、僅かに口角を上げる。

　優子だって、本当は明日のことは約束をした日からずっと気になっていた。敦志がそこまでこだわる明日という日には、どこへ連れていってくれるのか、と。

　その誘惑にはやはり勝てず、おずおずと小声で答えた。

「……熱が下がれば」

「オーケー。じゃあ、熱が下がるようにもう寝よう。おやすみ」

　目をふっと細め、優子の頬を撫でると、敦志は瞳を閉じる。すぐに瞼を落としたのを見た優子は、鼻筋の通った綺麗な顔を薄暗い中で見つめた。

（もう寝息をたてている。相当疲れが溜まっていたんだ）

　凛々しい眉をそっと人差し指でなぞり、右頬に左手を添えた。やや熱めの頬に、体調の心配をしたが、心地よさそうな寝顔に思わず顔が綻ぶ。

　優子は静かに上体を起こすと、触れるだけのキスを落とした。




　翌朝。優子の心配は杞き憂ゆうに終わったようで、敦志の熱はすっかり下がっていた。それでも不安そうな優子に、彼はいつもの笑顔を見せる。

　十時過ぎには支度を済ませ、敦志の白い車に乗り込むと、見慣れた景色の中を走っていく。

　約一時間後、到着したのが……。

「え……？　うち？」

　優子は車に乗っている間、おかしいな、とは思っていた。

　何度か一緒に来たことのある自分の実家への道のり。なぜ無理をしてまで決行した約束の場所がこの場になるのか、わからないことだらけで、車を降りてからも疑問を口に出せずにいた。

　すると敦志が続いて車から降り、門を見上げて言った。

「今日は、師匠の誕生日だと聞いて」

「えっ。それは、気づいていましたけど……まさか！」

　優子はてっきり、武徳が自ら誕生日を敦志に吹き込んで、遠回しに『祝ってほしい』と言っていたのかと思う。

（そこまで図々しく自己主張する？　恥ずかしいなぁ！）

　父の暴君ぶりに憤りを感じていると、敦志が優子の考えていることを察して、苦笑する。

「いや、そういうわけじゃなかったみたいだよ」

　そのとき門がガラガラと開いて、ハッとして振り向く。父の姿を想像して構えていた優子の目に飛び込んできたのは、母。美恵はニッコリと笑って、ふたりを出迎えに来てくれた。

「いらっしゃい。敦志くん、今日はありがとう」

　深々と頭を下げる美恵に、敦志は頭を横に振って恐縮する。

「いえ。オレはなにも」

「え？　どういうこと？　お母さんが敦志さんに頼んで、私をここに？」

　目を丸くして言う優子に、美恵は片手を頬に当てて困った顔で笑って答える。

「私というか、お父さんがね。優子、たまに来てくれるようにはなったけれど、急にはお父さんの言うことなんて聞かないと思ったんじゃないかしら」

「ちょっとまだ意味が……」

　どうやらやはり、武徳が画策したことらしいというのはわかったが、美恵と敦志の表情を見る限り、どちらも迷惑そうな顔はしていない。それどころか、『仕方ないな』といった、どこか協力的なものに見える。

　狐きつねにつままれたような心境で立ちつくしていると、敦志が口を開く。

「師匠は、自分はもちろん、美恵さんから声をかけてもらっても、自分の差し金だと気づかれて会いに来てくれないと思ったんじゃないかな。だからきっとオレに頼んだんだと思う」

「それだけ今日は、どうしても優子に会いたかったのね」

　事情を知っているようなふたりは、武徳をフォローするように言葉を重ね、目を見合わせる。

　そして、美恵が続けた。

「お父さん、十一年前の今日の思い出を、ずっと大事にしていたから」

「……十一年前？」

　それは優子が十一歳の頃。本格的に空手を始めて一年が経った時期だ。

（けれど、そのときになにか大きな出来事なんてなかったはず）

　思わず「十一年前……」という言葉を繰り返し、頭の中で昔を思い出す。

　やはり、これといって思い当たることがない優子は、訝し気な顔をしたまま室内に通された。

「私は敦志くんとリビングにいるから、優子はお父さんの部屋に行ってね」

　道場を横切り、自宅側の廊下を歩きながら美恵が言う。

　半年前に再会してから、道場には何度か足を踏み入れたものの、武徳の部屋には行ったことがなかった。もっと言えば、十年くらい立ち入っていないかもしれない。

（改まって、いったいなに？　嫌な想像しかできないんだけれど）

「いってらっしゃい」

　眉を顰め、険しい顔つきでいると、敦志が優しく背中を押してにこやかに送り出してくれた。




　ふたりと別れ、ひとりで武徳の元へ向かう。無意識に緊張しているのか、表情は強張り、呼吸もなんだか浅くなる。

　いざ部屋の前に着くと決心がつかなくて、数十秒かけて心を落ち着けた後、ドアをノックした。

「お父さん？　私。入るよ？」

　ガチャッとドアを開き、見えた室内には、武徳が床に座って黙想している背中があった。タイミングを間違った、と優子は声をかけるチャンスも失って、しばらくそのまま固まる。武徳も武徳で、声は届いているはずなのにピクリとも動かない。

（もう。いったいなんなの、本当に）

「今、都合悪いなら、また後で……」

　優子は言いかけておきながら、言葉を止めた。

　それは、ふと目についた光景に絶句したからだ。

「今日は父さんの誕生日だ」

　突然口を開いたかと思えば、自己アピールにしか思えない武徳の発言で、優子は肩の力を抜いてひとつ息を吐いた。

「……それで？　そんなの知っ――」

「『男の子にはなれないけれど、優勝してメダルをあげるから』」

　武徳は未だに目を閉じたまま。優子は驚いて言葉を呑み込み、動かぬ武徳の背中を見つめる。

「十一年前の誕生日に言ってくれたお前の言葉にいつまでも期待して、いつの間にか気持ちを押しつけていたことはわかっている。今まですまなかった」

　背中越しに唐突に謝られ、目を白黒させた。

　さっき武徳が口にした言葉を、だんだん思い出してくる。

（そういえば、そんなことを言ったかもしれない）

　昔から後取りにうるさかった節がある武徳は、たまに『男の子がいればな』と漏らしていた。それを耳にして、純粋な気持ちでそう言ったことがあったかもしれない、と思う。

　まさか、子どもの言ったことをずっと覚えていて、期待までさせてしまっていたなんて誰が想像できただろうか。

　しかし、思い込みの激しいタイプでもある父のことだから……と感じる反面、そんな父が『すまなかった』と頭を下げるだなんて考えもしない。

　呆気に取られていると、武徳はすっくと立ち上がり、光を横顔に浴びながらはっきりと言った。

「だから今日、五十六歳の誕生日をもって、けじめをつける」

　そして、くるりと優子の方を向いて、真面目な顔で宣言する。

「金輪際、お前に後を継げだの婿養子を取れだの言わない。自由にやれ」

「えっ……」

「自由に仕事をして、結婚もすればいい」

「けっ……!?」

　あれだけしつこかった父が、『自由にやれ』と言ってくれたことにも驚いたが、さらに驚いたのがその後に続けられた単語。『結婚』だ。

　思わず声を上げたところに、ガチャッと大きな音をたててドアが開く。

「さあ、みんなでお昼を食べましょう」

　現れたのは、朗らかな様子の美恵。彼女は半ば強引に話を中断し、武徳の背中を押していく。

「お父さん、話は終わったものね？　ね！」

　それ以上話すといけないオーラを出され、武徳は口を噤んで、美恵に促されるまま部屋を出る。優子はぽかんとしてふたりの後ろ姿を眺め、足音が遠くなる頃にハッとして、追うように廊下に向かう。

　武徳の部屋を後にする直前。閉めかけたドアをもう一度、ゆっくり開いた。

（……お父さん）

　先ほど優子の目に入り、驚いて声を失った光景とは、十一年前から高校を卒業するまでの間に優子が獲得したメダルや賞状。それらを綺麗に飾ってあるのを初めて見たし、まったく知らなかった。

　当時、この地域に空手をやっている女の子が少なかったからということもあったが、コレクションになっているものの半数は金色や銀色のメダルだ。

　しかし、一番目立つところに大事そうに飾られているのは、そういった上位を表すようなものではなかった。

　あずき色の額縁に入れられ、高々と飾られているのは【参加賞】。日付は、十一年前の今日。

　年頃になってからついこの間まで、鬱陶しいと思っていた。けれど、あの頃。確かに自分は父と空手をしている時間が楽しかったのだと思い出す。

　途端に優子の顔からは笑みが零れ、急ぎ足で父と母の後を追った。




　美恵が料理とケーキを振る舞い、四人で賑にぎやかに食事を終えた。

　優子と敦志が帰る間際、「孫は男の子がいい。そしたらうちの道場に……」と懲りずに言う武徳の口を、美恵が両手で塞ぐ。それを受けた優子は頭を抱え、敦志はおかしそうに笑った。

「そうだ、美恵さん。これ、ありがとうございました」

　優子が武徳に、「やっぱりしつこいんだから！」と怒っているそばで、敦志が美恵にこっそりなにかを手渡した。

「役に立ったかしら」

「だいたいの目安には」

「そう。それならよかった。敦志くん、優子のこと、お願いします」

　ふたりは父と娘の言い合いを、微笑ましい目で眺めていた。

「今日は父に……私たちに付き合っていただいて、ありがとうございました」

　車が走り出し、実家が見えなくなったところで深々と頭を下げる。ゆっくり顔を元に戻しながら、敦志の横顔に問いかける。

「まさか今日のために、あんなに根を詰めて仕事をしていたんじゃ……」

　父のために変更の利かない今日という日にこだわって、敦志に無理やりスケジュール調整をさせてしまったのでは、という心配が頭をよぎり、いたたまれない気持ちになる。

　視線を膝の上の紙袋に落とし、答えを待った。

「いや、そういうわけじゃなくて。ちょっといろいろあって、急遽仕事が倍になったのが大きな要因。まだ少し続きそうだし」

　メガネを押し上げ、軽く笑い飛ばした敦志は、眉を下げて今度は苦笑する。

「ただ、オレのせいで、今日の話をふいにするのは絶対避けたかったからね。熱まで出したときには、正直かなり焦ったけど」

　冗談めいて話す敦志に、優子はもやもやとする。

（仕事……本当にうちのせいじゃないのかな……）

　発熱するほど追い込まれていた仕事というのは、やはり自分と実家のせいなのでは、と疑いの目を向ける。

　けれど、『そういうわけじゃなくて』と言われてしまうと、これ以上問い質すことも難しい。

　優しい敦志なら、もしかして気を遣って嘘をついたのでは……と勘繰りたくもなる。

「体調、もう大丈夫ですか？」

　後は同じだけ……いや、それ以上に気遣いをするくらいしか自分にはできない。そう思って、心配そうに眉根を寄せて尋ねる。

　すると、ちょうど一時停止したときに、敦志は安心させる微笑みを向けた。

「ああ。昔から丈夫なのが取り柄だから」

　太陽の光と相まって、眩しすぎる彼を直視できない。

　半年経ってもなお、ふとした瞬間にもドキッとさせられる。これが、いつか落ち着くときは訪れるんだろうか。

　優子は目を逸らすように、紙袋に入っている黄色い果実をひとつ手に持った。

「こ、これ、私たちじゃ食べきれないですね」

　優子の手だと、片手で持つのも大変なくらいに大きな果物。それは以前敦志と話していたサワーポメロ。

　ちょうどこの冬の時期に採れるもので、親戚から実家に届いたばかりだった。敦志が昔食べておいしかったという話から、美恵が帰り際にたくさん持たせたのだ。

「あ、社長とか！　……食べないですかね。それか、敦志さんのお母さんとか？」

「それは――」

　敦志が答えようとした瞬間、着信音が割り込んだ。

「母さんだ。珍しいな」

「なにかあったんでしょうか？　出てみたらどうですか？」

　優子に言われ、少し走り進めてから路肩に車を停止させる。一度着信は切れてしまったが、折り返しかけ直した。

（電話が珍しいって言っていたから、なにか敦志さんのお母さんによくないことでもあったのかもしれない）

　考えたくはないけれど、嫌な想像が膨らんでしまう。

　息を呑み、隣の敦志を緊迫した様子で見つめる。静かな車内に聞こえる微かな呼び出し音が二回目に差しかかろうとしたときに、声が響く。

『もしもし？』

　直接電話を耳に当てているのは敦志だが、優子にも加奈子の明るい声が耳に届いた。元気そうな声に、ホッと胸を撫で下ろす。

「なにかあった？」

『ううん。私はいつも通りだけど、ちょっと気になったことがあるから敦志に聞いてみようと思って』

　盗み聞きみたいな気もするが、同じ空間にいれば自然と耳に入ってくる。

　サワーポメロを手で遊ばせていると、スピーカーから漏れ聞こえた内容に目を剥く。

『この間、偶然純一くんに会って。ちょっと大変なんでしょう？』

（社長？　大変って、なんだろう。私、なにも聞いていない）

　意識的に逸らしていた目を、思わず敦志に向けていた。加奈子の言葉にまったく動じないところを見ると、すでに彼の知るところなのだろうと優子は思う。

「ああ。そういえば、純一くんも言っていたな。偶然すれ違って少し話をしたって。どこで会ったの？」

『総合病院。だからびっくりしたのよ？　敦志、なにも教えてくれないから』

　次に『病院』と聞こえて、ますます優子の顔色は険しくなっていく。

　電話をしながら優子の心配を察した敦志は、逆手で携帯を持ち替えて、左手をポンと彼女の頭に乗せた。

「いや、黙っていたのは、自分のことではないから簡単に話すことができなくて。落ち着いた頃合いを見て報告はする予定だったけど、きっと大丈夫だと思うよ」

『そう。大丈夫なら安心したわ。あ、優子ちゃんにもよろしく。じゃあまたね』

　プツッと切れた電話を耳から外し、困り顔で僅かに口の端を上げた。

「……隠そうとしていたわけじゃないんだ。時期が来たら、と思っていて」

「え……？　なにをですか……？」

　神妙な面持ちになる優子に、目を伏せてひとつ息を吐いてから、少し言いづらそうに口を開く。

「ちょっと、純一くんのまわりがバタバタしそうでね。なるべく彼がいつでも動けるようにしたくて、多めに仕事を引き受けていたんだ」

「……病院って、どこか悪いんですか？」

　優子は敦志が藤堂を慕っているのを知っているからこそ、ますます眉間に深い皺を作って、おそるおそる聞き返す。

　敦志は伏せていた目を今度は泳がせ、言葉を選ぶように間を空けてから優子と向き合った。

「いや。彼の奥さんが」

「えっ？　しゃ、社長って、ご結婚されていらっしゃったんですか!?」

　藤堂の話はよく敦志から聞くが、直接会って話したのは、あの半年前の空港だけ。彼が結婚指輪をしていたかどうかなど気にもしていなかったし、まったく記憶にない。

（だけど、社長じゃなく奥さんが……病気？　それも、敦志さんが仕事を引き受けるくらいだから、もしかしたら重篤なんじゃ）

　不安な顔で口を噤むと、敦志は首を横に振った。

「病気ではないんだ。でも……切迫流産気味で、安静を言い渡されてしまったから」

　声を落とした敦志を見て、優子は口を引き結び、グッと顔を上げた。

「……大丈夫です、きっと。ううん、絶対大丈夫」

　そういう言葉は口にすると気休めに取られてしまうかもしれない。けれど、優子はあえて「大丈夫」と繰り返す。

「言こと霊だまって知っていますか？　言葉に宿る力です。私、今までいろんなとき、自分に言い聞かせるように声に出していました。『大丈夫』って」

　小さい頃に家族とケンカしたとき。空手の試合のときや、留学を迷っていたとき。就職試験のときも、今までさまざまな場面でその言葉が自分の背中を押してきた。

　だからきっと、今回のことも『大丈夫』と口にして、それを現実にさせたいのだ。

（私には、それくらいしかできないから）

「やっぱり優は、強い心を持っているね」

　すると、敦志は強い眼差しの優子を見て小さく笑いを零し、コツンとおでこを合わせる。

「不安がっているのは、オレだけかもしれないな」

「……敦志さん？」

　目を閉じ、額をくっつけたままで自嘲気味に笑う。

「もう自分に嘘をつかないって決めたのに、いつも一緒の先輩に嘘をついていたのは心苦しかっただろう？　オレは優のその気持ちに気づいていて、我慢させていたね」

　突然言われた内容に、優子は思わずおでこを離して目を見開く。

「あの子には問題がなくても、なにかの拍子に事実が広がればきっと優が巻き込まれると思って。……以前、囲まれたように」

　ヴォルフが助けに入ったあのときのことや、夜道で絡まれたときのことを思い出しながら、敦志は俯く。

（自意識過剰かもしれないが、自分の立場上、やっかみの矛先は優に向くと思う。それを避けるためには、押し隠すことしか考えられなかった）

「それが……理由？」

「自己中心的な男だろ。君のことを考えているようで、結局自分のことしか考えていないようなものだ」

　いつでも近くにいられるわけでない。むしろ会社ではそばにいることなどできない。だからもしものとき、助けることができない。それならば……と。

「優が傷つくのを見たくなかっただけなんだ」

　ただ、守りたかっただけ。

　しかし、それが押しつけのように思えてきて、敦志も心苦しさを抱えていた。

　好きな人に自分の存在を隠されるというのは、傷つけているのと同じなのではないか、と。

「そういうの、今度から口にしませんか？」

　優子はぽつりと提案するように呟き、さらに続ける。

「私、今日改めて思いました。一緒に過ごしていた家族に関してですら、言われないと気づかなかったことがたくさんあるって」

　今日、父の部屋を見て、自分はなにも見えていなかったのだと感じた。だけど、きっとあの部屋を見るだけではまだ足りなかった。あのとき、武徳が不器用ながらに口にしてくれたから気持ちが伝わってきたということを思い出す。

「私は、敦志さんが大好きです」

　光を灯したような眩しい視線に、敦志は目を奪われる。

　数秒後、見開いていた目をふっと細め、顔を近づけて唇を重ねた。

「オレも……。絶対、誰にも渡さない」

　少し近づけばすぐにまた口づけできる距離から、甘美な声で囁く。みるみる赤面する優子を見て、クスッと笑った。

「だって、優が口にしようって。それに、言霊の話もしていたから」

　ついさっきの話も引き合いに出され、優子は口をパクパクさせて、さらに顔を赤くする。

　口に緩やかな弧を描き、敦志は優子の後頭部を優しく引き寄せ、再びキスをする直前に言った。

「何回でも言うよ。優が好きだ。ずっと放さない」

　脳髄が痺れるような甘い言葉と、心をとろけさせる柔らかな感触。

　優子の意識は敦志に全部持っていかれ、膝の上の鮮やかな黄色が足元に転がり落ちても気にする余裕はなかった。




　それから約十日後。

「優子ちゃん！　今日！　もちろんデートでしょ!?〝彼〟と！」

　平日の夕方。人の出入りが少なくなったエントランスを眺めていた優子を、にやける今本が肘で突っつく。

「だって、今日はバレンタイン！　もうすぐ定時だし、約束しているでしょ？」

「いえ、実は特に約束はしていなくて」

　優子の返しに「えぇ！」と大きな声を上げ、口を押さえてまわりを窺った。

「やっぱり忙しいの？　まぁ、副社長だしね……」

　今本は、なぜか優子以上にガックリと肩を落とす。

「それでも！　やっぱり、どうにか会えないのかな!?　だって、付き合って初めてのバレンタインでしょ？」

「そうなんですけどね……。だけど、仕事とわかっていたら無理は言えないです」

「もう！　私なら嫌味のひとつでも言っちゃう！　あ、でも、相手が副社長なら私も言えない！」

　今本のハイテンションに優子は「ふふっ」と笑いを零し、バッグの中にこっそりしのばせているチョコレートを思い浮かべる。

　そのチョコをどうしようかとボーッと考えている間に、勤務時間は過ぎていった。




　気づけば着替えも終わって、遅い足取りで会社を出ていた。

（チャンスがあればと思って、持ち歩いてはいるけれど）

　チラッとバッグの隙間からチョコを見て、どうやら渡すことはできなさそうだと小さな溜め息をつく。するとチョコの横で携帯が光り、振動を始めた。

　もしかして、という期待を抑えきれず、ドキドキしながら携帯を取り出すと、表示された【敦志さん】という文字にいっそう緊張感が高まった。

「はっ、はい」

『あ、優？　今どこ？』

「今は会社と駅の間くらいです」

『間に合ってよかった！　じゃあ、そこで待ってて。車で迎えに行くから』

　せわしなく切られた携帯を見つめ、動揺しつつもうれしい気持ちが大きくなって、道端だというのに表情を緩ませてしまった。

　間もなく、優子の前にハザードランプをつけた一台の車が停止して、助手席の窓が開く。

「寒かったよね？　待たせてごめん。乗って」

　素早く車に乗り込むと、黒のステンカラーコートを着たままの敦志を見て目を丸くした。

「急いで来てくれたんですか？」

　いつも運転するときにはコートは脱いでいたから、そう尋ね、ジッと彼を見る。

　パリッとしたワイシャツに、赤系の明るめなストライプのネクタイ。ダークグレーのスーツ。

　スーツ姿を間近で見るのが久しぶりな気がして、思わず胸がときめく。

「あっ、中日なのに、お仕事は大丈夫ですか？」

　ドキドキしすぎて直視できなくなった優子は、膝の上の手を見つめて言った。

「うん。社長が気を遣ってくれた、というか、そう指示されたのかな」

　いつもより少し急いで車を走らせながら、クスクスと笑って答える。優子はきょとんとして首を捻り、不思議そうな声を出した。

「指示？　社長に指示ができる人なんています？　……あ、もしかして、奥さんですか？」

「そう。彼女はすごく気が利く人だからね」

「へえ。どんな方なんですか？　体調は大丈夫そうですか？」

　以前、藤堂の結婚相手について聞きそびれた、と優子が興味津々に質問を投げかけると、敦志はニッと口角を上げた。その意味深な笑い方に、さらに首を傾げる。

「安静が必要なのは変わらないけれど、大丈夫だと聞いているよ。それと、優も彼女と話はしたことがあるよ。相手は芹沢さんだから」

　敦志がさらりと口にした名前に、これまでにないくらいの声が車内に響き渡る。

　おおよその予測はしていたものの、敦志はあまりの反応に失笑した。

「それで、仕事は彼女の穴もあって、なかなか大変なんだよね」

「ぜ、全然、気がつかなかった……。私なんて、すぐ顔に出そうなのに……すごい」

　衝撃的すぎて、瞬きすら忘れてしまう。

（ふたりの間に特別な雰囲気は、まったく感じなかった）

　自分が鈍感なのかもしれないが、藤堂と芹沢については、社内では誰もその事実に気がついていないのではないかと思ってしまう。そのくらい、ふたりが並んでいたときの印象は、ただの社長と秘書というものだった。

　敦志は呆気に取られたままの優子を見て、思わず「ははっ」と声を上げる。

「そう？　優も出会ったときは、かなりポーカーフェイスだった気がするけど」

　言われた優子は小さく口を尖とがらせる。

「そんなの……すぐ崩されましたよ。敦志さんのせいで」

「オレのせいって言われてうれしいと思うことなんて、今までなかったな」

（メガネ越しの綺麗な瞳を細めて微笑む顔が好き。ハンドルを握る男らしい手も、低く落ち着いた声も、背筋を伸ばした姿も、全部）

　まるで初めて敦志を見つけたときと同じように、全身に電気が走った。

「とりあえず、急だけどディナーに行こうか」

　優子にとっては、いつでも初めてのデートのように気持ちが高揚する。

　そんな中、いつバッグの中のチョコをあげられるかなど考える余裕は持ち合わせていなかった。




　急と言っていた割に、今まで連れていってくれたレストランの中でも一、二を争うほど素敵な店にエスコートされた。一面の窓ガラスの足元から広がる夜景に、思わず声を漏らしたほど。

　窓際の席からフロアを見ると、空席には【予約席】のプレートが置かれていて、それ以外はすでに埋まっている。

（こんなところ、急に入れる……？　もしかして、前々から予約していたんじゃないのかな）

　それから運ばれてきたシャンパンや料理の豪華さに、ますますそう思う。

　デザートを食べ終える頃に、敦志が頬杖をついてまっすぐ優子を見た。

「平日だけど、今日はもう少しオレに付き合ってくれる？」

「え？　私は全然平気ですけど。敦志さんがいいなら」

「よかった」

　敦志はテーブルから手を下ろし、安堵した様子で呟く。些細なことだったので優子は気にも留めず、それよりも彼に見られているという緊張の中で、デザートを口に運び続けた。




　レストランから出ても、綺麗な夜景は車窓に広がっていた。それを夢見心地で眺めていたら、あっという間に敦志のマンションに到着する。

　優子は彼に続いてリビングに入ると、ダイニングの椅子にバッグを置いた。

「なにか飲みますか？　私、用意しますよ」

「優」

　背を向けていたら、知らぬうちに後ろにいた敦志が腕を伸ばし、優子を胸の中に閉じ込めた。びっくりして身体を硬直させる。

　この甘い空気をどうしていいのかまだ慣れていなくて、咄嗟にバッグに目がいき、口を開いた。

「あっ、あの」

　身体を解放し、「なに？」と敦志が尋ねている間に、優子はスッと赤いリボンの包みを差し出す。

「バ、バレンタインなのでっ。あんまりお菓子作りは得意じゃないんですけど」

　手にしているリボンのように顔を赤く染める優子に目を丸くして、敦志はすぐに頬を緩ませた。

「ありがとう。約束してなかったのに、用意してくれてたんだ……うれしいよ。大事に食べる」

　無事に受け取ってくれたことにホッと胸を撫で下ろしていると、敦志が「少し待ってて」とリビングから姿を消した。そして戻ってきた瞬間、優子はあまりの衝撃に声を失った。

　両手で口を覆ったまま、敦志から目を離せない。

「今日はドイツの風習にちなんで、オレからもプレゼント」

　潤んだ瞳いっぱいに映っているのは、紅色のバラの花束。それも、十数本ではきかない。実に百八本のバラ。敦志ですら抱えるくらいの大きさだ。

　ドイツのバレンタインでは、男性が女性に花を贈る。その立派な花束を見て、今日のディナーもあらかじめ用意してくれていたものだと確信した。

　敦志はまさに愛の告白というように、ゆっくり歩を進めて優子の前で足を止めると、凛々しい顔つきで向き合った。

「優……」

　そっと渡された花束を、震える手で落とさないように持つのが精いっぱい。驚きとうれしさと恥じらいが相まって、うまく言葉を発せない。

　すると、今度は左手を優しく掬われて、甲に口づけられる。

　バクバクと騒ぐ心音を感じつつ、敦志の一挙一動を見つめたときに、上目遣いの彼と視線がぶつかった。

「オレと、家族になってくれませんか？」

　忠誠を誓うようにもう一度手の甲にキスをして、敦志は背筋を伸ばす。

「結婚しよう」

　穏やかに微笑みながら、プロポーズの言葉を口にした。

　優子が息を止めて敦志を見つめていると、彼はポケットからなにかを取り出した。それを、さっき口づけた左手の薬指にゆっくり通す。

「……どうして」

　感極まった声でそれだけ発した優子に、「ふっ」と笑ってひとこと答える。

「驚かせたくて」

「こんな素敵な花束だけでも、充分驚くのに……」

　うれしいはずが、動揺のあまり未だに硬い表情で、薬指をずっと見つめている。

　ラウンドアームのシンプルなプラチナリング。中央にはほどよい大きさのダイヤモンド。色、デザイン、ダイヤの大きさ。どれをとっても優子の手に似合っていた。

「よかった。今、優の指にはめるまで内心ひやひやしてた」

「こんなにぴったり……いったい、どうして？」

　ホッとした顔で笑う敦志は、優子の疑問に言いづらそうに答えた。

「さすがにひとりじゃ自信がなくてね。美恵さんに聞いたら、自分と同じくらいだろうって指輪を貸してくれた。それを寝ている優にこっそりね」

　ハッとして、あのとき偶然見つけてしまった古びた指輪を思い出す。

「もしかして、その指輪って……小物入れの？」

「あれ。気づかれてた？　それはカッコ悪いな。っていっても、ここで種明かしをしてるから同じかな」

（まさか、お母さんのものだったなんて）

　呆然としている優子の前で敦志は姿勢を正し、手のひらを差し出す。

「じゃあ、改めて。優子さん。オレと、結婚してくれますか？」

　スラッとした指の優しい手に、優子はそっと左手を置いた。

「……はい。どうぞ、よろしくお願いいたしま――きゃっ！」

　優子が言葉を言い終える前に敦志は手を握り、強く引き寄せる。

　咄嗟のことに、抱えるのが大変だった花束が優子の腕から落ちてしまう。

「あっ！　お花が」

　敦志は心底うれしそうな顔で、足元に散った花びらを気にする優子を力強く抱きしめる。それに応えるように、優子も彼の広い背中に手を回した。

　頭に鼻先をうずめられた後、額にキスをされ、おもむろに顔を上げる。目が合った敦志は柔らかく微笑んで、甘い声で言った。

「いろんなことがあるとは思うけど、それでもオレは優の手を放さないし、幸せにするから」

　ふたりの足元を彩る紅の色は、まるでバージンロード。

　華やかで優雅な香りもふたりを包み込み、一生に一度のシーンに彩りを与えた。

　敦志の背中に添えられた左手の指輪も、小さいけれど確かに光を放って、ふたりを祝福しているように見える。

「愛してるよ」

　自然と重なる手の温もりは、どんなものにも代え難い、かけがえのない宝物。

　過去も、現在も、未来も。

　一分、一秒さえも、互いを感じていたい。

　背伸びをし、唇を重ねて祈ることは、ふたりで並んで歩いていく明日のすべてが、煌きらめく時間になるように――。





おわり









あとがき




　こちらの作品に最後までお付き合いくださいまして、ありがとうございます。

　今作が、ベリーズ文庫四冊目となりました。これもひとえに、いつも応援してくださっている皆様のおかげです。心からお礼申し上げます。




　さて。作品について、少しだけお話しさせてください。

　こちらの作品は、拙作『好きになっても、いいですか？』の関連作品です。

　ご存じの方もいらっしゃるかもしれません。そのときに、重要な脇役として活躍してくれた早乙女敦志。彼をどうか幸せに……！というお声を読者の方から何度かいただいていました。そのありがたいご意見に、私も同じ思いでいたのですが、なかなか彼の未来を思い描けずにいて、気づけば約四年も経っていたんですよね。そして、あるとき不意に彼のストーリーが降りてきたんです。

　時間がかかりましたが、今回、彼も幸せにできた（と思う）ので、ホッとしました。




　ヒロインそっちのけで、ヒーローの話ばかりになってしまいました（笑）。

　優子もまた、頑張り屋でまっすぐな女の子なので、個人的にはとても好きなキャラクターです。彼女も敦志も、生き生きと動いてくれるので、番外編まで書きましたが、本当に楽しかったです。

　番外編といえば、先ほど紹介しました作品の彼らが、その後……という、ちょっとしたサプライズを入れました。これもお気づきになった方がいらっしゃったら、うれしい限りです。




　今回も、やはりたくさんの方々に助けられて出版させていただくことができました。弓槻様、三好様、矢郷様、編集部の皆様……携わってくださった方々へは感謝の思いしかありません。

　なによりも。一番に感謝をお伝えしたいのは、読者の皆様です。本当にいつもいつも、ありがとうございます。

　また、どこかでお会いできる日を願って。





宇う佐さ木ぎ
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